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第１章 調査の概要 

１ 調査の目的 

県民の結婚や子どもを持つこと、子育てに関する意識や現状を把握し、奈良県において子どもを生み育

てやすい環境づくりを進める取組を検討するための基礎資料を得ることを目的に実施した。 

 

２ 調査の実施概要 

（１）調査対象 

・夫婦調査：令和５年９月１日現在で結婚している 50 歳未満の男女（届出の有無を問わない） 

・独身者調査：令和５年９月１日現在で 18 歳以上 50 歳未満の独身の男女  

 

（２）調査項目 

夫婦調査、独身者調査のいずれも、平成 30 年に実施した「奈良県結婚・子育て実態調査」の項目をベ

ースに、社会情勢の変化等を鑑み、一部の項目を削除し、新たな項目を追加して作成。 

 

①夫婦調査 

調査項目 質問項目 

①回答者の属性 ・夫婦の出生年月・結婚生活を始めた年月・初再婚の別 

・家族構成・居住地域 

②妊娠・出産 ・子どもの数 

・誕生の時期・里帰り出産・里帰り期間 

③就労状況 ・現在までの各時期の夫婦の就労形態・職種・勤務先の従業員数・

通勤時間（片道） 

・妊娠・出産後の妻の就労形態・職種・勤務先の従業員数・通勤

時間（片道） 

・現在の夫婦の就労状況 

１週間の労働時間（平均）・年収・帰宅時刻（平均）・通勤時

間（片道） 

・妻の就労希望の有無 

・妻の希望する就労形態・勤務地 

・妻が就労を希望しない理由 

・妻が就労しようと思う条件 

・妻が仕事を辞めた時期 

・妻が仕事を辞めた理由 

④出会い・結婚 ・知り合ったきっかけ 

・理想的な初婚年齢 

・理想的な初婚年齢で結婚しなかった理由 

⑤子育ての不安感・負担感

や手助け・相談相手 

・子育ての不安感・負担感 

・時期別の不安感・負担感 

・不安だった時期に助けてくれた人・助けてほしかった人 

⑥子育てに関する相談等 ・子育てについて相談できる人の有無及び人数 

・相談できる人 
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調査項目 質問項目 

⑦男性の育児や家事への

関わり 

・夫は育児を積極的にする男性か 

・妻からみた夫の育児・家事の関わり方 

・夫からみた夫の子育ての関わり方 

・夫が子育てに関わらない理由 

⑧子ども数等 ・子育てについての悩み 

・子育てについての考え方 

・理想の子ども数・１人以上の理由 

・出産予定の子ども数・出産を希望する時期 

・「予定子ども数」が「理想子ども数」より少ない理由 

・子育てや教育にお金がかかりすぎる要因 

・子どもはいらないと考える要因 

⑨子育て支援策 ・子育て支援・制度情報の入手先 

・奈良県での子育てのしやすさ 

・父親の育児休暇・休業取得の必要性・取得期間 

・父親の育児休暇・休業取得が不必要と考える理由 

・勤務先で男性が結婚、出産、子育てと仕事の両立が可能か 

・男性が育児休業を取得しやすくするために必要なこと 

・子育て支援策に関する重要度・満足度 

・希望する人数を生み育てるようにするために、どのような取組

が必要か 

・過去に利用した制度や施設 

・実際に利用してみたい制度や施設 

⑩自由記述意見 ・本調査や結婚・出産・子育て・少子化などに関する自由意見 

 

②独身者調査 

調査項目 質問項目 

①回答者の属性 ・出生年月・性別・親との同（別）居・居住地域 

・結婚歴・子どもの有無 

・現在までの就労形態・職種・勤務先の従業員数 

・現在の就労状況 

１週間の労働時間（平均）・年収・勤続年数・帰宅時刻（平均）・

通勤時間（片道） 

②結婚観 ・結婚の利点の有無・具体的な利点 

・独身生活の利点の有無・具体的な利点 

③希望するライフコース ・理想とする人生・実際になりそうな人生・パートナーとなる異

性に望む人生 

④結婚意欲等 ・結婚に対する考え 

・結婚するタイミング・希望する結婚年齢 

・現在独身でいる理由 

・適当な相手にまだめぐり会わない理由 

・結婚相手を決めるとき重視すること 

・一生結婚するつもりがない理由 

・結婚の障害の有無・内容 
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調査項目 質問項目 

⑤希望する子ども数等 ・希望する子どもの数・最初の子どもを持ちたい年齢 

・子どもはいらないと考える要因 

・希望の子ども数が１人以上の理由 

⑥子育てに対する考え ・子育てについての考え 

・身近な状況に各項目の人がいたか 

⑦結婚・子育て等に関する

意識 

・結婚・家庭・子どもを持つことについてどのように考えている

か 

⑧結婚・子育て支援策 ・子育て支援策に関する重要度 

・「婚活」として行っていること 

・「婚活」を行っていない理由 

・行政に結婚支援事業に取り組んで欲しいか 

・出会い・結婚支援として行政に期待すること 

・奈良県での子育てしやすさ 

⑨自由記述意見 ・本調査や結婚・出産・子育て・少子化などに関する自由意見 

 

（３）調査方法 

郵送法 

夫婦調査用・独身者調査用の２種類の調査票を送付し、調査対象者に調査票を選択の上、回答及び返送

を依頼した。 

 

（４）抽出方法 

県内市町村から 378 地点を系統抽出し、当該地点内から選挙人名簿に基づく無作為抽出により上記の調

査対象に該当する方を選定 

 

（５）調査期間 

令和５年９月 15 日～令和６年１月 26 日 

※回収目標数に達しなかったため、調査期間を延長して実施した。 

 

（６）回収結果 

 配布数 送達不能数 回収数 無効票 有効回答数 有効回答率 

夫婦調査 
7,500 108 

1,124 16 1,108 14.8％ 

独身者調査 933 21 912 12.2％ 

※発送時には調査対象者の婚姻状況が不明であるため、各調査の有効回答率は配布全数から算出した。 

 

（７）標本の代表性と全国比較 

夫婦調査並びに独身者調査の回答者がどの程度母集団を反映しているかを検証するため、令和 2 年国勢

調査の奈良県結果（以下、「国勢調査」という。）及び令和 3 年に国立社会保障・人口問題研究所が実施し

た「第 16 回出生動向基本調査（結婚と出産に関する全国調査）」（以下、「全国調査」という。）の調査結果

との比較を行った。 

なお、全国調査との比較については、全国での結果と、奈良県での結果とを比較しているため、必ずし

も傾向が一致するとは限らない。 
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①夫婦調査 

夫婦調査の対象となった世帯の妻の年齢の分布をみると、35～39 歳の割合が全国調査及び国勢調査の

割合に比べてやや高く、45～49 歳の割合が国勢調査の割合に比べてやや低くなっているが、その他の年代

については全国調査及び国勢調査の分布状況とほぼ一致している。おおむね母集団の年齢構成に沿った回

答が得られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②独身者調査 

身者調査については、男性は国勢調査の結果に比べ、19 歳以下の割合が低く、30 歳代以上の年代層の

割合がやや高くなっている。女性は国勢調査の結果に比べ 19 歳以下の割合が低く、20 歳代以上の各年代

の割合がやや高くなっている。全国調査と比べると、男性は 25～29 歳、女性は 19 歳以下の年代層の割合

が低く、男性は 40～44 歳、女性は 45～49 歳の年代の割合が高くなっている。今回調査と国勢調査及び全

国調査について、全年齢を対象とした集計結果をみる際には、回答された年代層のウエイトに違いがある

ことを考慮する必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比
（人） （％） （人） （％） （人） （％）

19歳以下 28 7.0 302 9.7 30,908 25.6

20～24歳 100 25.1 700 22.5 27,417 22.7

25～29歳 61 15.3 579 18.6 17,875 14.8

30～34歳 55 13.8 452 14.5 12,961 10.7

35～39歳 52 13.0 379 12.2 10,767 8.9

40～44歳 55 13.8 320 10.3 10,118 8.4

45～49歳 48 12.0 386 12.4 10,881 9.0

人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比
（人） （％） （人） （％） （人） （％）

19歳以下 26 5.4 322 11.2 30,077 26.7

20～24歳 125 25.9 799 27.8 28,394 25.2

25～29歳 91 18.8 549 19.1 17,677 15.7

30～34歳 62 12.8 383 13.3 11,066 9.8

35～39歳 53 11.0 298 10.4 8,597 7.6

40～44歳 57 11.8 259 9.0 8,164 7.3

45～49歳 69 14.3 263 9.2 8,609 7.6

※1　国勢調査は奈良県の値

※2　年齢不詳を除く

令和５年調査 令和３年全国調査 令和２年国勢調査

独身男性

独身女性

令和５年調査 令和３年全国調査 令和２年国勢調査

人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比
（人） （％） （人） （％） （人） （％）

19歳以下 0 0.0 3 0.1 100 0.1

20～24歳 6 0.8 96 2.0 1,555 1.3

25～29歳 51 6.7 427 9.0 8,187 7.1

30～34歳 128 16.8 746 15.7 17,026 14.7

35～39歳 184 24.2 991 20.9 23,553 20.3

40～44歳 186 24.4 1,177 24.8 29,100 25.1

45～49歳 206 27.1 1,303 27.5 36,236 31.3

※1　国勢調査は奈良県の値

※2　年齢不詳を除く

令和５年調査
妻の年齢

令和３年全国調査 令和２年国勢調査
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（８）調査結果の表示方法 

①設問ごとの集計母数は、グラフ中に「Ｎ＝＊＊＊」と表記し、クロス集計のグラフ・図表では、集計

区分ごとの集計母数を「Ｎ＝＊＊＊」と表記している。 

②集計結果の百分率（％）は、小数点第２位を四捨五入した値を表記している。このため、単数回答設

問の選択肢ごとの構成比の見かけ上の合計が 100.0％にならない場合がある。 

③複数回答設問では、当該設問に回答すべき回答者数を母数として選択肢ごとにそれぞれ構成比を求め

ている。そのため、構成比の合計は通常 100.0％にはならない。 

④本文中の「今回調査」及び図表中の表記における「R5 県調査」は、本調査の結果を表している。また、

本調査は、質問項目により次の調査結果と比較を行っている。 

 

調査名称 本文・図表の表記 調査の実施概要 

奈良県結婚・子

育て実態調査 

前回調査、H30 県調査 ○平成 30 年度実施（奈良県） 

○調査対象（数） 

①夫婦調査：奈良県内に居住する 50 歳未満

の夫婦 3,978 人 

②独身者調査：奈良県内に居住する 18 歳以

上 50 歳未満の独身男女 3,978 人 

○調査方法 

訪問留置調査 

○回収結果（回収率） 

①夫婦調査：1,313 人（32.9％） 

②独身者調査：777 人（19.5％） 

奈良県子育て

実態調査 

前々回調査、H25 県調査 ○平成 25 年度実施（奈良県） 

○調査対象（数） 

①夫婦調査：奈良県内に居住する妻の年齢

50 歳未満の夫婦（回答者は妻）2,115 人 

②独身者調査：奈良県内に居住する 18 歳以

上 50 歳未満の独身男女 1,822 人 

○調査方法 

訪問留置調査 

○回収結果（回収率） 

①夫婦調査：1,884 人（89.1％） 

②独身者調査：1,591 人（87.3％） 

第 16 回出生動

向基本調査 

全国調査、R3 全国調査 令和３年度実施（国立社会保障・人口問題研究

所） 

○調査対象（数） 

①夫婦調査：年齢 50 歳未満の有配偶女性

9,401 人 

②独身者調査：18 歳以上 50 歳未満の独身男

女 14,011 人 

○調査方法 

配票自計、密封回収方式 

○回収結果（回収率） 

①夫婦調査：6,834 人（72.7％） 

②独身者調査：7,826 人（55.9％） 

 

なお、調査の年度等の記載の無い図表は今回の調査結果である。 
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⑤全国調査や前回調査結果との比較をする図表については、対象を同一にして比較する必要があるため、

原則、今回調査の対象を絞って集計している。 

⑥今回調査と平成 30 年の調査方法は郵送法であり、訪問留置調査を実施した平成 25 年の県調査及び令

和３年の全国調査結果とは方法が異なるため、結果の単純比較はできないが、本調査目的を達成する

ための参考データとして、比較結果を有効活用する。 

⑦平成25年の夫婦調査は妻のみを回答の対象としているが、前回調査から夫も回答の対象としている。 

⑧独身者調査では、結婚経験のない者を「未婚者」として表記している。 
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第２章 夫婦調査の結果 

１ 回答者の属性 

（１）お住いの市町村 

問 25 あなたのお住まいの地域を記入してください。（市町村名） 

お住いの市町村をみると、夫、妻ともに「北和」が最も多く、夫で 53.7％、妻で 56.8％である。次い

で、「中和・南和」が夫、妻ともに 34.6％となっている。 

 

図表 お住いの市町村 

 

 

※新規質問項目 

 

（２）夫婦の年齢等 

問 26 あなた方ご夫婦のうち、①回答される方に○をつけていただき、ご夫婦双方の②出生年月、③

結婚生活を始めた年月および④初再婚の別について、下線に数字を記入、またはあてはまる番

号に○をつけてください。 

①回答者 

回答者の性別みると、「夫」が 24.5％、「妻」が 72.5％となっている。 

前回調査に比べて、夫が 7.4 ポイント上昇し、妻が 7.1 ポイント低下している。 

 

図表 回答者 

 

 

 

 

 

53.7%

56.8%

8.5%

6.0%

1.5%

0.5%

34.6%

34.6%

1.8%

2.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

夫(N=272)

妻(N=803)

北和 西和 宇陀 中和・南和 無回答

24.5%

72.5%

3.0%

17.1%

79.6%

3.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

夫

妻

無回答
R5県調査(N=1,108)

H30県調査(N=1,304)
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②夫婦の年齢 

夫婦の年齢をみると、夫の年齢は、「45～49 歳」が 21.5％で最も多く、次いで、「40～44 歳」が 18.4％、

「35～39 歳」が 17.9％となっている。前回調査に比べて、「40～44 歳」が 3.2 ポイント低下している。 

妻の年齢は、「45～49 歳」が 22.2％で最も多く、次いで、「35～39 歳」が 21.4％、「40～44 歳」が 20.8％

となっている。前回調査に比べて、「40～44 歳」が 4.7 ポイント、「45～49 歳」が 3.1 ポイント低下して

いるが、「無回答」が 6.9 ポイント上昇している点に留意が必要である。 

 

図表 夫の年齢 

 

 

 

 

図表 妻の年齢 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

0.1%

0.4%

0.2%

0.8%

4.7%

3.2%

4.6%

10.7%

10.6%

12.6%

17.9%

17.5%

22.0%

18.4%

21.6%

23.7%

21.5%

21.6%

18.1%

6.8%

6.8%

10.1%

19.7%

18.5%

8.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

R5県調査(N=1,108)

H30県調査(N=1,304)

H25県調査(N=1,884)

18～19歳 20～24歳 25～29歳 30～34歳 35～39歳 40～44歳 45～49歳 50歳以上 無回答

0.2%

0.7%

0.4%

1.3%

6.6%

5.1%

7.1%

15.0%

15.9%

16.8%

21.4%

22.1%

25.2%

20.8%

25.5%

24.5%

22.2%

25.3%

18.6%

1.4%

0.8%

11.9%

5.0%

6.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

R5県調査(N=1,108)

H30県調査(N=1,304)

H25県調査(N=1,884)

18～19歳 20～24歳 25～29歳 30～34歳 35～39歳 40～44歳 45～49歳 50歳以上 無回答
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③婚姻期間 

婚姻期間をみると、「10 年～15 年未満」が 25.2％で最も多く、次いで、「5 年～10 年未満」が 21.6％で

続いており、15 年未満が全体の 65.8％を占める。 

前回調査に比べて、「10 年～15 年未満」が 4.6 ポイント上昇し、「20 年以上」が 5.6 ポイント、「5 年～

10 年未満」が 4.5 ポイント低下している。15 年未満の割合は、2.5 ポイント上昇している。 

 

図表 婚姻期間 

 

 

 

 

  

19.0%

21.6%

25.2%

17.6%

10.6%

6.0%

16.6%

26.1%

20.6%

18.3%

16.2%

2.3%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0%

5年未満

5年～10年未満

10年～15年未満

15年～20年未満

20年以上

無回答

R5県調査(N=1,108)

H30県調査(N=1,304)
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④婚姻歴 

婚姻歴をみると、「初婚」が夫で 78.1％、妻で 87.2％、「再婚」が夫で 6.5％、妻で 3.7％である。 

過去の調査と比べると、夫の「初婚」率は前々回から低下傾向であるが、「無回答」が上昇している点に

留意が必要である。「再婚」は前回調査から 1.8 ポイントとわずかに上昇している。 

妻に関しても、「初婚」が前回調査から 3.6 ポイント低下しているが、「無回答」が 3.6 ポイント上昇し

ている点に留意が必要である。「再婚」は前回調査に比べて大きな変化はみられない。 

 

図表 婚姻歴（夫） 

 

 

 

図表 婚姻歴（妻） 

 

 

 

 

 

 

 

  

78.1%

81.2%

85.6%

6.5%

4.7%

6.9%

15.4%

14.1%

7.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

R5県調査(N=1,108)

H30県調査(N=1,304)

H25県調査(N=1,884)

初婚 再婚 無回答

87.2%

90.8%

89.8%

3.7%

3.7%

4.7%

9.1%

5.5%

5.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

R5県調査(N=1,108)

H30県調査(N=1,304)

H25県調査(N=1,884)

初婚 再婚 無回答
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（３）家族構成・子ども 

①家族構成 

問 27 あなたが現在一緒に住んでいる人すべてについて、あてはまる番号すべてに○をつけ、（  ）

内に人数を記入してください。 

家族構成をみると、「夫婦と子ども」が 70.8％で最も多く、次いで、「夫婦のみ」が 12.3％となってい

る。 

前回調査に比べて、「その他・無回答」が 5.3 ポイント低下していることもあるが、「夫婦のみ」が 2.3

ポイント、「夫婦と子ども」が 3.3 ポイント上昇している。 

 

図表 家族構成 

 

 

 

②子どもの人数 

問 28 あなた方ご夫婦のお子さん（成人を含む）は現在何人ですか。下記に人数をご記入ください。 

子どもの人数をみると、「２人」が 42.6％で最も多く、次いで、「１人」が 26.2％、「３人」が 14.5％と

なっている。子どもがいる割合は、86.5％である。 

結婚 15 年以上の子どもの人数をみると、「２人」が 56.3％で最も多く、次いで、「３人」が 20.1％、「１

人」が 11.4％となっている。子どもがいる割合は、94.4％である。 

前回調査に比べて、「いない」の割合が 5.6 ポイント低下し、「２人」が 5.2 ポイント上昇している。 

 

図表 子どもの人数 

 

 

  

12.3%

10.0%

6.5%

70.8%

67.5%

66.9%

7.8%

7.6%

8.6%

3.0%

3.4%

4.2%

6.2%

11.5%

13.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

R5県調査(N=1,108)

H30県調査(N=1,304)

H25県調査(N=1,884)

夫婦のみ 夫婦と子ども
夫婦と子どもと

夫の親

夫婦と子どもと

妻の親
その他・無回答

9.5%

11.0%

26.2%

24.3%

42.6%

44.9%

14.5%

15.5%

3.2%

3.6%

4.0%

0.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

R5県調査(N=1,108)

H30県調査(N=1,304)

いない １人 ２人 ３人 ４人以上 無回答
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図表 子どもの人数（結婚 15 年以上、初婚同士） 

 

 

 

 

問 28-1 あなた方ご夫婦のお子さんの誕生の時期を記入してください。里帰り出産をした場合は（県

内外は問いません）中央欄に○をつけ、里帰り期間（産後）についてあてはまるものに○を

つけてください。（第５子までの記入で結構です） 

③子どもの年齢 

子どもの年齢をみると、第一子、第二子では「13 歳以上」、第三子では「４～６歳」が最も多い。第四

子では「７～９歳」が 22.2％、第五子では「２～３歳」「４～６歳」「７～９歳」がいずれも 28.6％で最も

多くなっている（第五子はサンプル数が少ない点に留意が必要である）。 

第一子が 12 歳以下の夫婦の割合は 60.0％、６歳以下の夫婦の割合は 30.6％となっている。 

 

図表 子どもの年齢 

 

 

 

 

  

3.5%

9.1%

1.7%

6.1%

11.4%

15.1%

17.6%

15.3%

56.3%

51.1%

48.3%

54.1%

20.1%

19.9%

27.2%

20.6%

6.6%

4.8%

5.2%

3.9%

2.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

R5県調査(N=229)

H30県調査(N=186)

H25県調査(N=290)

R3全国調査(N=1,627)

いない １人 ２人 ３人 ４人以上 無回答

7.5%

8.1%

10.2%

11.1%

14.3%

8.2%

9.0%

13.2%

13.9%

28.6%

14.9%

17.0%

22.3%

19.4%

28.6%

15.0%

18.2%

16.2%

22.2%

28.6%

14.4%

17.0%

16.8%

16.7%

34.8%

25.1%

15.2%

5.6%

5.1%

5.5%

6.1%

11.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

第一子(N=959)

第二子(N=669)

第三子(N=197)

第四子(N=36)

第五子(N=7)

０～１歳 ２～３歳 ４～６歳 ７～９歳 10～12歳 13歳以上 無回答
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④里帰り出産の有無 

里帰り出産の有無をみると、第一子では 60.6％、第二子では 45.7％となっている。第四子までは子ど

もの数が増えるにつれて里帰り出産の割合は低下している（第五子はサンプル数が少ない点に留意が必要

である）。 

 

図表 里帰り出産の有無 

 

 

 

 

⑤里帰り期間 

産後の里帰り期間をみると、第一子では「１～２ヶ月」が最も多く、第二子以降は「１ヶ月未満」が最

も多くなっている。子どもの数が増えるにつれて、里帰り期間は短くなる傾向にある。 

 

図表 里帰り期間 

 

 

 

60.6%

45.7%

26.4%

19.4%

57.1%

22.7%

31.7%

43.7%

50.0%

28.6%

16.7%

22.6%

29.9%

30.6%

14.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

第一子(N=959)

第二子(N=669)

第三子(N=197)

第四子(N=36)

第五子(N=7)

した しない 無回答

31.2%

49.7%

61.5%

71.4%

100.0%

44.9%

33.7%

25.0%

14.3%

23.4%

16.3%

13.5%

14.3%

0.5%

0.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

第一子(N=581)

第二子(N=306)

第三子(N=52)

第四子(N=7)

第五子(N=4)

１ヶ月未満 １～２ヶ月 ２ヶ月超 無回答
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２ 就労状況 

（１）現在までの各時期の夫婦の就労状況 

問 29 あなた方ご夫婦のいろいろな時期のお仕事についておたずねします。下のａ～ｈの各時期に

おけるご夫婦双方の①おつとめの状況、②職種、③おつとめ先の従業員数、④片道の通勤時

間について回答欄のあてはまる番号に１つずつ○をつけてください。 

①就労状況 

就労状況をみると、現在就労している妻の割合は 75.1％、無職（学生含む）の妻の割合は 19.3％とな

っている。就労している妻のうち、「正規職員」の割合が 34.2％で最も多く、次いで、「パート・アルバイ

ト」が 28.9％となっている。「パート・アルバイト」と「派遣・嘱託・契約社員」を合わせた非正規雇用

の割合は 33.5％である。 

前回調査に比べて、無職（学生含む）の割合が 11 ポイント低下し、「正規職員」が 10.6 ポイント上昇

している。 

現在就労している夫の割合は 91.9％で、「正規職員」が 78.7％で最も多く、次いで、「自営業主」が 10.3％

となっている。「パート・アルバイト」と「派遣・嘱託・契約社員」を合わせた非正規雇用の割合は 2.3％

である。 

前回調査と比べて大きな変化はみられない。 

 

図表 現在の就労状況（妻） 

 

 

 

図表 現在の就労状況（夫） 

 

 

  

34.2%

23.6%

13.7%

28.9%

32.8%

26.1%

4.6%

3.4%

2.7%

5.1%

1.8%

2.0%

2.3%

3.4%

5.7%

19.0%

30.2%

41.5%

0.3%

0.1%

0.4%

5.5%

4.8%

7.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

R5県調査(N=1,108)

H30県調査(N=1,304)

H25県調査(N=1,884)

正規職員
ﾊﾟｰﾄ・

ｱﾙﾊﾞｲﾄ

派遣・

嘱託・

契約社員

自営業主
家族

従業者

・内職

無職・

家事
学生 無回答

78.7%

78.2%

73.0%

0.8%

1.1%

0.8%

1.5%

2.1%

1.8%

10.3%

8.7%

11.4%

0.6%

1.0%

1.0%

0.9%

0.5%

1.0%

0.2%

0.1%

0.2%

6.9%

8.4%

10.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

R5県調査(N=1,108)

H30県調査(N=1,304)

H25県調査(N=1,884)

正規職員
ﾊﾟｰﾄ・

ｱﾙﾊﾞｲﾄ

派遣・

嘱託・

契約社員

自営業主
家族

従業者

・内職

無職・

家事
学生 無回答
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【時期別】 

時期別の就労状況をみると、妻の場合、「正規職員」は最後に学校を卒業した直後が 71.7％で最も高く、

現在に近づくにつれて割合が低くなっている。結婚直後で「無職・家事」、現在で「パート・アルバイト」

の割合が大きく上昇している。 

夫の場合、「正規職員」は、最後に学校を卒業した直後では 75.5％だが、その後はいずれも８割程とな

っている。 

 

図表 時期別・就労状況（妻） 

 

 

 

図表 時期別・就労状況（夫） 

 

 

 

 

 

  

(N=1,108)

71.7%

63.4%

47.0%

34.2%

13.4%

14.3%

14.9%

28.9%

5.7%

8.3%

6.0%

4.6%

0.2%

1.3%

2.1%

5.1%

0.5%

0.8%

1.6%

2.3%

1.4%

4.4%

20.8%

19.0%

1.4%

0.8%

0.8%

0.3%

5.9%

6.8%

6.8%

5.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

e.最後に学校を

卒業した直後

f.現在の結婚を

決めたとき

g.結婚直後

h.現在

正規職員
ﾊﾟｰﾄ・

ｱﾙﾊﾞｲﾄ

派遣・

嘱託・

契約社員

自営業主
家族

従業者

・内職

無職・

家事
学生 無回答

(N=1,108)

75.5%

81.0%

81.4%

78.7%

9.6%

1.6%

0.6%

0.8%

4.5%

3.1%

2.9%

1.5%

1.4%

4.6%

5.2%

10.3%

0.9%

1.0%

1.2%

0.6%

1.4%

0.5%

0.6%

0.9%

0.6%

0.5%

0.2%

0.2%

6.0%

7.7%

7.9%

6.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

a.最後に学校を

卒業した直後

b現在の結婚を

決めたとき

c.結婚直後

d.現在

正規職員
ﾊﾟｰﾄ・

ｱﾙﾊﾞｲﾄ

派遣・

嘱託・

契約社員

自営業主
家族

従業者

・内職

無職・

家事
学生 無回答



16 

 

【末子年齢別】 

末子の年齢別に子どものいる妻の就労状況をみると、「無職・家事」の割合は末子の年齢が上がるにつ

れて低くなっていき、就労している割合が高くなるが、就労形態は「パート・アルバイト」の割合が最も

多い。就労している妻のうち、「正規職員」の割合は末子の年齢が０～１歳の母親で 50.3％と最も多い。 

 

図表 末子年齢別・就労状況（妻） 

 

 

 

  

(N=406)

　6歳未満(N=406)

0～1歳(N=149)

2～3歳(N=134)

4～5歳(N=123)

　6～9歳(N=200)

　10～12歳(N=131)

　13歳以上(N=173)

41.1%

50.3%

37.3%

34.1%

22.5%

31.3%

26.6%

20.2%

11.4%

22.4%

28.5%

42.0%

35.9%

37.0%

3.7%

2.7%

3.0%

5.7%

3.0%

5.3%

7.5%

3.7%

3.4%

2.2%

5.7%

5.0%

3.8%

6.9%

2.5%

0.7%

3.0%

4.1%

2.0%

3.8%

2.3%

23.6%

24.8%

26.9%

18.7%

22.0%

15.3%

15.0%

0.5%

0.7%

0.8%

4.7%

6.7%

4.5%

2.4%

3.5%

4.6%

4.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

正規職員
ﾊﾟｰﾄ・

ｱﾙﾊﾞｲﾄ

派遣・

嘱託・

契約社員

自営業主
家族

従業者

・内職

無職・

家事
学生 無回答
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②職種 

現在の職種をみると、妻では「専門職」が 36.3％で最も多く、次いで、「事務職」が 27.0％、「販売・サ

ービス職」が 22.4％となっている。前回調査に比べて、大きな変化はみられない。 

夫では「専門職」が 36.4％で最も多く、次いで、「販売・サービス職」が 18.9％、「管理職」が 12.8％

となっている。前回調査に比べて、大きな変化はみられない。 

 

図表 現在の職種（妻） 

 

 

 

図表 現在の職種（夫） 

 

 

 

 

 

  

0.7%

0.8%

0.5%

2.4%

1.5%

2.1%

36.3%

35.2%

29.1%

2.3%

1.7%

0.9%

27.0%

27.0%

21.3%

22.4%

22.8%

28.4%

4.0%

5.8%

7.2%

4.9%

5.2%

10.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

R5県調査(N=833)

H30県調査(N=847)

H25県調査(N=948)

主として

農林漁業

農林漁業

以外の

自営業

専門職 管理職 事務職
販売・

サービス

職

工場

などの

現場労働

無回答

1.8%

1.1%

0.7%

4.0%

3.4%

5.4%

36.4%

34.5%

31.9%

12.8%

12.3%

9.7%

12.5%

11.8%

11.9%

18.9%

21.0%

21.3%

10.0%

11.1%

11.2%

3.6%

4.9%

8.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

R5県調査(N=1,019)

H30県調査(N=1,187)

H25県調査(N=1,659)

主として

農林漁業

農林漁業

以外の

自営業

専門職 管理職 事務職
販売・

サービス

職

工場

などの

現場労働

無回答
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【時期別】 

時期別に職種をみると、妻では、最後に学校を卒業した直後から現在までの間にかけて、大きな変化は

みられない。 

夫では、「販売・サービス職」の割合が、最後に学校を卒業した直後から現在までの間に 10.4 ポイント

低下しており、「管理職」の割合が 10.3 ポイント上昇している。 

 

図表 時期別・職種（妻） 

 

 

 

図表 時期別・職種（夫） 

 

 

 

 

  

0.2%

0.1%

0.3%

0.7%

0.3%

0.8%

1.8%

2.4%

35.5%

35.2%

35.9%

36.3%

0.3%

1.2%

1.3%

2.3%

27.4%

31.4%

30.4%

27.0%

28.7%

23.9%

23.6%

22.4%

2.4%

2.5%

3.0%

4.0%

5.1%

4.9%

3.9%

4.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

e.最後に学校を卒業

した直後(N=1,013)

b.現在の結婚を決め

たとき(N=975)

g.結婚直後(N=794)

h.現在(N=833)

主として

農林漁業

農林漁業

以外の

自営業

専門職 管理職 事務職
販売・

サービス

職

工場

などの

現場労働

無回答

0.6%

1.3%

0.9%

1.8%

1.4%

2.5%

3.0%

4.0%

37.6%

38.9%

39.0%

36.4%

2.5%

4.5%

5.4%

12.8%

12.0%

13.5%

13.6%

12.5%

29.3%

24.0%

23.2%

18.9%

12.9%

11.5%

11.4%

10.0%

3.8%

3.9%

3.5%

3.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

a.最後に学校を卒業

した直後(N=1,018)

b.現在の結婚を決め

たとき(N=1,011)

c.結婚直後

(N=1,012)

d.現在(N=1,019)

主として

農林漁業

農林漁業

以外の

自営業

専門職 管理職 事務職
販売・

サービス

職

工場

などの

現場労働

無回答
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③勤め先の従業員数 

勤め先の従業員数をみると、妻では「１～99 人」が 45.9％で最も多く、次いで、「300 人以上」が 31.1％

となっている。前回調査に比べて、大きな変化はみられない。 

夫では、「１～99 人」が 36.6％で最も多く、次いで、「300 人以上」が 36.1％となっている。夫につい

ても、前回調査と比べて大きな変化はみられない。 

 

図表 現在の勤め先の従業員数（妻） 

 

 

 

図表 現在の勤め先の従業員数（夫） 

 

 

 

 

  

45.9%

46.9%

54.1%

12.4%

12.5%

11.2%

31.1%

30.1%

21.6%

7.0%

7.6%

5.7%

3.7%

3.0%

7.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

R5県調査(N=833)

H30県調査(N=847)

H25県調査(N=948)

１～99人 100～299人 300人以上 官公庁 無回答

36.6%

35.6%

38.8%

14.4%

13.3%

14.2%

36.1%

39.2%

32.8%

10.1%

9.0%

8.0%

2.7%

2.9%

6.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

R5県調査(N=1,019)

H30県調査(N=1,187)

H25県調査(N=1,659)

１～99人 100～299人 300人以上 官公庁 無回答
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【時期別】 

時期別に勤め先の従業員数をみると、妻では、最後に学校を卒業した直後から結婚直後までは「１～99

人」の割合は４割弱で推移しているが、現在では 45.9％と５ポイント以上上昇している。 

夫では、最後に学校を卒業した直後から現在にかけて、「１～99 人」の割合が 4.7 ポイント上昇し、「300

人以上」の割合が 5.7 ポイント低下している。 

 

図表 時期別・勤め先の従業員数（妻） 

 

 

 

図表 時期別・勤め先の従業員数（夫） 

 

 

 

 

 

  

38.5%

37.2%

38.7%

45.9%

15.6%

15.6%

14.1%

12.4%

37.0%

37.0%

36.8%

31.1%

5.1%

6.6%

7.6%

7.0%

3.8%

3.6%

2.9%

3.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

e.最後に学校を卒業

した直後(N=1,013)

f.現在の結婚を決め

たとき(N=975)

g.結婚直後(N=794)

h.現在(N=833)

１～99人 100～299人 300人以上 官公庁 無回答

31.9%

34.3%

33.1%

36.6%

14.5%

14.8%

15.6%

14.4%

41.8%

38.7%

39.0%

36.1%

7.2%

8.9%

9.1%

10.1%

4.5%

3.3%

3.2%

2.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

a.最後に学校を卒業

した直後(N=1,018)

b.現在の結婚を決め

たとき(N=1,011)

c.結婚直後

(N=1,012)

d.現在(N=1,019)

１～99人 100～299人 300人以上 官公庁 無回答
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④通勤時間 

通勤時間（片道）をみると、妻では「30 分以内」が 65.4％で最も多く、次いで、「１時間以内」が 21.4％

となっている。前回調査に比べて、「30 分以内」の割合が 3.3 ポイント上昇している。 

夫でも「30 分以内」が 37.3％で最も多いが、妻に比べると割合は非常に低く、次いで、「１時間以内」

が 31.9％、「１時間半以内」が 21.2％みられ、通勤時間は妻より長い。前回調査に比べて、大きな変化は

みられない。 

 

図表 現在の通勤時間（妻） 

 

 

 

図表 現在の通勤時間（夫） 

 

 

 

 

  

65.4%

62.1%

68.5%

21.4%

21.4%

15.6%

8.0%

6.1%

4.3%

1.4%

2.1%

0.7%

3.7%

8.3%

10.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

R5県調査(N=833)

H30県調査(N=847)

H25県調査(N=948)

30分以内 １時間以内 １時間半以内 １時間半超 無回答

37.3%

36.9%

38.0%

31.9%

31.4%

28.9%

21.2%

18.8%

17.2%

6.1%

7.5%

6.4%

3.5%

5.4%

9.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

R5県調査(N=1,019)

H30県調査(N=1,187)

H25県調査(N=1,659)

30分以内 １時間以内 １時間半以内 １時間半超 無回答
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【時期別】 

時期別に通勤時間（片道）をみると、妻では、最後に学校を卒業した直後から結婚直後までは「30 分以

内」の割合は４割台で推移しているが、現在では 65.4％と大きく上昇しており、通勤時間は短くなってい

る。 

夫では、最後に学校を卒業した直後から結婚直後までは「１時間半以内」の割合は１割台半ばで推移し

ているが、現在は 21.2％と上昇しており、妻とは逆に通勤時間は長くなっている。 

 

図表 時期別・通勤時間（妻） 

 

 

 

図表 時期別・通勤時間（夫） 

 

 

 

 

 

  

42.9%

45.2%

46.6%

65.4%

34.5%

33.2%

33.2%

21.4%

13.5%

13.9%

13.1%

8.0%

4.2%

3.3%

3.1%

1.4%

4.8%

4.3%

3.9%

3.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

e.最後に学校を卒業

した直後(N=1,013)

f.現在の結婚を決め

たとき(N=975)

g.結婚直後(N=794)

h.現在(N=833)

30分以内 １時間以内 １時間半以内 １時間半超 無回答

41.9%

41.5%

39.1%

37.3%

35.6%

35.3%

36.5%

31.9%

13.8%

15.7%

17.3%

21.2%

3.5%

4.0%

3.5%

6.1%

5.2%

3.5%

3.7%

3.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

a.最後に学校を卒業

した直後(N=1,018)

b.現在の結婚を決め

たとき(N=1,011)

c.結婚直後

(N=1,012)

d.現在(N=1,019)

30分以内 １時間以内 １時間半以内 １時間半超 無回答
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（２）妻の妊娠・出産後の就労状況 

お子さんをお持ちの方にうかがいます。 

問 29-1 あなた方ご夫婦がお子さんをお持ちになったときの妻（妻は自分の状況、夫は妻の状況を回

答）のお仕事についておたずねします。下の a～f の各時期における①おつとめの状況、②

職種、③おつとめ先の従業員数、④片道の通勤時間について、あてはまる番号に１つずつ○

をつけてください。 

①妻の妊娠・出産後の就労状況 

妻の妊娠・出産後の就労状況をみると、第１子妊娠時に就労している妻の割合は 77.2％で、そのうち

「正規職員」の割合が 48.1％、「パート・アルバイト」等の非正規職員の割合が 24.8％となっている。第

１子が１歳になった時には、就労している妻の割合は 45.1％まで低下し、「無職・家事」が 19.4％から

46.6％に上昇している。 

第１子出産前後の継続就業率は前回調査に比べて、52.8％から 58.4％に上昇している。 

 

図表 妻の妊娠・出産後の就労状況 

 

 

 

 

 

  

無職

48.1%

31.4%

31.5%

28.1%

28.4%

26.4%

17.7%

7.5%

13.2%

9.7%

15.2%

13.7%

7.1%

1.8%

2.2%

1.6%

2.0%

2.0%

2.3%

2.3%

2.7%

2.5%

5.1%

5.6%

2.0%

2.1%

2.5%

2.8%

2.0%

2.0%

19.4%

46.6%

44.2%

48.0%

41.6%

43.7%

0.5%

0.2%

0.5%

2.9%

8.1%

3.6%

7.2%

5.6%

6.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

a.第１子の妊娠が

わかったとき

(N=959)

b.第１子が１歳に

なったとき(N=959)

c.第２子の妊娠が

わかったとき

(N=669)

d.第２子が１歳に

なったとき(N=669)

e.第３子の妊娠が

わかったとき

(N=197)

f.第３子が１歳に

なったとき(N=197)

正規職員
ﾊﾟｰﾄ・

ｱﾙﾊﾞｲﾄ

派遣・

嘱託・

契約社員

自営業主
家族

従業者

・内職

無職・

家事
学生 無回答

有職77.2% 無職19.9%

有職45.1% 無職46.8%
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図表 第一子出産前後の妻の就労状況 

 

 

 

 

図表 妻の妊娠・出産後の就労状況（H30 県調査） 

 

 
 

 

  

R5県調査
(N=959)

H30県調査
(N=1,151)

H25県調査
(N=1,490)

77.2%

45.1%

72.1%

38.1%

59.8%

23.7%

19.9%

46.8%

26.2%

55.4%

36.6%

66.8%

2.9%

8.1%

1.8%

6.5%

3.7%

9.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

a.第１子の妊娠がわかったとき

b.第１子が１歳になったとき

a.第１子の妊娠がわかったとき

b.第１子が１歳になったとき

a.第１子の妊娠がわかったとき

b.第１子が１歳になったとき

有職 無職 無回答

継続就業率

45.1%/77.2%=58.4%

継続就業率

38.1%/72.1%=52.8%

継続就業率

23.7%/59.8%=39.6%

時
期

母
数

正
規
職
員

パ
ー

ト
・

ア
ル
バ
イ
ト

派
遣
・

嘱
託
・

契
約
社
員

自
営
業
主

家
族
従
業
者
・

内
職

無
職
・
家
事

学
生

無
回
答

a.第１子の妊娠がわかったとき 1,151 43.8% 19.4% 6.1% 0.9% 1.9% 25.4% 0.8% 1.8% 

b.第１子が１歳になったとき 1,151 25.7% 7.3% 1.8% 0.6% 2.7% 55.2% 0.2% 6.5% 

c.第２子の妊娠がわかったとき 834 24.1% 11.9% 1.9% 0.8% 3.2% 54.9% 0.1% 3.0% 

d.第２子が１歳になったとき 834 21.0% 9.5% 1.7% 0.8% 3.8% 56.6% 0.1% 6.5% 

e.第３子の妊娠がわかったとき 249 21.7% 15.7% 1.6% 0.4% 4.8% 50.2% 0.0% 5.6% 

f.第３子が１歳になったとき 249 19.7% 12.9% 1.6% 0.8% 5.6% 52.2% 0.0% 7.2% 
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②妻の妊娠・出産後の職種 

妻の妊娠・出産後の職種をみると、第１子において、「専門職」の割合が、妊娠がわかったときより１歳

になったときの方が上昇しており、「事務職」「販売・サービス職」が低下している。第２子、第３子にお

いては、妊娠がわかったときと１歳になったときで、大きな変化はみられない。 

 

図表 妻の妊娠・出産後の職種 

 

 

 

図表 妻の妊娠・出産後の職種（H30 県調査） 

 

 
 

 

  

0.4%

1.2%

1.1%

1.0%

1.4%

2.3%

1.7%

2.0%

3.8%

4.1%

36.8%

39.4%

40.7%

40.0%

40.4%

39.8%

1.6%

2.5%

2.0%

2.3%

5.8%

7.1%

30.3%

27.3%

28.1%

27.7%

19.2%

18.4%

24.3%

21.5%

22.1%

22.3%

26.0%

25.5%

3.6%

3.5%

2.3%

2.0%

1.9%

2.0%

1.6%

2.3%

2.0%

2.7%

2.9%

3.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

a.第１子の妊娠が

わかったとき(N=740)

b.第１子が１歳に

なったとき(N=432)

c.第２子の妊娠が

わかったとき(N=349)

d.第２子が１歳に

なったとき(N=300)

e.第３子の妊娠が

わかったとき(N=104)

f.第３子が１歳に

なったとき(N=98)

主として

農林漁業

農林漁業

以外の

自営業

専門職 管理職 事務職
販売・

サービス

職

工場

などの

現場労働

無回答

時
期

母
数

主
と
し
て

農
林
漁
業

農
林
漁
業
以
外

の
自
営
業

専
門
職

管
理
職

事
務
職

販
売
・

サ
ー

ビ
ス
職

工
場
な
ど
の

現
場
労
働

無
回
答

a.第１子の妊娠がわかったとき 829 0.6% 1.1% 35.3% 1.7% 30.5% 25.3% 2.1% 3.4% 

b.第１子が１歳になったとき 439 0.5% 1.6% 42.6% 3.0% 30.8% 14.8% 2.1% 4.8% 

c.第２子の妊娠がわかったとき 350 0.9% 1.4% 44.0% 2.3% 26.3% 16.0% 2.9% 6.3% 

d.第２子が１歳になったとき 307 1.0% 1.3% 44.0% 2.6% 25.1% 15.0% 3.6% 7.5% 

e.第３子の妊娠がわかったとき 110 0.0% 0.9% 43.6% 2.7% 21.8% 19.1% 3.6% 8.2% 

f.第３子が１歳になったとき 101 0.0% 1.0% 46.5% 2.0% 22.8% 14.9% 5.9% 6.9% 
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③妻の妊娠・出産後の勤め先の従業員数 

妻の妊娠・出産後の勤め先の従業員数をみると、第１子において、「１～99 人」の割合が、妊娠がわか

ったときより１歳になったときの方が 4.3 ポイント低下しており、「300 人以上」の割合が 3.4 ポイント

上昇している。第２子、第３子においては、妊娠がわかったときと１歳になったときで、大きな変化はみ

られない。 

 

図表 妻の妊娠・出産後の勤め先の従業員数 

 

 

 

図表 妻の妊娠・出産後の勤め先の従業員数（H30 県調査） 

 

 

 

  

40.9%

36.6%

38.4%

40.7%

45.2%

43.9%

14.1%

13.2%

14.6%

13.7%

14.4%

15.3%

33.6%

37.0%

34.1%

34.7%

26.0%

27.6%

7.3%

9.5%

10.0%

10.0%

9.6%

10.2%

4.1%

3.7%

2.9%

1.0%

4.8%

3.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

a.第１子の妊娠が

わかったとき

(N=740)

b.第１子が１歳に

なったとき(N=432)

c.第２子の妊娠が

わかったとき

(N=349)

d.第２子が１歳に

なったとき(N=300)

e.第３子の妊娠が

わかったとき

(N=104)

f.第３子が１歳に

なったとき(N=98)

１～99人 100～299人 300人以上 官公庁 無回答

時
期

母
数

１
～

９
９
人

１
０
０
～

２
９
９
人

３
０
０
人

以
上

官
公
庁

無
回
答

a.第１子の妊娠がわかったとき 829 39.2% 14.2% 35.8% 7.0% 3.7% 

b.第１子が１歳になったとき 439 35.1% 13.4% 36.4% 9.6% 5.5% 

c.第２子の妊娠がわかったとき 350 40.0% 14.0% 32.0% 9.7% 4.3% 

d.第２子が１歳になったとき 307 40.4% 14.0% 29.0% 9.4% 7.2% 

e.第３子の妊娠がわかったとき 110 41.8% 14.5% 28.2% 10.0% 5.5% 

f.第３子が１歳になったとき 101 45.5% 11.9% 28.7% 8.9% 5.0% 
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④妻の妊娠・出産後の通勤時間 

妻の妊娠・出産後の通勤時間をみると、第３子において、「30 分以内」の割合が、妊娠がわかったとき

より１歳になったときの方が 5.5 ポイント上昇している。第１子、第２子においては、妊娠がわかったと

きと１歳になったときで、大きな変化はみられない。 

 

図表 妻の妊娠・出産後の通勤時間 

 

 

 

図表 妻の妊娠・出産後の通勤時間（H30 県調査） 

 

 

 

 

  

48.5%

48.6%

53.3%

54.7%

56.7%

62.2%

30.5%

29.9%

27.2%

25.7%

24.0%

24.5%

11.2%

13.7%

12.3%

13.7%

11.5%

8.2%

2.7%

2.1%

2.3%

2.3%

7.0%

5.8%

4.9%

3.7%

7.7%

5.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

a.第１子の妊娠が

わかったとき(N=740)

b.第１子が１歳に

なったとき(N=432)

c.第２子の妊娠が

わかったとき(N=349)

d.第２子が１歳に

なったとき(N=300)

e.第３子の妊娠が

わかったとき(N=104)

f.第３子が１歳に

なったとき(N=98)

30分以内 １時間以内 １時間半以内 １時間半超 無回答

時
期

母
数

３
０
分
以
内

１
時
間
以
内

１
時
間
半

以
内

１
時
間
半
超

無
回
答

a.第１子の妊娠がわかったとき 829 47.5% 30.6% 11.2% 4.1% 6.5% 

b.第１子が１歳になったとき 439 45.6% 29.8% 11.6% 4.1% 8.9% 

c.第２子の妊娠がわかったとき 350 54.6% 24.0% 11.1% 2.9% 7.4% 

d.第２子が１歳になったとき 307 54.1% 23.1% 8.8% 3.3% 10.7% 

e.第３子の妊娠がわかったとき 110 69.1% 12.7% 6.4% 2.7% 9.1% 

f.第３子が１歳になったとき 101 73.3% 10.9% 6.9% 1.0% 7.9% 
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（３）現在の夫婦の就労状況 

現在夫婦どちらか、または両方がお仕事をお持ちの方にうかがいます（夫婦双方のことを回答ください）。それ以

外の方は問 31 へお進みください。 

問 30 あなた方ご夫婦の現在のお仕事について、次の①～④までの項目に、該当する数字を記入し、

あてはまる番号に○をつけてください。 

①１週間の平均的な労働時間 

１週間の平均的な労働時間をみると、妻では「40 時間未満」が 51.9％で最も多く、次いで、「40～50 時

間未満」が 30.7％となっている。過去の調査と比べると、「40 時間未満」の割合は減少傾向がみられ、前

回調査からは 6.0 ポイント低下している。一方、「40～50 時間未満」の割合は増加傾向で、前回調査から

は 5.6 ポイント上昇しており、労働時間は長くなっている。 

夫では、「40～50 時間未満」が 45.7％で最も多く、次いで、「50～60 時間未満」が 24.1％、「60 時間以

上」が 17.1％となっている。過去の調査と比べると、「40～50 時間未満」の割合は増加傾向で、前回調査

からは 9.3 ポイント上昇している。一方、前回調査に比べて、「50～60 時間未満」と「60 時間以上」の割

合は低下しており、労働時間は短くなっているといえる。 

（※ただし、H25 県調査は無回答が多い点に留意する必要がある。） 

 

図表 １週間の平均的な労働時間 

 

 
 

  

51.9%

57.9%

62.9%

5.2%

2.8%

10.5%

30.7%

25.1%

17.5%

45.7%

36.4%

24.3%

7.1%

6.6%

3.7%

24.1%

28.7%

17.3%

1.9%

2.4%

2.6%

17.1%

24.0%

16.8%

8.4%

8.0%

13.3%

7.9%

8.1%

31.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

妻・R5県調査

(N=833)

妻・H30県調査

(N=847)

妻・H25県調査

(N=948)

夫・R5県調査

(N=1,019)

夫・H30県調査

(N=1,187)

夫・H25県調査

(N=1,659)

40時間未満 40～50時間未満 50～60時間未満 60時間以上 無回答
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②年間の収入 

年間の収入をみると、妻では「300 万円未満」が 56.5％で最も多く、次いで、「400～600 万円未満」が

15.6％となっている。前回調査に比べて、「300 万円未満」の割合が 7.5 ポイント低下している。 

夫では、「600 万円以上」が 36.3％で最も多く、次いで、「400～600 万円未満」が 34.3％となっている。

前回調査に比べて、「300 万円未満」が 3.7 ポイント低下している。 

 

図表 年間の収入 

 

 

 

図表 年間の収入（H25 県調査） 

 

 

 

  

56.5%

64.0%

7.8%

11.5%

14.9%

12.5%

15.2%

18.0%

15.6%

12.4%

34.3%

35.5%

6.7%

4.7%

36.3%

31.5%

6.2%

6.4%

6.4%

3.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

妻・R5県調査

(N=833)

妻・H30県調査

(N=847)

夫・R5県調査

(N=1,019)

夫・H30県調査

(N=1,187)

300万円未満
300～400万円

未満

400～600万円

未満
600万円以上 無回答

78.0%

25.9%

9.3%

32.7%

2.1%

16.4%

10.7%

25.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

妻・H25県調査

(N=948)

夫・H25県調査

(N=1,659)

400万円未満 400～600万円未満 600万円以上 無回答
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③平均的な帰宅時刻 

平均的な帰宅時刻をみると、妻では「17 時以前」が 28.6％で最も多く、次いで、「18 時台」が 25.5％、

「17 時台」が 18.2％となっている。前回調査に比べて大きな変化はみられない。 

夫では、「19 時台」が 25.8％で最も多く、次いで、「20 時台」が 19.8％、「21 時以降」が 18.2％となっ

ている。前回調査に比べて、「21 時以降」が 14.7 ポイントと大きく低下しており、帰宅時刻は全体的に早

まっている。 

（※H25 県調査は無回答が多い点に留意する必要がある。） 

 

図表 平均的な帰宅時刻 

 

 

 

  

28.6%

31.2%

32.5%

5.6%

2.9%

11.7%

18.2%

17.1%

15.5%

5.1%

5.0%

3.2%

25.5%

24.9%

20.1%

17.4%

12.0%

10.8%

10.7%

11.9%

7.2%

25.8%

21.2%

13.0%

4.2%

5.3%

2.8%

19.8%

21.4%

12.0%

2.0%

2.1%

3.0%

18.2%

32.9%

19.3%

10.8%

7.4%

18.9%

8.1%

4.5%

30.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

妻・R5県調査(N=833)

妻・H30県調査(N=847)

妻・H25県調査(N=948)

夫・R5県調査(N=1,019)

夫・H30県調査(N=1,187)

夫・H25県調査(N=1,659)

17時以前 17時台 18時台 19時台 20時台 21時以降 無回答
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【末子年齢別】 

末子年齢別に平均的な帰宅時刻をみると、妻では、最も帰宅時刻が早いのは６～９歳の子どもを持つ母

親で、「17 時以前」の割合が 43.6％と最も高い。０～１歳の子どもを持つ母親では「18 時台」、２～３歳

の子どもを持つ母親では「17 時台」が最も多いが、その他の年齢の子どもを持つ母親では、いずれも「17

時以前」が最も多くなっている。13 歳以上の子どもを持つ母親では「18 時台」も 26.6％となっている。 

夫では、６～９歳、13 歳以上の子どもを持つ父親で、「21 時以降」の割合が２割半ばと高くなっている。 

 

図表 末子年齢別・平均的な帰宅時刻（妻） 

 

 
 

図表 末子年齢別・平均的な帰宅時刻（夫） 

 

 
 

　6歳未満(N=289)

0～1歳(N=102)

2～3歳(N=91)

4～5歳(N=96)

　6～9歳(N=149)

　10～12歳(N=105)

　13歳以上(N=139)

25.6%

13.7%

25.3%

38.5%

43.6%

40.0%

26.6%

21.1%

16.7%

29.7%

17.7%

19.5%

19.0%

16.5%

29.1%

34.3%

27.5%

25.0%

19.5%

18.1%

26.6%

7.3%

5.9%

5.5%

10.4%

9.4%

10.5%

13.7%

1.4%

3.9%

2.0%

4.8%

5.0%

1.4%

2.0%

1.1%

1.0%

0.7%

2.9%

0.7%

14.2%

23.5%

11.0%

7.3%

5.4%

4.8%

10.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

17時以前 17時台 18時台 19時台 20時台 21時以降 無回答

　6歳未満(N=384)

0～1歳(N=138)

2～3歳(N=128)

4～5歳(N=118)

　6～9歳(N=189)

　10～12歳(N=124)

　13歳以上(N=156)

4.2%

4.3%

3.1%

5.1%

6.9%

5.6%

8.3%

6.3%

4.3%

6.3%

8.5%

2.6%

7.3%

3.2%

21.1%

22.5%

21.9%

18.6%

16.4%

19.4%

10.3%

26.3%

25.4%

25.0%

28.8%

23.8%

24.2%

26.3%

21.9%

20.3%

25.0%

20.3%

19.6%

22.6%

17.9%

13.5%

16.7%

11.7%

11.9%

24.3%

14.5%

25.6%

6.8%

6.5%

7.0%

6.8%

6.3%

6.5%

8.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

17時以前 17時台 18時台 19時台 20時台 21時以降 無回答
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④通勤時間 

通勤時間（片道）をみると、妻では、「30～45 分未満」が 25.7％で最も多く、次いで、「15～30 分未満」

が 23.2％、「15 分未満」が 20.8％となっている。前回調査に比べて、大きな変化はみられない。 

夫では、「30～45 分未満」（23.7％）、「60～75 分未満」（21.8％）、「75 分以上」（20.3％）が２割強で多

くなっている。前回調査に比べて、大きな変化はみられない。 

 

図表 通勤時間 

 

 

 

  

20.8%

23.5%

23.5%

10.0%

10.3%

7.2%

23.2%

27.4%

26.1%

12.1%

12.5%

11.8%

25.7%

22.6%

18.6%

23.7%

24.3%

16.2%

4.6%

5.7%

2.7%

5.1%

6.2%

3.7%

11.6%

10.6%

6.5%

21.8%

23.7%

17.2%

5.6%

5.8%

3.3%

20.3%

20.0%

14.7%

8.5%

4.5%

19.3%

7.0%

3.0%

29.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

妻・R5県調査(N=833)

妻・H30県調査(N=847)

妻・H25県調査(N=948)

夫・R5県調査(N=1,019)

夫・H30県調査(N=1,187)

夫・H25県調査(N=1,659)

15分未満
15～30分

未満

30～45分

未満

45～60分

未満

60～75分

未満
75分以上 無回答
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（４）未就労の妻の今後の就労意向 

①未就労の妻の就労意向 

妻が現在お仕事をお持ちでないご夫婦についてうかがいます（妻は自分の状況、夫は妻の状況をわかる範囲で

回答）。 

問 31 あなた（あなたの妻）は、今後就労を希望されていますか。 

未就労の妻の今後の就労意向をみると、「希望している（１年より先で、就労したい）」と「希望してい

る（すぐにでも、もしくは１年以内くらいに就労したい）」の合計（＝希望している計）は 60.7％、「希望

していない」が 37.9％である。 

前回調査に比べて、「希望していない」が 9.5 ポイント上昇しており、希望している計は前々回調査か

ら低下傾向となっている。 

末子年齢別にみると、末子の年齢が０～１歳の母親では希望している計は 72.9％と高いが、末子の年齢

が 10～12 歳の母親では 45.0％、13 歳以上の母親では 46.2％となっており、末子年齢が高くなるほど希

望している計は概ね低くなる傾向である（ただし、サンプル数が少ない点に留意が必要である）。 

 

図表 未就労の妻の就労意向 

 

 

  

60.7% 

60.8% 

66.4% 

希望し
ている
計

27.1%

24.7%

24.1%

33.6%

36.1%

42.3%

37.9%

28.4%

29.0%

1.4%

10.7%

4.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

R5県調査(N=214)

H30県調査(N=457)

H25県調査(N=789)

希望している

（すぐにでも、

もしくは

１年以内くらい

に就労したい）

希望している

（１年より先で、

就労したい）

希望していない 無回答
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図表 末子年齢別・未就労の妻の就労意向 

 

 

  

　6歳未満(N=98) 70.4% 

0～1歳(N=37) 72.9% 

2～3歳(N=37) 67.5% 

4～5歳(N=24) 70.9% 

　6～9歳(N=44) 63.6% 

　10～12歳(N=20) 45.0% 

　13歳以上(N=26) 46.2% 

希望し
ている
計

26.5%

29.7%

21.6%

29.2%

34.1%

30.0%

15.4%

43.9%

43.2%

45.9%

41.7%

29.5%

15.0%

30.8%

26.5%

27.0%

29.7%

20.8%

36.4%

55.0%

53.8%

3.1%

2.7%

8.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

希望している

（すぐにでも、

もしくは

１年以内くらい

に就労したい）

希望している

（１年より先で、

就労したい）

希望していない 無回答
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②希望就労形態 

問 31-1～問 31-2 は問 31 で「１」または「２」と回答した方にうかがいます。「３」を回答された方は問 31-3 へお

進みください。妻は自分の考えを、夫は妻がどのように考えているかわかる範囲でお答えください。 

問 31-1 どのような雇用形態なら就労しようと思いますか。 

就労希望のある未就労の妻の希望就労形態をみると、「パート・アルバイト」が 91.5％で最も多く、次

いで、「正規職員」が 20.8％、「派遣・嘱託・契約社員」が 16.2％となっている。 

前回調査と比較すると、「派遣・嘱託・契約社員」が 6.5 ポイント低下している。 

 

図表 希望就労形態 

 

 
 

※H30 県調査、H25 県調査は無回答の掲載なし 

  

20.8%

91.5%

16.2%

3.1%

9.2%

1.5%

0.0%

19.8%

92.1%

22.7%

7.2%

12.9%

0.0%

18.1%

92.9%

17.7%

4.8%

10.7%

0.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

正規職員

パート・アルバイト

派遣・嘱託・契約社員

自営業主・家族従業者

内職

その他

無回答

R5県調査(N=130)

H30県調査(N=278)

H25県調査(N=524)
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③希望勤務地 

問 31-2 希望される勤務地はどちらですか。 

就労希望のある未就労の妻の希望勤務地をみると、「居住市町村（自宅外）」が 78.5％で最も多く、次い

で、「奈良県内（居住していない市町村）」が 45.4％、「自宅」が 23.8％となっている。 

前回調査に比べて、「居住市町村（自宅外）」が 5.1 ポイント、「自宅」が 4.0 ポイント上昇し、「奈良県

外」が 5.0 ポイント低下している。 

 

図表 希望勤務地 

 

 

 

※H30 県調査、H25 県調査は無回答の掲載なし 

 

  

23.8%

78.5%

45.4%

6.9%

0.0%

19.8%

73.4%

51.8%

11.9%

12.2%

74.0%

39.7%

5.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

自宅

居住市町村（自宅外）

奈良県内

（居住していない市町村）

奈良県外

無回答

R5県調査(N=130)

H30県調査(N=278)

H25県調査(N=524)
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④妻が就労していない理由 または 今後就労を希望しない理由 

問 31-3～問 31-4 は問 31 で回答したすべての方にうかがいます。 

問 31-3 あなた（あなたの妻）について、現在就労していない理由または今後就労を希望しない理由

は何ですか。次の中から最大の理由、第二の理由、第三の理由をそれぞれ１つ選んで右の回

答欄に番号を記入してください。 

未就労の妻の就労していない・就労を希望しない理由をみると、「子育てに専念したい」が 1.26 点で最

も多く、次いで、「子育ての負担が大きい」が 0.63 点、「希望の勤務時間に合う勤め先が見つからない」

が 0.52 点となっている。 

 

図表 妻が就労を希望しない理由 または 今後就労を希望しない理由 

 

 

 

※最大の理由＝３点、第二の理由＝２点、第三の理由＝１点として点数換算 

 

  

(N=148)

0.29

0.29

0.05

0.52

0.17

0.10

0.31

0.08

0.29

0.63

0.22

0.29

0.15

0.23

1.26

0.34

0.03

0 0.2 0.4 0.6 0.8 1 1.2 1.4

自宅に近い勤め先が見つからない

希望する仕事内容が見つからない

希望の給料に合う勤め先が見つからない

希望の勤務時間に合う勤め先が見つからない

希望の雇用形態に合う勤め先が見つからない

趣味など仕事以外にやりたいことがある

健康上の理由

周囲に子育てに専念するよう求められるから

経済的に働く必要がない

子育ての負担が大きい

安心して子どもを預けられるところがない

家事の負担が大きい

親や家族の介護・看護

働きたくない

子育てに専念したい

その他

特に理由はない
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⑤就労条件 

問 31-4 今後どのような条件が整えば就労しようと思いますか。あてはまるものすべてに○をつけ

てください。 

未就労の妻の就労条件をみると、「短時間勤務ができる仕事があること」が 67.8％で最も多く、次いで、

「子どもの看護・授業参観・急病などの際に休暇を取りやすい職場であること」が 57.9％、「自分の知識・

能力に合う仕事があること」が 30.8％となっている。 

前回調査に比べて、「短時間勤務ができる仕事があること」が 9.6 ポイント、「自分の知識・能力を高め

ることができること」が 8.2 ポイント上昇し、「パートナーの理解・協力を得られること」が 5.5 ポイン

ト低下している。 

 

図表 就労条件 

 

 

 

※「テレワークなどで柔軟に勤務することができる仕事があること」は今回調査からの新規項目 

※ H30 県調査は無回答の掲載なし 

  

19.6%

13.6%

67.8%

24.3%

57.9%

30.8%

15.0%

16.4%

6.5%

1.9%

7.0%

4.2%

21.9%

16.2%

58.2%

58.2%

31.1%

6.8%

21.9%

7.9%

3.7%

9.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

保育所などの保育サービスが利用できること

放課後児童クラブが利用できること

短時間勤務ができる仕事があること

テレワークなどで柔軟に

勤務することができる仕事があること

子どもの看護・授業参観・急病などの際に

休暇を取りやすい職場であること

自分の知識・能力に合う仕事があること

自分の知識・能力を高めることができること

パートナーの理解・協力を得られること

親の理解・協力を得られること

どのような条件が整っても、

就労しようと思わない

その他

無回答

R5県調査(N=214)

H30県調査(N=457)
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（５）就労経験のある妻の退職時期と退職理由 

①妻が仕事を辞めた時期 

妻が以前仕事をされていたが、現在はお仕事をされていないご夫婦について（妻は自分の状況、夫は妻の状況

を回答）うかがいます。それ以外の方は自由記述へお進みください。（産休・育児休業は「仕事を辞めた」とは捉え

ません） 

問 32 あなた（あなたの妻）がお仕事を辞めた時期はいつごろですか。（複数回辞めている場合、初

めて辞めた時期に○をつけてください）。 

妻が仕事を辞めた時期をみると、「第一子出産前」が 41.1％で最も多く、次いで、「結婚とほぼ同じ頃」

が 35.7％となっている。 

前回調査に比べて、「第一子出産前」が 4.2 ポイント上昇し、「結婚とほぼ同じ頃」が 4.8 ポイント低下

している。 

 

図表 妻が仕事を辞めた時期 

 

 

 

 

 

  

35.7%

40.5%

38.6%

41.1%

36.9%

35.1%

4.8%

5.9%

5.1%

3.4%

2.6%

4.0%

3.4%

0.8%

1.3%

0.5%

1.0%

1.1%

1.0%

1.0%

0.7%

8.2%

6.7%

6.0%

1.9%

4.6%

8.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

R5県調査(N=207)

H30県調査(N=390)

H25県調査(N=752)

結婚と

ほぼ

同じ頃

第一子

出産前

第一子

出産

以降

第二子

出産前

第二子

出産

以降

第三子

出産前

第三子

出産

以降

その他 無回答
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②妻が仕事を辞めた理由 

問 32-1 あなた（あなたの妻）がお仕事を辞めた理由は何でしたか。下の理由のうちから、あてはま

る番号すべてに○をつけ、その中で最大の理由に◎をつけてください。 

妻が仕事を辞めた理由をみると、「家事・子育てに専念したかったから」が 45.9％で最も多く、次いで、

「もともと仕事を辞めたかったから」が 21.3％、「子どもが生まれ、仕事と子育ての両立が困難となった

から」が 16.9％となっている。 

前回調査に比べて、「出産休暇・育児休暇が取りにくい職場だったから」が 4.6 ポイント低下している。 

最大の理由は、「家事・子育てに専念したかったから」が 23.7％で最も多く、前回調査から 8.8 ポイン

ト上昇しているが、前回調査に比べ「無回答」の割合が大きく低下している点に留意が必要である。 

 

図表 妻が仕事を辞めた理由（複数回答） 

 

※「周囲に子育てに専念するよう求められたから」は今回調査からの新規項目 

※ H30 県調査、H25 県調査は無回答の掲載なし 

  

45.9%

21.3%

8.7%

7.7%

12.6%

16.9%

1.9%

1.9%

3.4%

1.0%

18.8%

17.9%

0.5%

22.2%

2.4%

49.0%

17.4%

9.7%

12.3%

11.8%

18.2%

2.6%

1.0%

3.6%

2.1%

17.4%

15.9%

0.0%

50.5%

13.2%

12.0%

12.0%

13.8%

18.2%

3.2%

0.1%

3.9%

2.5%

14.6%

12.5%

0.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

家事・子育てに専念したかったから

もともと仕事を辞めたかったから

職場では、結婚や出産を機に

退職するのが当たり前だったから

出産休暇・育児休暇が取りにくい職場だったから

子育てをしながら仕事を続けられる

雰囲気が職場になかったから

子どもが生まれ、仕事と子育ての

両立が困難となったから

保育所などの保育サービスが

利用できなかったから

子どもが小学校に入学したから

パートナー（夫）の理解や協力が

得られなかったから

親の理解や協力が得られなかったから

職場が遠かったから

奈良県に転入し、職場が遠くなったから

周囲に子育てに専念するよう求められたから

その他

無回答

R5県調査(N=207)

H30県調査(N=390)

H25県調査(N=752)
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図表 妻が仕事を辞めた理由（最大の理由） 

 

※「周囲に子育てに専念するよう求められたから」は今回調査からの新規項目 

※ H30 県調査、H25 県調査は無回答の掲載なし 

  

23.7%

6.8%

3.4%

1.0%

2.9%

4.3%

1.0%

1.4%

1.0%

0.0%

3.9%

11.6%

0.0%

17.9%

21.3%

14.9%

3.3%

1.0%

1.8%

2.3%

3.1%

0.3%

0.8%

0.8%

0.3%

1.0%

2.3%

6.4%

61.8%

21.5%

4.6%

3.6%

1.9%

3.3%

3.4%

0.4%

0.1%

0.4%

0.3%

2.3%

4.6%

3.8%

49.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

家事・子育てに専念したかったから

もともと仕事を辞めたかったから

職場では、結婚や出産を機に

退職するのが当たり前だったから

出産休暇・育児休暇が取りにくい職場だったから

子育てをしながら仕事を続けられる

雰囲気が職場になかったから

子どもが生まれ、仕事と子育ての

両立が困難となったから

保育所などの保育サービスが

利用できなかったから

子どもが小学校に入学したから

パートナー（夫）の理解や協力が

得られなかったから

親の理解や協力が得られなかったから

職場が遠かったから

奈良県に転入し、職場が遠くなったから

周囲に子育てに専念するよう求められたから

その他

無回答

R5県調査(N=207)

H30県調査(N=390)

H25県調査(N=752)
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３ 出会い・結婚 

（１）出会いのきっかけ 

問１  あなた方ご夫婦はどのようなきっかけでお知り合いになりましたか。あてはまるもの１つに

〇をつけてください。 

初婚同士かつ結婚５年以内の夫婦の出会いのきっかけをみると、「職場や仕事の関係で」が 29.7％で最

も多く、次いで、「インターネットやＳＮＳで」が 18.6％となっている。 

前回調査に比べて、「友人や兄弟姉妹を通じて」が 7.6 ポイント低下している。 

 

 

図表 出会いのきっかけ（初婚同士、結婚５年以内） 

 

 

※「インターネットやＳＮＳで」は今回調査からの新規項目 

※R3 全国調査では「結婚相談所で」「民間の出会いイベントで」「公的な出会いイベントで」はなし 

※「インターネットやＳＮＳで」は、前回まではなし

※初婚同士、結婚５年以内

※全国調査では、「結婚相談所で」「民間の出会いイベントで」「公的な出会いイベントで」はなし

14.0%

29.7%

0.6%

3.5%

16.3%

0.6%

3.5%

3.5%

4.1%

4.1%

0.0%

18.6%

1.2%

0.6%

19.5%

26.4%

0.6%

1.3%

23.9%

3.8%

3.8%

3.8%

3.8%

5.9%

0.0%

7.5%

0.0%

9.6%

24.2%

2.8%

3.6%

30.6%

3.6%

2.1%

2.5%

6.4%

1.8%

1.4%

6.4%

5.0%

14.1%

25.1%

1.2%

4.6%

26.5%

8.8%

5.3%

4.1%

9.4%

0.7%

0.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

学校で

職場や仕事の関係で

幼なじみ・隣人関係

学校以外のサークル活動や

クラブ活動・習い事で

友人や兄弟姉妹を通じて

見合いで（親戚・

上役などの紹介も含む）

結婚相談所で

街中や旅先で

アルバイトで

民間の出会いイベントで

公的な出会いイベントで

インターネットやＳＮＳで

その他

無回答

R5県調査(N=172)

H30県調査(N=159)

H25県調査(N=281)

R3全国調査(N=884)
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（２）理想的な初婚年齢 

問 2  ご自身の理想的な初婚年齢はいつ頃だとお考えでしたか。あてはまる番号すべてに○をつけ

てください。 

①理想的な初婚年齢 

理想的な初婚年齢をみると、夫、妻とも「26～30 歳」で最も多く、夫で 69.9％、妻で 65.9％となって

いる。次いで、「21～25 歳」が夫で 21.7％、妻で 34.0％、「31～35 歳」が夫で 21.0％、妻で 13.2％とな

っている。 

夫と妻を比べると、順位は同じであるが、「21～25 歳」では妻の方が 12.3 ポイント高い。 

 

図表 理想的な初婚年齢 

 

 

※新規質問項目 

  

2.9%

21.7%

69.9%

21.0%

2.9%

0.7%

5.9%

1.1%

0.4%

2.6%

34.0%

65.9%

13.2%

1.5%

0.4%

6.1%

0.4%

0.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

10代～20歳

21～25歳

26～30歳

31～35歳

36～40歳

41歳以上

年齢は気にしない

その他

無回答

夫(N=272)

妻(N=803)
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②理想的な初婚年齢で結婚しなかった理由 

問 3  理想的な初婚年齢で結婚しなかった理由は何ですか。あてはまるものすべてに○をつけ、そ

の中で最大の理由に◎をおつけください。 

理想的な初婚年齢で結婚しなかった理由をみると、夫では「結婚相手として条件をクリアできる人に巡

り会えなかったから」が 37.0％で最も多く、次いで、「結婚するほど好きな人に巡り会っていなかったか

ら」が 32.9％、「結婚生活を送る経済力がない、仕事が不安定だったから」が 21.9％となっている。妻で

は「結婚相手として条件をクリアできる人に巡り会えなかったから」が 45.2％で最も多く、次いで、「結

婚するほど好きな人に巡り会っていなかったから」が 37.6％となっている。 

「結婚相手として条件をクリアできる人に巡り会えなかったから」は妻の方が 8.2 ポイント高く、「結

婚生活を送る経済力がない、仕事が不安定だったから」は夫の方が 10.9 ポイント高い。 

最大の理由をみると、夫、妻ともに「結婚相手として条件をクリアできる人に巡り会えなかったから」

がそれぞれ夫 21.9％、妻 25.7％で最も多くなっている。 

 

図表 理想的な初婚年齢で結婚しなかった理由（複数回答） 

 

 
※新規質問項目 

 

  

37.0%

32.9%

9.6%

9.6%

21.9%

0.0%

2.7%

2.7%

0.0%

6.8%

23.3%

45.2%

37.6%

10.0%

10.0%

11.0%

4.3%

12.4%

1.9%

6.2%

6.2%

16.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

結婚相手として条件をクリアできる人に

巡り会えなかったから

結婚するほど好きな人に

巡り会っていなかったから

結婚に縛られたくない、

自由でいたかったから

今のままの生活を続けた方が

安心だったから

結婚生活を送る経済力がない、

仕事が不安定だったから

仕事・家事・育児・介護を

背負うことになるから

仕事を優先したい、キャリアを

中断したくなかったから

結婚生活のための住居のめどが

たたなかったから

親や周囲が結婚に同意しなかったから

その他

無回答

夫(N=73)

妻(N=210)



45 

 

図表 理想的な初婚年齢で結婚しなかった理由（最大の理由） 

 

 
 

  

21.9%

20.5%

2.7%

2.7%

16.4%

0.0%

2.7%

0.0%

0.0%

6.8%

26.0%

25.7%

24.3%

4.8%

3.3%

4.3%

1.0%

3.8%

1.0%

4.3%

3.8%

23.8%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0%

結婚相手として条件をクリアできる人に

巡り会えなかったから

結婚するほど好きな人に

巡り会っていなかったから

結婚に縛られたくない、

自由でいたかったから

今のままの生活を続けた方が

安心だったから

結婚生活を送る経済力がない、

仕事が不安定だったから

仕事・家事・育児・介護を

背負うことになるから

仕事を優先したい、キャリアを

中断したくなかったから

結婚生活のための住居のめどが

たたなかったから

親や周囲が結婚に同意しなかったから

その他

無回答

夫(N=73)

妻(N=210)
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４ 子育ての不安感・負担感や手助け・相談相手 

（１）子育てに対する不安感・負担感 

お子さんをお持ちの方全員にうかがいます。それ以外の方は問 12 へお進みください。 

問 4  子育ての不安感や負担感などに関する以下の①～⑤の項目について、あなた自身はどのよう

に感じていますか。それぞれ右の欄のあてはまる番号に○をつけてください。 

「まったくそう感じる」と「どちらかといえばそう感じる」の割合の合計（＝感じる計）をみると、「子

育てに身体的・体力的な不安・負担を感じている」は妻の方が 3.9 ポイント高く、「子育てに金銭的・経

済的な不安・負担を感じている」は夫の方が 8.1 ポイント高い。 

 

図表 子育てに対する不安感・負担感（６歳未満の子どもがいる家庭）・夫 

 

 

 

図表 子育てに対する不安感・負担感（６歳未満の子どもがいる家庭）・妻 

 

 
 

  

(N=118)

54.2% 45.8%

53.4% 46.6%

77.1% 22.0%

89.8% 10.1%

14.4% 85.6%

感じる
計

感じな
い計

14.4%

11.0%

35.6%

54.2%

1.7%

39.8%

42.4%

41.5%

35.6%

12.7%

31.4%

30.5%

16.1%

7.6%

28.0%

14.4%

16.1%

5.9%

2.5%

57.6%

0.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

①子育てに身体的・体力的な

不安・負担を感じている

②子育てに心理的・精神的な

不安・負担を感じている

③子育てに金銭的・経済的な

不安・負担を感じている

④パートナー（夫または妻）と一緒に

子育てをしていると感じている

⑤子育てをしていて周囲から

孤立していると感じている

まったく

そう感じる

どちらかと

いえば

そう感じる

どちらかと

いえば

そう感じない

まったく

そう感じない
無回答

(N=284)

58.1% 41.5%

47.9% 51.7%

69.0% 29.9%

85.3% 13.4%

17.3% 81.7%

感じる
計

感じな
い計

16.2%

14.1%

32.4%

42.3%

3.2%

41.9%

33.8%

36.6%

43.0%

14.1%

29.2%

35.2%

19.7%

9.2%

34.9%

12.3%

16.5%

10.2%

4.2%

46.8%

0.4%

0.4%

1.1%

1.4%

1.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

①子育てに身体的・体力的な

不安・負担を感じている

②子育てに心理的・精神的な

不安・負担を感じている

③子育てに金銭的・経済的な

不安・負担を感じている

④パートナー（夫または妻）と一緒に

子育てをしていると感じている

⑤子育てをしていて周囲から

孤立していると感じている

まったく

そう感じる

どちらかと

いえば

そう感じる

どちらかと

いえば

そう感じない

まったく

そう感じない
無回答
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①子育てに身体的・体力的な不安・負担を感じている 

「まったくそう感じる」の割合は、夫で 14.4％、妻で 16.2％と大きな差はみられないが、感じる計で

みると、夫が 54.2％、妻が 58.1％と、妻の方が 3.9 ポイント高くなっている。 

前回調査に比べて、夫では「まったくそう感じる」が 8.3 ポイント、感じる計が 16.4 ポイントと、と

もに上昇している。妻では、感じる計が H25 県調査から上昇傾向で、前回調査から 3.9 ポイント上昇して

いる。 

 

図表 身体的・体力的な不安感・負担感（６歳未満の子どもがいる家庭） 

 

 
※H25 県調査は妻のみに聴取 

 

②子育てに心理的・精神的な不安・負担を感じている 

「まったくそう感じる」の割合は、夫で 11.0％、妻で 14.1％と妻の方が 3.1 ポイント高いが、感じる

計でみると、夫が 53.4％、妻が 47.9％と、夫の方が 5.5 ポイント高くなっている。 

前回調査に比べて、夫では「まったくそう感じる」が 3.7 ポイント、感じる計が 14.4 ポイントと、と

もに上昇している。妻では、前回調査に比べて大きな変化はみられない。 

 

図表 心理的・精神的な不安感・負担感（６歳未満の子どもがいる家庭） 

 

 
※H25 県調査は妻のみに聴取 

 

54.2% 45.8%

37.8% 59.7%

58.1% 41.5%

54.2% 45.5%

50.4% 45.9%

感じる
計

感じな
い計

14.4%

6.1%

16.2%

12.7%

14.8%

39.8%

31.7%

41.9%

41.5%

35.6%

31.4%

39.0%

29.2%

28.6%

30.9%

14.4%

20.7%

12.3%

16.9%

15.0%

2.4%

0.4%

0.2%

3.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

夫・R5県調査

(N=118)

夫・H30県調査

(N=82)

妻・R5県調査

(N=284)

妻・H30県調査

(N=426)

妻・H25県調査

(N=761)

まったく

そう感じる

どちらかと

いえば

そう感じる

どちらかと

いえば

そう感じない

まったく

そう感じない
無回答

53.4% 46.6%

39.0% 58.5%

47.9% 51.7%

49.8% 50.0%

46.0% 50.2%

感じる
計

感じな
い計

11.0%

7.3%

14.1%

12.9%

13.3%

42.4%

31.7%

33.8%

36.9%

32.7%

30.5%

40.2%

35.2%

32.2%

33.9%

16.1%

18.3%

16.5%

17.8%

16.3%

2.4%

0.4%

0.2%

3.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

夫・R5県調査

(N=118)

夫・H30県調査

(N=82)

妻・R5県調査

(N=284)

妻・H30県調査

(N=426)

妻・H25県調査

(N=761)

まったく

そう感じる

どちらかと

いえば

そう感じる

どちらかと

いえば

そう感じない

まったく

そう感じない
無回答



48 

 

③子育てに金銭的・経済的な不安・負担を感じている 

「まったくそう感じる」の割合は、夫で 35.6％、妻で 32.4％と夫の方が 3.2 ポイント高く、感じる計

でみても、夫が 77.1％、妻が 69.0％と、夫の方が 8.1 ポイント高くなっており、夫の方がより子育ての

金銭的・経済的な不安・負担を感じている。 

前回調査に比べて、夫では「まったくそう感じる」が 18.5 ポイント、感じる計が 19.8 ポイントと、と

もに大きく上昇している。妻でも、「まったくそう感じる」が 14.3 ポイント、感じる計が 12.4 ポイント

と、ともに大きく上昇している。 

 

図表 金銭的・経済的な不安感・負担感（６歳未満の子どもがいる家庭） 

 

 
※H25 県調査は妻のみに聴取 

 

④パートナー（夫または妻）と一緒に子育てをしていると感じている 

「まったくそう感じる」の割合は、夫で 54.2％、妻で 42.3％と夫の方が 11.9 ポイント高く、感じる計

でみても、夫が 89.8％、妻が 85.3％と、夫の方が 4.5 ポイント高くなっている。 

前回調査に比べて、夫では「まったくそう感じる」が 7.9 ポイント、感じる計が 3.3 ポイントと、とも

に上昇している。妻でも、「まったくそう感じる」が 8.0 ポイント、感じる計が 7.1 ポイントと、ともに

上昇している。 

 

図表 パートナーとの子育て一体感（６歳未満の子どもがいる家庭） 

 

 
※H25 県調査は妻のみに聴取 

  

77.1% 22.0%

57.3% 40.2%

69.0% 29.9%

56.6% 42.0%

69.6% 27.0%

感じる
計

感じな
い計

35.6%

17.1%

32.4%

18.1%

24.8%

41.5%

40.2%

36.6%

38.5%

44.8%

16.1%

25.6%

19.7%

29.6%

19.6%

5.9%

14.6%

10.2%

12.4%

7.4%

0.8%

2.4%

1.1%

1.4%

3.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

夫・R5県調査

(N=118)

夫・H30県調査

(N=82)

妻・R5県調査

(N=284)

妻・H30県調査

(N=426)

妻・H25県調査

(N=761)

まったく

そう感じる

どちらかと

いえば

そう感じる

どちらかと

いえば

そう感じない

まったく

そう感じない
無回答

89.8% 10.1%

86.5% 11.0%

85.3% 13.4%

78.2% 21.6%

80.3% 15.9%

感じる
計

感じな
い計

54.2%

46.3%

42.3%

34.3%

40.6%

35.6%

40.2%

43.0%

43.9%

39.7%

7.6%

9.8%

9.2%

14.6%

12.2%

2.5%

1.2%

4.2%

7.0%

3.7%

2.4%

1.4%

0.2%

3.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

夫・R5県調査

(N=118)

夫・H30県調査

(N=82)

妻・R5県調査

(N=284)

妻・H30県調査

(N=426)

妻・H25県調査

(N=761)

まったく

そう感じる

どちらかと

いえば

そう感じる

どちらかと

いえば

そう感じない

まったく

そう感じない
無回答
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⑤子育てをしていて周囲から孤立していると感じている 

「まったくそう感じる」の割合は、夫で 1.7％、妻で 3.2％、感じる計の割合は、夫が 14.4％、妻が 17.3％

と、ともに大きな差はみられない。 

前回調査に比べて、夫では「まったくそう感じる」、感じる計ともにあまり変化がないが、妻では、感じ

る計が 3.5 ポイント上昇している。 

 

図表 周囲からの孤立感（６歳未満の子どもがいる家庭） 

 

 

※H30 県調査からの新規質問項目 

 

 

  

14.4% 85.6%

13.4% 84.1%

17.3% 81.7%

13.8% 85.9%

感じる
計

感じな
い計

1.7%

1.2%

3.2%

1.6%

12.7%

12.2%

14.1%

12.2%

28.0%

26.8%

34.9%

41.8%

57.6%

57.3%

46.8%

44.1%

2.4%

1.1%

0.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

夫・R5県調査

(N=118)

夫・H30県調査

(N=82)

妻・R5県調査

(N=284)

妻・H30県調査

(N=426)

まったく

そう感じる

どちらかと

いえば

そう感じる

どちらかと

いえば

そう感じない

まったく

そう感じない
無回答



50 

 

（２）各時期の子育てに対する不安感・負担感 

お子さんをお持ちの方全員にうかがいます。 

問 5   以下の①～⑥の各時期において、子育てに対する不安感・負担感がどれくらいありましたか。

それぞれ右の欄のあてはまる番号に○をつけてください。回答者が夫の場合、ご自身が感じ

たことに基づいて回答してください。また、お子さんが複数いる場合は最初のお子さんにつ

いて回答してください。 

「とても不安」と「少し不安」の割合を合計（＝不安計）すると、夫では「新生児期～生後 11 ヶ月」が

74.4％で最も多く、次いで、「出産直前・直後」が 72.7％となっている。妻では「出産直前・直後」が 84.5％

で最も多く、次いで、「新生児期～生後 11 ヶ月」が 83.8％となっている。いずれも、子どもの年齢が大き

くなるほど、不安計は低下していく。 

夫と妻を比べると、不安計の割合は、どの時期でも妻の方が高く、「出産直前・直後」で 11.8 ポイント、

「２歳」で 9.5 ポイントの差がみられた。 

 

図表 各時期の子育てに対する不安感・負担感・夫 

 

 

 

図表 各時期の子育てに対する不安感・負担感・妻 

 

 

(N=238)

69.4%

72.7%

74.4%

64.3%

55.0%

47.9%

不安計

24.4%

30.7%

30.3%

16.0%

12.6%

14.7%

45.0%

42.0%

44.1%

48.3%

42.4%

33.2%

30.7%

27.3%

25.2%

30.7%

37.0%

39.9%

0.4%

5.0%

8.0%

12.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

①妊娠期

②出産直前・直後

③新生児期～

生後11ヶ月

④１歳

⑤２歳

⑥３～５歳

とても不安 少し不安 不安はなかった 無回答

(N=702)

77.6%

84.5%

83.8%

70.3%

64.5%

56.4%

不安計

28.2%

37.9%

38.2%

21.2%

17.8%

12.1%

49.4%

46.6%

45.6%

49.1%

46.7%

44.3%

22.2%

15.4%

15.8%

25.8%

28.1%

31.8%

0.1%

0.1%

0.4%

3.8%

7.4%

11.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

①妊娠期

②出産直前・直後

③新生児期～

生後11ヶ月

④１歳

⑤２歳

⑥３～５歳

とても不安 少し不安 不安はなかった 無回答
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（３）不安だった時期に助けてくれた人、助けてほしかった人 

問 5 で①～⑥の各時期のいずれかに「1.とても不安」または「2.少し不安」と回答した方にうかがいます。 

問 6  不安だった時期に、①実際に助けてくれた（くれている）人、②助けてほしかった（ほしい）

人は誰ですか。あてはまるもの３つ以内に○をつけてください。 

不安だった時期に助けてくれた人は、「妻の母親」が 76.6％で最も多く、次いで、「夫（妻）」が 76.1％、

「夫の母親」が 33.5％となっている。 

助けてほしかった（ほしい）人は、「夫（妻）」が 53.4％で最も多く、次いで、「妻の母親」が 33.0％と

なっている。 

 

図表 不安だった時期に助けてくれた人、助けてほしかった人 

 

 

 

  

76.1%

76.6%

23.5%

33.5%

8.3%

19.9%

23.0%

5.9%

7.3%

10.0%

3.4%

0.8%

53.4%

33.0%

10.8%

14.0%

4.6%

7.7%

8.3%

4.1%

11.7%

6.1%

5.6%

21.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

夫（妻）

妻の母親

妻の父親

夫の母親

夫の父親

きょうだい等の親族

友人

近所の人

助産師・保健師

保育士

その他

無回答

実際に助けてくれた（くれている）人(N=899)

助けてほしかった（ほしい）人(N=899)
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（４）子育てに関する相談相手 

お子さんをお持ちの方全員にうかがいます。 

①子育てに関する相談相手の有無・人数 

問 7 あなたは、子育てについて、気軽に相談できる人がいますか。 

子育てに関する相談相手は、妻では「３名以上いる」が 65.8％で最も多く、夫の 44.9％と比べて 20.9

ポイント高い。「３名以上いる」と「1～2 名いる」の割合の合計（＝いる計）をみると、夫で 93.2％、妻

で 95.7％と、いずれも９割超となっている。 

前回調査に比べて、「３名以上いる」は、妻で 6.4 ポイント上昇。いる計については、夫が 9.1 ポイン

ト上昇している。 

 

図表 子育てに関する相談相手の有無・人数（６歳未満の子どもがいる家庭） 

 

 

※H30 県調査は小学生未満のお子さんをお持ちの方に聴取 

※H25 県調査は妻のみに聴取 

 

  

93.2%

84.1%

95.7%

96.3%

93.5%

いる計

44.9%

45.1%

65.8%

59.4%

58.2%

48.3%

39.0%

29.9%

36.9%

35.3%

5.9%

9.8%

3.2%

3.1%

3.0%

0.8%

6.1%

1.1%

0.7%

3.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

夫・R5県調査

(N=118)

夫・H30県調査

(N=82)

妻・R5県調査

(N=284)

妻・H30県調査

(N=426)

妻・H25県調査

(N=761)

３名以上いる １～２名いる いない 無回答
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②子育てに関する相談相手 

問 7-1 問７で「１.」または「２.」と回答した方にうかがいます。気軽に相談できる人は誰ですか。 

子育てに関する相談相手をみると、「親や家族」が夫で 89.1％、妻で 94.9％と最も多く、次いで、「友

人」が夫で 67.3％、妻で 79.4％、「認定子ども園・保育所・幼稚園・児童館・学校などの先生や職員」が

夫で 21.8％、妻で 34.2％となっている。 

「近所の人」以外では、夫より妻の方が高く、「認定子ども園・保育所・幼稚園・児童館・学校などの先

生や職員」で 12.4 ポイント、「友人」で 12.1 ポイントの差がみられた。 

前回調査に比べて、「認定子ども園・保育所・幼稚園・児童館・学校などの先生や職員」が、夫で 11.7

ポイント、妻で 20.8 ポイント上昇しているが、前回調査は「学校や教員」で聴取していた点に留意が必

要である。 

 

図表 子育てに関する相談相手（６歳未満の子どもがいる家庭） 

 

 

 

    ※H30 県調査は小学生未満のお子さんをお持ちの方に聴取。また、無回答の掲載なし 

  ※H30 県調査では「認定こども園・保育所・幼稚園・児童館・学校などの先生や職員」は「学校や教員」であった 

※「助産師・保健師」は今回調査からの新規項目。 

  

89.1%

67.3%

20.0%

4.5%

21.8%

1.8%

4.5%

5.5%

0.0%

87.0%

62.3%

17.4%

7.2%

10.1%

8.7%

8.7%

94.9%

79.4%

11.8%

8.5%

34.2%

3.7%

8.5%

4.0%

0.7%

92.4%

77.3%

14.4%

8.3%

13.4%

3.9%

6.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

親や家族

友人

近所の人

子育ての支援者

認定こども園・保育所・幼稚園・

児童館・学校などの先生や職員

行政の相談窓口

助産師・保健師

その他

無回答

夫・R5県調査(N=110)

夫・H30県調査(N=69)

妻・R5県調査(N=272)

妻・H30県調査(N=410)
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（５）子育て支援情報・制度の認知経路 

お子さんをお持ちの方全員にうかがいます。 

問 8  あなたは、子育てについての支援情報や制度を誰から、どこから知り得ていますか（知り得

ましたか）。あてはまるものすべてに○をつけてください。 

子育て支援情報や制度の認知経路をみると、夫では「知人、友人」が 47.9％で最も多く、次いで、「親

族（親・きょうだいなど）」が 43.7％、「県、市町村の広報やパンフレット」が 36.1％となっている。妻で

は、「知人、友人」が 59.8％で最も多く、「県、市町村の広報やパンフレット」が 39.0％、「保育所・幼稚

園・認定子ども園」が 34.9％となっている。 

夫と妻を比べると、夫は「親族（親・きょうだいなど）」が 13.5 ポイント、「市役所・町村役場など」が

9 ポイント妻より高く、妻は「知人、友人」が 11.9 ポイント、「子育てサロンや子育てに関するサークル

などの仲間」が 9 ポイント、「保育所・幼稚園・認定子ども園」が 7.2 ポイント夫より高くなっている。 

 

図表 子育て支援情報・制度の認知経路 

 

 

※新規質問項目 

 

  

43.7%

47.9%

8.4%

33.6%

27.7%

18.9%

11.8%

36.1%

10.1%

3.4%

35.7%

25.6%

0.8%

4.2%

2.9%

1.3%

30.2%

59.8%

17.4%

24.6%

34.9%

23.5%

10.5%

39.0%

6.4%

4.3%

33.8%

22.2%

1.3%

2.6%

1.4%

0.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

親族（親・きょうだいなど）

知人、友人

子育てサロンや子育てに関する

サークルなどの仲間

市役所・町村役場など

保育所・幼稚園・認定こども園

小・中学校

病院・診療所などの医療機関

県、市町村の広報やパンフレット

テレビ、ラジオ、新聞

その他情報誌

インターネット

（県・市町村のホームページ、ＳＮＳなど）

インターネット

（県・市町村以外のホームページ、ＳＮＳなど）

どこで知ったかわからない

支援情報や制度を知らない

その他

無回答

夫(N=238)

妻(N=702)
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（６）子育てに関する不安や悩み 

お子さんをお持ちの方全員にうかがいます。 

問 9  以下のような不安や悩みがありましたか（現在ありますか）。あてはまるものすべてに○をつ

けてください。 

子育ての不安や悩みをみると、夫では、「子どもの成長や健康への悩みや不安」が 46.2％で最も多く、

「出産や育児に費用がかかりすぎる」が 44.1％、「しつけの仕方がわからない」が 34.0％で続いている。

妻では、「子どもの成長や健康への悩みや不安」が46.0％で最も多く、「自分の自由な時間がない」が42.3％、

「出産や育児に費用がかかりすぎる」が 41.3％となっている。 

夫と妻を比べると、夫は「しつけの仕方がわからない」が 4.7 ポイント妻より高く、妻は「自分の自由

な時間がない」が 13.7 ポイント、「パートナー（夫または妻）が家事や育児に協力的でない」が 9.2 ポイ

ント夫より高くなっている。 

 

図表 子育てに関する不安や悩み 

 

 

 

  

34.0%

46.2%

27.7%

11.3%

28.6%

19.3%

26.9%

44.1%

5.0%

8.0%

18.5%

7.6%

6.7%

6.7%

9.2%

2.1%

29.3%

46.0%

23.5%

11.4%

42.3%

21.9%

25.4%

41.3%

14.2%

13.4%

15.0%

8.7%

6.6%

5.7%

6.1%

1.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

しつけの仕方がわからない

子どもの成長や健康への悩みや不安

子育てに十分な時間がとれない

子育てに関して家族の方針が合わない

自分の自由な時間がない

子ども連れの親子が利用しにくい

場所が多い（飲食店・交通機関など）

安全な遊び場がない

出産や育児に費用がかかりすぎる

パートナー（夫または妻）が

家事や育児に協力的でない

安心して子どもを預けられるところがない

保育所・幼稚園の行事や健康診断、

予防接種などの時、仕事を休みにくい

早朝や深夜などに仕事をする場合、

子どもを預けるところがない

悩み事の相談先がわからない

その他

不安や悩みは特にない

無回答

夫(N=238)

妻(N=702)
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５ 男性の育児や家事への関わり 

（１）育児・家事を積極的にする男性だと思うか 

お子さんをお持ちの方全員にうかがいます。 

問 10 あなた（あなたの夫は）は育児や家事を積極的にする男性だと思いますか。 

夫が育児や家事を積極的にする男性だと思う妻は、「思う」が 41.2％、「どちらかといえばそう思う」が

32.9％で、合計 74.1％となっている。夫が自分自身を育児や家事を積極的にする男性だと思うかどうか

は、「思う」が 35.7％、「どちらかといえばそう思う」が 43.7％で、合計 79.4％となっており、妻よりも

5.3 ポイント高くなっている。 

前回調査に比べて、「思う」と「どちらかといえばそう思う」を合計した割合は、夫・妻とも 10 ポイン

ト以上上昇している。 

 

図表 育児・家事を積極的にする男性だと思うか 

 

 

※H30 県調査では質問文が『あなた（あなたの夫）はイクメン（育児を積極的にする男性）だと思いますか』である点に留意が必要

である 

  

35.7%

19.0%

41.2%

26.3%

43.7%

41.7%

32.9%

31.5%

19.7%

38.0%

24.9%

40.2%

0.8%

1.2%

1.0%

2.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

夫・R5県調査

(N=238)

夫・H30県調査

(N=163)

妻・R5県調査

(N=702)

妻・H30県調査

(N=957)

思う
どちらかといえば

そう思う
思わない 無回答
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（２）夫の子育ての関わり方 

①夫の育児・家事の関わり方 

お子さんをお持ちの妻にうかがいます。 

問 10-1 妻のみに伺います。回答者が夫の場合は回答不要です。あなたの夫の育児や家事の関わり方

のイメージに近いのはどれですか。 

お子さんをお持ちの夫にうかがいます。 

問 10-3 夫のみにうかがいます。回答者が妻の場合は、回答不要です。あなたの育児や家事の関わり

方のイメージに近いのはどれですか。 

夫の子育ての関わり方をみると、「十分関わっている」の割合は夫の自認で 31.1％、妻の評価で 37.5％

と、妻の方が 6.4 ポイント高くなっているが、「しばしば関わっている」を合計した関わっている計の割

合でみると、夫の自認で 81.9％、妻の評価で 75.8％と、夫の方が 6.1 ポイント高くなっている。 

 

図表 夫の育児・家事の関わり方 

 

 

※「しばしば関わっている」は今回調査からの新規項目 

 

図表 夫の育児・家事の関わり方（H30 県調査） 

 

 

 

 

  

81.9% 15.6%

75.8% 22.8%

関わっ
ている

計

関わっ
ていな
い計

31.1%

37.5%

50.8%

38.3%

14.3%

19.5%

1.3%

3.3%

2.5%

1.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

夫・R5県調査

(N=238)

妻・R5県調査

(N=702)

十分

関わっている

しばしば

関わっている

あまり

関わっていない

全く

関わっていない
無回答

62.0%

54.6%

33.7%

37.8%

1.2%

5.6%

3.1%

1.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

夫・H30県調査

(N=163)

妻・H30県調査

(N=957)

十分

関わっている

あまり

関わっていない

全く

関わっていない
無回答
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②夫が育児・家事に関わらない理由 

お子さんをお持ちの妻にうかがいます。 

問 10-2 問 10-1 で「３．あまり関わっていない」「４．全く関わっていない」を選んだ方にうかがい

ます。育児や家事に関わっていないと思う理由は何ですか。あてはまるものすべてに○をつ

けてください。 

お子さんをお持ちの夫にうかがいます。 

問 10-4 問 10-3 で「３．あまり関わっていない」「４．全く関わっていない」を選んだ方にうかがい

ます。育児や家事に関わらない理由は何ですか。あてはまるものすべてに○をつけてくださ

い。 

育児・家事に関わらない夫側の理由をみると、「仕事が忙しいから」が 73.0％で最も多く、次いで、「育

児や家事のやり方が分からないから」が 24.3％となっている。一方、妻側が考える理由は、「仕事が忙し

いから」が 58.1％で最も多く、次いで、「夫が（あなたが）、育児や家事は女性がするものという考えを持

っているから」が 48.1％、「育児や家事のやり方が分からないから」が 44.4％となっている。 

夫と妻を比べると、夫は「仕事が忙しいから」が 14.9 ポイント妻より高く、妻は「夫が（あなたが）、

育児や家事は女性がするものという考えを持っているから」が 37.3 ポイント、「関心がないから」が 32.3

ポイント、「夫またはあなたの親族が、育児や家事は女性がするものという考えを持っているから」が 16.1

ポイント夫より高く、大きな差がみられた。 

前回調査に比べて、夫の「仕事が忙しいから」が 5.9 ポイント低下している。 

 

図表 夫が育児・家事に関わらない理由 

 

 

※（ ）内は夫側の理由 

※H30 県調査では夫のみに聴取。また、無回答の掲載なし 

※「職場の理解を得られないから」は今回調査からの新規項目 

73.0%

2.7%

24.3%

8.1%

10.8%

2.7%

2.7%

5.4%

16.2%

0.0%

78.9%

7.0%

19.3%

5.3%

7.0%

3.5%

1.8%

14.0%

58.1%

35.0%

44.4%

5.0%

48.1%

6.9%

18.8%

6.3%

8.8%

0.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

仕事が忙しいから

関心がないから

育児や家事のやり方が分からないから

あなたから（妻から）

やらなくてよいと言っているから

夫が（あなたが）、育児や家事は女性が

するものという考えを持っているから

あなたが（妻が）、育児や家事は女性が

するものという考えを持っているから

夫またはあなたの親族が（あなたまたは妻の親族が）、

育児や家事は女性がするものという考えを持っているから

職場での理解を得られないから

その他

無回答

夫・R5県調査(N=37)

夫・H30県調査(N=57)

妻・R5県調査(N=160)
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６ 子どもを持つことの考え 

（１）子育てについての考え 

お子さんをお持ちの方全員にうかがいます。 

問 11  あなたは、ご自身の子育てについてどのようにお考えですか。あてはまるものすべてに○を

つけ、最もあてはまるものに◎をつけてください。 

子育てについての考えをみると、「子どもの成長が楽しみ」が夫で 92.4％、妻で 87.6％と最も多く、次

いで、「明るく楽しい家庭生活が送れる」が夫で 77.7％、妻で 69.8％となっている。以下、夫では「日々

の生活に活力が生まれる」が 61.8％、妻では「自分自身が成長できる」が 60.3％となっている。 

夫と妻を比べると、夫は「精神的な安らぎがある」が 12.4 ポイント妻より高く、妻は「子どもの親同

士の付き合いや人間関係がわずらわしい」が 12.3 ポイント、「子どもの関係で人の輪が広がる」が 10.3 ポ

イント夫より高い。 

最もあてはまるものについては、夫、妻ともに「子どもの成長が楽しみ」が 22.7％、21.4％で最も多く

なっている。妻は、「無回答」が半数近くを占める点に留意が必要である。 

 

図表 子育てについての考え（複数回答） 

 

※新規質問項目 

77.7%

56.3%

61.8%

56.3%

12.2%

8.0%

92.4%

35.7%

31.9%

28.2%

26.5%

34.9%

10.1%

27.7%

51.3%

21.0%

3.8%

1.3%

0.0%

69.8%

43.9%

52.1%

60.3%

9.5%

5.6%

87.6%

46.0%

34.8%

33.5%

28.1%

38.9%

22.4%

21.1%

47.7%

27.8%

5.3%

2.1%

2.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

明るく楽しい家庭生活が送れる

精神的な安らぎがある

日々の生活に活力が生まれる

自分自身が成長できる

社会的な信用が得られる

老後の生活が安心できる

子どもの成長が楽しみ

子どもの関係で人の輪が広がる

育児がうまくできるか不安

親としての責任が不安

自由に使えるお金が制約される

自由に使える時間が制約される

子どもの親同士の付き合いや

人間関係がわずらわしい

子どもの成長が不安

経済的な負担が大きくなる

家事・育児の負担が大きくなる

周囲の理解・協力が得られにくい

その他

無回答

夫(N=238)

妻(N=702)
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図表 子育てについての考え（最もあてはまるもの） 

 

 

※新規質問項目 

  

19.3%

3.4%

5.0%

2.9%

0.0%

0.4%

22.7%

1.3%

1.7%

0.4%

0.4%

0.8%

0.0%

1.7%

4.6%

0.0%

0.0%

0.4%

34.9%

11.1%

1.6%

4.0%

3.0%

0.0%

0.0%

21.4%

0.7%

1.1%

0.3%

0.0%

1.1%

1.0%

0.9%

5.0%

0.7%

0.3%

0.6%

47.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

明るく楽しい家庭生活が送れる

精神的な安らぎがある

日々の生活に活力が生まれる

自分自身が成長できる

社会的な信用が得られる

老後の生活が安心できる

子どもの成長が楽しみ

子どもの関係で人の輪が広がる

育児がうまくできるか不安

親としての責任が不安

自由に使えるお金が制約される

自由に使える時間が制約される

子どもの親同士の付き合いや

人間関係がわずらわしい

子どもの成長が不安

経済的な負担が大きくなる

家事・育児の負担が大きくなる

周囲の理解・協力が得られにくい

その他

無回答

夫(N=238)

妻(N=702)
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（２）理想の子どもの人数 

問 12 あなた方ご夫婦にとって、理想的な子どもの数は何人ですか。 

理想の子どもの人数をみると、「２人」が 52.5％で最も多く、次いで、「３人」が 34.3％となっている。

前回調査に比べて、大きな変化はみられない。 

理想の子どもの人数の平均は 2.33 人だが、予定している子どもの数の平均（問 13）は 2.10 人で、その

差は 0.23 人となっている。前回調査の差（0.32 人）と比べると、やや差は縮まっている。 

 

図表 理想の子どもの人数 

 

 

 

※無回答および不詳を除く 

※R5 県調査、H30 県調査、R3 全国調査は初婚同士の夫婦、H25 は初婚同士の夫婦の妻 

※H30 県調査、H25 県調査では「４人以上」で聴取している 

 

図表 理想・予定・現在の子どもの平均人数 

 

 
 

  

2.2%

2.3%

1.5%

5.1%

5.5%

5.5%

4.2%

5.5%

52.5%

54.3%

54.8%

54.8%

34.3%

33.2%

34.9%

30.8%

4.5%

4.7%

4.5%

3.4%

1.0%

0.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

R5県調査(N=764)

H30県調査(N=1,281)

H25県調査(N=1,724)

R3全国調査

(N=5,276)

子どもは

いらない
１人 ２人 ３人 ４人 ５人以上

理想
子ども数
(N=1,108)

予定
子ども数
(N=1,068)

理想
子ども数
(N=967)

予定
子ども数
(N=852)

理想
子ども数
(N=1,474)

予定
子ども数
(N=1,266)

理想
子ども数
(N=5,482)

予定
子ども数
(N=5,482)

2.33

1.76

2.35

1.79

2.42
1.98

2.25

1.72

0.34 0.25
0.24

0.29

2.10 2.03
2.22

2.01

0.0人

0.5人

1.0人

1.5人

2.0人

2.5人

3.0人

理想子ども数 現在の子ども数 今後予定の子ども数

【R5県調査】 【H30県調査】 【H25県調査】 【R3全国調査】
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（３）理想的な子どもの人数の理由 

問 12-1 理想的な子どもの数を１人以上とお考えになる理由は何ですか。あてはまる番号すべてに

○をつけ、その中で最大の理由に◎をつけてください。 

理想的な子どもの人数を１人以上と考える理由をみると、「子どもがいると生活が楽しく心が豊かにな

るから」が 79.5％で最も多く、「好きな人の子どもを持ちたいから」が 32.4％、「結婚して子どもを持つ

ことは自然なことだから」が 26.1％となっている。 

過去の調査と比べると、「結婚して子どもを持つことは自然なことだから」は低下傾向がみられ、前々

回調査より 14.6 ポイント低下している。また、「子どもは老後の支えになるから」も前回調査から 7.4 ポ

イント低下している。 

また、最大の理由をみると、「子どもがいると生活が楽しく心が豊かになるから」が 52.9％と半数以上

を占めており、前回、前々回調査と比べても 15 ポイント以上上昇しているが、前回、前々回調査では「無

回答」の割合が高い点に留意が必要である。 

 

図表 理想的な子どもの人数の理由（複数回答） 

 

 
 

※H30 県調査、H25 県調査、R3 全国調査では無回答の掲載なし 

  

26.1%

3.1%

79.5%

9.5%

21.4%

16.4%

32.4%

11.2%

9.3%

2.6%

33.3%

4.6%

79.3%

16.9%

20.9%

20.0%

34.3%

11.7%

7.6%

40.7%

3.4%

73.4%

14.4%

18.2%

17.2%

31.1%

10.1%

6.2%

35.1%

4.3%

76.1%

15.0%

19.2%

16.9%

36.9%

12.6%

6.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

結婚して子どもを持つことは

自然なことだから

子どもを持つことで

周囲から認められるから

子どもがいると生活が

楽しく心が豊かになるから

子どもは

老後の支えになるから

子どもは将来の

社会の支えになるから

子どもは夫婦関係を

安定させるから

好きな人の子どもを

持ちたいから

妻（または夫）や親などの

周囲が望むから

その他

無回答

R5県調査(N=1,068)

H30県調査(N=1,252)

H25県調査(N=1,731)

R3全国調査(N=5,009)
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図表 理想的な子どもの人数の理由（最大の理由） 

 

  
 

※H30 県調査、H25 県調査、R3 全国調査では無回答の掲載なし 

  

6.6%

0.2%

52.9%

1.0%

2.2%

0.9%

8.6%

0.9%

5.1%

21.5%

5.8%

0.1%

35.9%

1.0%

1.0%

0.6%

6.2%

0.8%

1.8%

46.7%

7.5%

0.2%

36.1%

0.7%

1.2%

0.9%

5.7%

0.3%

2.1%

45.2%

10.0%

0.3%

47.6%

1.6%

1.5%

0.9%

9.6%

1.3%

3.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

結婚して子どもを持つことは

自然なことだから

子どもを持つことで

周囲から認められるから

子どもがいると生活が

楽しく心が豊かになるから

子どもは

老後の支えになるから

子どもは将来の

社会の支えになるから

子どもは夫婦関係を

安定させるから

好きな人の子どもを

持ちたいから

妻（または夫）や親などの

周囲が望むから

その他

無回答

R5県調査(N=1,068)

H30県調査(N=1,252)

H25県調査(N=1,633)

R3全国調査(N=5,009)
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（４）今後の子どもの予定 

問 12 で理想的な子どもの数を１人以上と回答した方にうかがいます。それ以外の方は、問 16 へお進みく

ださい。 

問 13  あなた方ご夫婦の今後のお子さんの予定についておたずねします。①今後のお子さんの予定

数と②希望の時期について、また、③今後の予定も含めて全部で何人のお子さんを持つおつ

もりかを、あてはまる番号に○をつけてください。 

今後の子どもの予定数をみると、「（もう）生むつもりはない」が 70.7％と約７割を占めており、前回、

前々回調査と比べても大きな変化はみられない。 

子どもを生む予定のある方の希望の時期をみると、「できるだけ早く」が 44.8％で最も多いが、前回調

査よりは 7.1 ポイント低下しており、「現在妊娠中」が 4.5 ポイント上昇している。 

最終的な子どもの人数は、「２人」が 54.7％で最も多い。前回調査と比べて、「子どもはいらない」がや

や低くなっているが、その他では大きな変化はみられない。 

 

図表 今後の子どもの予定数 

 

 

 

※無回答および不詳を除く 

 

  

70.7%

70.6%

69.6%

80.5%

16.3%

16.2%

15.0%

11.4%

5.6%

5.5%

3.8%

5.3%

1.3%

1.1%

0.6%

0.7%

0.2%

0.1%

0.1%

6.1%

6.3%

10.9%

2.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

R5県調査(N=1,068)

H30県調査(N=1,252)

H25県調査(N=1,731)

R3全国調査

(N=5,482)

（もう）

生むつもり

はない

（あと）

１人生む

つもり

（あと）

２人生む

つもり

（あと）

３人生む

つもり

（あと）

４人以上

生むつもり

無回答
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図表 希望の時期 

 

 

 

図表 最終的な子どもの人数 

 

  

 

※R5 県調査、H30 県調査は初婚同士の夫婦、H25 県調査は初婚同士の夫婦の妻、R3 全国調査については全体値 

※H30 県調査、H25 県調査では「４人以上」で聴取している 

 

  

44.8%

51.9%

37.6%

41.5%

24.6%

24.2%

29.3%

23.6%

14.5%

12.1%

14.5%

17.6%

14.9%

10.4%

13.3%

16.8%

1.2%

1.4%

5.3%

0.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

R5県調査(N=248)

H30県調査(N=289)

H25県調査(N=338)

R3全国調査(N=954)

できるだけ

早く

しばらく間を

おいてから

特に

考えていない
現在妊娠中 無回答

4.5%

8.0%

6.4%

15.5%

13.7%

11.6%

54.7%

52.4%

54.5%

21.3%

22.0%

24.3%

3.5%

3.9%

3.1%

0.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

R5県調査(N=691)

H30県調査(N=1,106)

H25県調査(N=1,368)

子どもは

いらない
１人 ２人 ３人 ４人 ５人以上
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（５）実際に持つ子どもの人数が理想の人数より少ない理由 

問 12 と問 13 で「持つつもりの子どもの数（b）」が「理想とする子どもの数（a）」より少ない方にうかが

います。それ以外の方は、問 17 へお進みください。 

問 14  持つつもりの子どもの数が理想とする子どもの数より少ない理由について、あてはまる番号

すべてに○をつけ、その中で最大の理由に◎をつけてください。 

予定の子どもの人数が理想の子どもの人数より少ない理由をみると、「子育てや教育にお金がかかりす

ぎるから」が 57.7％で最も多く、次いで、「高年齢で生むのはいやだから」が 30.9％、「欲しいけれども

できないから」が 21.8％となっている。 

前回調査に比べて、「子育てや教育にお金がかかりすぎるから」が最も多い点は同様だが、ポイントは

7.1 ポイント上昇している。また、「これ以上、育児の心理的、肉体的不安に耐えられないから」は前々回

調査から上昇傾向がみられる。 

最大の理由をみると、「子育てや教育にお金がかかりすぎるから」が 38.2％で最も多く、複数回答同様、

最も多い点は前回調査同様だが、ポイントは 5.1 ポイント上昇している。「欲しいけれどもできないから」

が 19.7％で続いている。 
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図表 実際に持つ子どもの人数が理想の人数より少ない理由（複数回答）（初婚同士） 

 

 

 

※H30 県調査、H25 県調査、R3 全国調査では「パートナー」ではなく「夫」であった 

※H30 県調査、H25 県調査、R3 全国調査では無回答の掲載なし 

  

57.7%

12.3%

15.9%

5.5%

9.1%

30.9%

20.5%

15.9%

21.8%

8.6%

11.4%

3.2%

9.1%

5.9%

50.6%

8.4%

12.9%

6.0%

6.4%

30.1%

14.9%

15.7%

22.1%

12.0%

7.2%

6.0%

7.2%

56.1%

10.6%

9.9%

4.6%

5.3%

35.6%

12.5%

16.8%

13.2%

8.3%

8.3%

5.6%

8.6%

41.0%

7.2%

12.5%

4.4%

5.9%

34.1%

17.8%

14.6%

22.2%

9.1%

6.8%

4.7%

5.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

子育てや教育に

お金がかかりすぎるから

家が狭いから

自分の仕事（勤めや家業）

に差し支えるから

子どもがのびのび育つ

環境ではないから

自分や夫婦の生活を

大切にしたいから

高年齢で生むのはいやだから

これ以上、育児の心理的、

肉体的不安に耐えられないから

健康上の理由から

欲しいけれどもできないから

パートナーの家事・育児への

協力が得られないから

パートナーが望まないから

末子がパートナーの定年退職

までに成人してほしいから

その他

無回答

R5県調査(N=220)

H30県調査(N=249)

H25県調査(N=303)

R3全国調査(N=1,315)
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図表 実際に持つ子どもの人数が理想の人数より少ない理由（最大の理由）（初婚同士） 

 

 

 

※無回答を除く 

※H30 県調査、H25 県調査、R3 全国調査では「パートナー」ではなく「夫」であった 

 

  

38.2%

0.0%

2.0%

1.3%

2.6%

11.8%

6.6%

5.9%

19.7%

2.0%

4.6%

0.0%

5.3%

33.1%

0.7%

2.2%

0.0%

0.0%

13.7%

6.5%

9.4%

22.3%

2.9%

2.2%

2.2%

5.0%

38.0%

1.3%

1.3%

0.0%

1.3%

16.5%

5.1%

12.7%

9.5%

4.4%

0.6%

1.9%

7.6%

19.6%

0.3%

2.1%

0.6%

0.8%

12.7%

4.1%

7.5%

15.2%

1.4%

2.7%

0.4%

3.4%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0%

子育てや教育に

お金がかかりすぎるから

家が狭いから

自分の仕事（勤めや家業）

に差し支えるから

子どもがのびのび育つ

環境ではないから

自分や夫婦の生活を

大切にしたいから

高年齢で生むのはいやだから

これ以上、育児の心理的、

肉体的不安に耐えられないから

健康上の理由から

欲しいけれどもできないから

パートナーの家事・育児への

協力が得られないから

パートナーが望まないから

末子がパートナーの定年退職

までに成人してほしいから

その他

R5県調査(N=152)

H30県調査(N=249)

H25県調査(N=303)

R3全国調査(N=1,315)
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（６）子育てや教育にお金がかかりすぎると考える要因 

問 14 で「1.子育てや教育にお金がかかりすぎる」と回答した方にうかがいます。それ以外の方は、問 17

へお進みください。 

問 15  子育てや教育にお金がかかりすぎると考える要因について、下の理由のうちあてはまる番号

すべてに○をつけてください。 

子育てや教育にお金がかかりすぎると考える要因をみると、「大学教育にかかる費用」が 85.5％で最も

多く、次いで、「塾や習い事にかかる費用」が 79.9％、「高等学校教育にかかる費用」が 68.2％となって

いる。 

前回調査に比べて、「大学教育にかかる費用」が最も多い点は同様だが、ポイントは 6.1 ポイント低下

しており、前回調査はなかった「塾や習い事にかかる費用」が非常に高い割合となっている。また、「出産

にかかる費用」が 10.1 ポイント、「衣食住にかかる費用」が 8.6 ポイント上昇している。 

 

図表 子育てや教育にお金がかかりすぎると考える要因 

 

 

 

※「子育てサービス（一時預かり・ベビーシッターなど）にかかる費用」「塾や習い事にかかる費用」は今回調査からの新規項

目 

※ H30 県調査では無回答の掲載なし 

 

  

34.1%

63.7%

23.5%

25.1%

79.9%

41.3%

38.0%

68.2%

85.5%

7.3%

0.0%

24.0%

55.1%

29.9%

41.3%

41.9%

70.7%

91.6%

19.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

出産にかかる費用

衣食住にかかる費用

医療にかかる費用

子育てサービス（一時預かり・

ベビーシッターなど）にかかる費用

塾や習い事にかかる費用

保育所・認定こども園・

幼稚園などにかかる費用

小学校・中学校教育にかかる費用

高等学校教育にかかる費用

大学教育にかかる費用

その他

無回答

R5県調査(N=179)

H30県調査(N=167)
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（７）子どもはいらないと考える要因 

問 12 で「子どもはいらない」と回答した方にうかがいます。 

問 16  子どもはいらないと考える要因について、下の理由のうちから、あてはまる番号すべてに○

をつけてください。 

子どもはいらないと考える要因をみると、「経済的に負担が大きいから」が 51.9％で最も多く、次いで、

「子育てに対して不安があるから」が 40.7％、「自分の時間や生活を大切にしたいから」が 33.3％となっ

ている。 

（※サンプル数が少ない点に留意が必要である。） 

 

図表 子どもはいらないと考える要因 

 

 

※新規質問項目 

 

  

(N=27)

25.9%

22.2%

40.7%

51.9%

14.8%

18.5%

33.3%

25.9%

25.9%

3.7%

3.7%

22.2%

0.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

子どもが好きではないから

出産に対して不安があるから

子育てに対して不安があるから

経済的に負担が大きいから

子どもに対する責任を負いたくないから

仕事と子育ての両立が難しいから

自分の時間や生活を大切にしたいから

子どもを育てるのに

社会環境が望ましくないから

健康上の理由から

子育ては女性への負担が大きいから

家が狭いから

その他

無回答
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７ 子育て支援策 

（１）結婚・子育ての場所としての奈良県の評価 

問 17  奈良県は結婚して子どもを生み育てやすいところだと思いますか。①あてはまる番号に○を

つけ、②③その理由について、あなたが感じている奈良県のイメージにあてはまる番号すべ

てに○をつけてください。 

①奈良県は結婚して子どもを生み育てやすいところか 

奈良県は結婚して子どもを生み育てやすいところだと思うかどうかについては、「はい」が夫で 66.2％、

妻で 60.8％と、夫の方が 5.4 ポイント高い。 

前回調査に比べて、大きな変化はみられない。 

 

図表 奈良県は結婚して子どもを生み育てやすいところか 

 

 

 

  

66.2%

62.1%

60.8%

62.6%

30.9%

31.0%

36.9%

34.8%

2.9%

6.9%

2.4%

2.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

夫・R5県調査

(N=272)

夫・H30県調査

(N=203)

妻・R5県調査

(N=803)

妻・H30県調査

(N=1,060)

はい いいえ 無回答
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②結婚して子どもを生み育てやすいと思う理由 

結婚して子どもを生み育てやすいと思う理由をみると、「緑が多いなど自然環境がよいから」が夫で

64.4％、妻で 70.9％と最も多く、次いで、「買物など日常の生活環境が整っているから」が夫で 61.1％、

妻で 58.8％、「通勤・通学に便利だから」が夫で 42.2％、妻で 39.3％となっている。 

夫と妻を比べると、「緑が多いなど自然環境がよいから」は妻の方が 6.5 ポイント高く、「地域のつなが

りを感じられるから」は夫の方が 4.2 ポイント高い。 

前回調査に比べて、夫で変動が大きく、「通勤・通学に便利だから」は 13.6 ポイント、「買物など日常

の生活環境が整っているから」は 8.7 ポイント上昇。一方、「家賃など住居費が安いから」は 9.9 ポイン

ト、「治安を守るための対策が十分だから」は 6 ポイント、「緑が多いなど自然環境がよいから」は 4.6 ポ

イント低下している。 

 

図表 結婚して子どもを生み育てやすいと思う理由 

 

 

※「子育て支援サービスが充実しているから」「地域のつながりを感じられるから」は今回調査からの新規項目 

※ H30 県調査では無回答の掲載なし 

  

61.1%

42.2%

22.8%

20.6%

25.0%

8.3%

13.9%

3.9%

64.4%

20.0%

4.4%

0.6%

52.4%

28.6%

23.0%

18.3%

34.9%

14.3%

5.6%

69.0%

4.0%

58.8%

39.3%

23.0%

17.4%

23.2%

7.6%

16.0%

3.1%

70.9%

15.8%

2.7%

0.4%

59.6%

34.2%

23.6%

14.9%

20.6%

9.5%

7.4%

68.4%

4.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

買物など日常の生活環境が

整っているから

通勤・通学に便利だから

教育環境が充実しているから

医療が充実しているから

家賃など住居費が安いから

治安を守るための対策が十分だから

子育て支援サービスが

充実しているから

福祉サービスが充実しているから

緑が多いなど自然環境がよいから

地域のつながりを感じられるから

その他

無回答

夫・R5県調査(N=180)

夫・H30県調査(N=126)

妻・R5県調査(N=488)

妻・H30県調査(N=664)
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③結婚して子どもを生み育てやすいと思わない理由 

結婚して子どもを生み育てやすいと思わない理由をみると、「子育て支援サービスが充実していないか

ら」が夫で 64.3％、妻で 64.5％とほぼ同程度で最も多く、次いで、「通勤・通学に不便だから」が夫で

54.8％、妻で 49.3％、「教育環境が充実していないから」が夫で 52.4％、妻で 37.8％となっている。 

夫と妻を比べると、夫の方が「教育環境が充実していないから」で 14.6 ポイント、「通勤・通学に不便

だから」で 5.5 ポイント、妻より高くなっている。 

前回調査に比べて、夫・妻とも変動が大きく、特に「医療が充実していないから」「福祉サービスが充実

していないから」は、いずれも 10 ポイント以上低下している。一方、夫では「買物など日常の生活環境

が整っていないから」が 9.6 ポイント上昇している。 

 

図表 結婚して子どもを生み育てやすいと思わない理由 

 

※「子育て支援サービスが充実していないから」「地域のつながりを感じられないから」は今回調査からの新規項目 

※H30 県調査は無回答掲載なし 

28.6%

54.8%

52.4%

26.2%

8.3%

14.3%

64.3%

33.3%

7.1%

16.7%

15.5%

1.2%

19.0%

49.2%

38.1%

55.6%

17.5%

7.9%

47.6%

4.8%

12.7%

26.7%

49.3%

37.8%

30.7%

12.5%

11.8%

64.5%

30.7%

6.4%

13.5%

15.2%

0.7%

23.8%

42.0%

52.0%

48.0%

13.8%

17.3%

52.6%

6.8%

21.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

買物など日常の生活環境が

整っていないから

通勤・通学に不便だから

教育環境が充実していないから

医療が充実していないから

家賃など住居費が高いから

治安を守るための

対策が不十分だから

子育て支援サービスが

充実していないから

福祉サービスが充実していないから

緑が少ないなど

自然環境がよくないから

地域のつながりを感じられないから

その他

無回答

夫・R5県調査(N=84)

夫・H30県調査(N=63)

妻・R5県調査(N=296)

妻・H30県調査(N=369)
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（２）父親の育児休暇・休業取得 

①父親が育児休暇・休業をとることについての考え 

問 18 父親も育児休暇・休業を取った方がいいと思いますか。 

父親も育児休暇・休業をとった方がいいと思う人は、夫で 65.1％、妻で 56.2％と、夫の方が 8.9 ポイ

ント高くなっている。 

前回調査に比べて、とった方がいいと思う人は、夫、妻ともに 10.4 ポイント上昇している。 

 

図表 父親が育児休暇・休業をとることについての考え 

 

 

 

②必要だと思う父親の育児休暇・休業の取得期間 

問 18-1 問 18 で「１．思う」を選んだ方にうかがいます。父親の育児休暇・休業の取得期間はどれ

くらい必要だと思いますか。 

必要だと思う父親の育児休暇・休業の取得期間をみると、妻では「１ヶ月程度」が 31.0％で最も多く、

次いで、「３ヶ月程度」が 28.6％となっている。一方、夫では「１ヶ月程度」と「半年程度」がともに 27.1％

で最も多く、次いで、「３ヶ月程度」が 21.5％となっており、妻よりも長い期間必要だと考える人が多く

なっている。 

 

図表 必要だと思う父親の育児休暇・休業の取得期間 

 

 

※「3 ヶ月程度」「半年程度」「1年以上」は今回調査からの新規項目 

  

65.1%

54.7%

56.2%

45.8%

7.0%

13.8%

6.5%

10.9%

27.6%

31.0%

36.7%

42.5%

0.4%

0.5%

0.6%

0.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

夫・R5県調査

(N=272)

夫・H30県調査

(N=203)

妻・R5県調査

(N=803)

妻・H30県調査

(N=1,060)

思う 思わない どちらとも言えない 無回答

1.1%

1.8%

5.1%

7.5%

27.1%

31.0%

21.5%

28.6%

27.1%

22.8%

18.1%

7.8% 0.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

夫(N=177)

妻(N=451)

１週間以内 ２週間程度 １ヶ月程度 ３ヶ月程度 半年程度 １年以上 無回答
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③育児休暇・休業をとらない方がよい（取得にどちらとも言えない）理由 

問 18-2 問 18 で「２．思わない」「３．どちらとも言えない」を選んだ方にうかがいます。その理由

は何ですか。 

育児休暇・休業をとらない方がよい（取得にどちらとも言えない）理由をみると、夫・妻とも「収入が

減り、経済的負担が大きくなる」が最も多いが、夫で 44.7％、妻で 32.9％と、11.8 ポイントの差がある。

次いで、夫では、「男性が育児休業をとることに対する職場の理解が乏しいから」が 19.1％で続き、妻で

は「育児の負担軽減につながらない」が 25.6％となっている。「育児の負担軽減につながらない」は、夫

より妻の方が 7.5 ポイント高い。 

 

図表 育児休暇・休業をとらない方がよい（取得にどちらとも言えない）理由 

 

 

※新規質問項目 

 

④あなたの職場は、男性が結婚・出産・子育てと仕事との両立ができるか 

問 19 あなたの職場は、男性が結婚、出産、子育て（育休等）と仕事との両立ができる職場ですか。 

男性が結婚、出産、子育て（育休等）と仕事の両立ができる職場かどうかについては、「はい」が 42.7％、

「いいえ」が 30.8％で、「はい」の方が多い。「どちらとも言えない」は 21.1％みられた。 

理想の子どもの人数と現実の子どもの人数とのギャップ別にみると、理想より人数が少ないほど、両立

のしにくい職場であることがわかる。 

 

図表 あなたの職場は、男性が結婚・出産・子育てと仕事との両立ができるか 

 

 

※新規質問項目 

18.1%

25.6%

44.7%

32.9%

19.1%

17.0%

2.1%

3.7%

12.8%

14.1%

3.2%

6.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

夫(N=94)

妻(N=347)

育児の

負担軽減に

つながらない

収入が減り、

経済的負担

が大きくなる

男性が育児

休業をとる

ことに対する

職場の理解が

乏しいから

女性が育児を

するものだと

考えて

いるから

その他 無回答

42.7%

36.1%

45.3%

46.9%

30.8%

37.0%

27.9%

25.0%

21.1%

21.4%

22.2%

18.8%

5.3%

5.5%

4.6%

9.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=847)

理想より少ない(N=238)

理想通り(N=477)

理想より多い(N=32)

はい いいえ
どちらとも

言えない
無回答

理
想
的
な
子
ど
も
の

人
数
×
現
実
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⑤男性が育児休業を取得しやすくするために必要な施策 

問 20  男性が育児休業を取得しやすくするためには何が必要だと思いますか。あてはまるものすべ

てに○をつけてください。 

男性が育児休業を取得しやすくするために必要な施策をみると、「職場の理解を増進し、取得できる雰

囲気を醸成すること」が 75.4％で最も多く、次いで、「育児休暇・休業中の給与を維持する制度」が 61.6％、

「同僚職員への負担軽減」が 57.9％となっている。 

自身の職場が、男性の仕事と子育ての両立が可能がどうか別にみても、傾向はあまり変わらないが、「育

児休暇・休業中の給与を維持する制度」で 5 ポイント、両立できない層の方が高くなっている。 

 

図表 男性の仕事と子育ての両立可否別・男性が育児休暇を取得しやすくするために必要な施策 

 

 
※新規質問項目 

  

75.4%

24.5%

43.2%

22.3%

61.6%

27.7%

37.9%

57.9%

6.8%

1.7%

75.4%

26.2%

46.1%

23.5%

62.4%

29.0%

39.0%

58.8%

5.0%

1.4%

74.3%

28.7%

47.9%

24.9%

67.4%

33.7%

41.0%

55.9%

6.5%

0.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

職場の理解を増進し、

取得できる雰囲気を醸成すること

職場における育休取得率の

目標設定に関する制度

育休取得者以外の職場メンバーのモチベーションを

向上させる制度（例えば、周囲の職員への

手当支給や業績評価への反映など）

男性の育児参画促進に関する啓発

（行政や民間組織などから県民へ発信）

育児休暇・休業中の給与を維持する制度

女性の給与等処遇の改善

代替職員に関する支援制度の創設・拡充

同僚職員への負担軽減

その他

無回答

全体(N=1,108)

両立できる(N=362)

両立できない(N=261)
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（３）子育て支援に関する重要度 

問 21  奈良県で子育てをするにあたり、下記問 22 の①～⑭の各項目について、最重要だと思うもの

を１つ、次に重要だと思うものを２つ選んで記入して下さい。 

奈良県での子育て支援に関する重要度をみると、「子育てにかかる経済的支援」が 1.21 点で最も多く、

次いで、「所得の向上」が 0.70 点、「保育所等の保育サービスの充実」が 0.42 点、「働き方改革の推進・

ワークライフバランスの向上」が 0.30 点、「地域の遊び場の充実」が 0.27 点となっている。 

 

図表 子育て支援に関する重要度 

 

 

※最重要＝２点、次に重要＝１点として合計し、対象母数で割った値を得点とした 

  

(N=1,108)

1.21

0.42

0.05

0.12

0.11

0.30

0.14

0.09

0.27

0.10

0.06

0.70

0.25

0.09

0.05

0 0.2 0.4 0.6 0.8 1 1.2 1.4

子育てにかかる経済的支援

保育所等の保育サービスの充実

親子の仲間づくり

気軽に相談ができる場所づくり

男性の育児休業・休暇取得の推進

働き方改革の推進・ワークライフバランスの向上

出産・子育て後、再就職を

希望する者に対する支援

子育てしやすい住宅施策

地域の遊び場の充実

自然・社会体験、ボランティア、

スポーツ活動など子どものための事業

子育てについて相談できる地域サポーターの存在

所得の向上

子どもに対する医療制度の充実

産後ケアに関する制度の拡充

無回答
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（４）子育て支援に関する満足度 

お子さんをお持ちの方にうかがいます。 

問 22  奈良県で子育てをするにあたり、次の①～⑭の各項目について、どれくらいの「満足度」を

感じていますか。各項目それぞれの「満足度」について、あなたのお気持ちに最も近いもの

に１つだけ○をつけてください。 

「十分満たされている」と「どちらかいえば満たされている」の割合の合計（＝満たされている計）を

みると、「子どもに対する医療制度の充実」が 55.1％で最も多く、次いで、「保育所等の保育サービスの充

実」が 52.0％、「親子の仲間づくり」が 51.2％、「気軽に相談ができる場所づくり」が 45.8％となってい

る。 

一方、「ほとんど満たされていない」と「どちらかいえば満たされていない」の割合の合計（＝満たされ

ていない計）は、「所得の向上」が 88.5％で最も多く、次いで、「男性の育児休業・休暇取得の推進」が

82.9％、「働き方改革の推進・ワークライフバランスの向上」が 77.6％、「出産・子育て後、再就職を希望

する者に対する支援」が 74.7％となっている。 

前回調査に比べて、いずれも満たされている計は上昇しているが、最も上昇しているのは「自然・社会

体験、ボランティア、スポーツ活動など子どものための事業」で 9.7 ポイント上昇している。 

 

図表 子育て支援に関する満足度 

 

 

※「③親子の仲間づくり」「④気軽に相談ができる場所づくり」「⑪子育てについて相談できる地域サポーターの存在」「⑫所得の向

上」「⑬子どもに対する医療制度の充実」「⑭産後ケアに関する制度の拡充」は今回調査からの新規項目 

※「⑧子育てしやすい住宅施策」「⑨地域の遊び場の充実」は H30 県調査では「子育てしやすい住宅施策やまちの遊び場の充実」と

なっていた 

 

  

(N=959)

26.6% 71.0%

52.0% 45.2%

51.2% 45.7%

45.8% 51.3%

12.6% 82.9%

17.6% 77.6%

20.1% 74.7%

34.2% 62.2%

33.6% 63.9%

39.8% 56.6%

33.8% 62.5%

8.4% 88.5%
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30.2% 65.0%
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れてい
る計
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ない計
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3.0%

3.8%
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0.7%
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2.5%

25.0%

45.6%

45.0%

41.4%

11.6%

16.6%

18.8%

31.1%

30.6%

36.0%

31.0%

7.7%

44.4%

27.7%

47.3%

35.8%

35.9%

38.1%

39.6%

48.2%

51.2%

41.7%

36.8%

43.5%

46.3%

42.6%

31.4%

47.4%

23.7%

9.4%

9.8%

13.2%

43.3%

29.4%

23.5%

20.5%

27.1%

13.1%

16.2%

45.9%

11.1%

17.6%

2.4%

2.9%

3.1%

2.9%

4.5%

4.8%

5.3%

3.5%

2.5%

3.6%

3.8%

3.0%

2.4%

4.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

①子育てにかかる経済的支援

②保育所等の保育サービスの充実

③親子の仲間づくり

④気軽に相談ができる場所づくり

⑤男性の育児休業・休暇取得の推進

⑥働き方改革の推進・

ワークライフバランスの向上

⑦出産・子育て後、再就職を

希望する者に対する支援

⑧子育てしやすい住宅施策

⑨地域の遊び場の充実

⑩自然・社会体験、ボランティア、

スポーツ活動など子どものための事業

⑪子育てについて相談できる

地域サポーターの存在

⑫所得の向上

⑬子どもに対する医療制度の充実

⑭産後ケアに関する制度の拡充

十分

満たされて

いる

どちらかと

いえば

満たされて

いる

どちらかと

いえば

満たされて

いない

ほとんど

満たされて

いない

無回答



79 

 

図表 子育て支援に関する満足度（H30 県調査） 

 

 

 

 

 

  

(N=1,151)

23.8% 72.3%

43.5% 50.7%

44.6% 47.8%

5.5% 87.5%

11.9% 79.8%

16.2% 75.5%

24.6% 70.3%

30.1% 64.1%

満たさ
れてい
る計

満たさ
れてい
ない計

1.6%

3.4%

3.9%

0.7%

0.7%

0.9%

1.7%

1.9%

22.2%

40.1%

40.7%

4.8%

11.2%

15.3%

22.9%

28.2%

50.8%

40.5%

39.9%

32.2%

45.4%

49.9%

48.2%

48.6%

21.5%

10.2%

7.9%

55.3%

34.4%

25.6%

22.1%

15.5%

3.9%

5.9%

7.6%

7.0%

8.3%

8.3%

5.1%

5.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

①子育てにかかる経済的支援

②保育所等の保育サービスの充実

③親子を対象とした地域における

子育て支援事業

④男性の育児休業取得の推進

⑤働き方改革の推進・

ワークライフバランスの向上

⑥出産・子育て後、再就職を

希望する者に対する支援

⑦子育てしやすい住宅施策や

まちの遊び場の充実

⑧自然・社会体験、ボランティア、

スポーツ活動など子どものための事業

十分

満たされて

いる

どちらかと

いえば

満たされて

いる

どちらかと

いえば

満たされて

いない

ほとんど

満たされて

いない

無回答
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①子育てにかかる経済的支援 

子育てにかかる経済的支援については、満たされている計は、末子が４～５歳の家庭で 32.6％と最も高

く、末子が 13 歳以上の家庭で 22.6％と最も低い。 

 

図表 末子年齢別・子育てにかかる経済的支援 

 

 

 

②保育所等の保育サービスの充実 

保育所等の保育サービスの充実については、満たされている計は、末子が４～５歳の家庭で高く、末子

が０～１歳の家庭で低い。 

 

図表 末子年齢別・保育所等の保育サービスの充実 

 

 

　全体(N=959) 26.6% 71.0%

　6歳未満(N=406) 29.3% 69.7%

0～1歳(N=149) 26.2% 73.1%

2～3歳(N=134) 29.8% 68.7%

4～5歳(N=123) 32.6% 66.6%

　6～9歳(N=200) 28.5% 68.0%

　10～12歳(N=131) 22.9% 74.1%

　13歳以上(N=173) 22.6% 75.1%

満たさ
れてい
る計

満たさ
れてい
ない計

1.6%

2.5%

3.7%

4.1%

0.5%

0.8%

0.6%

25.0%

26.8%

26.2%

26.1%

28.5%

28.0%

22.1%

22.0%

47.3%

45.8%

53.0%

38.1%

45.5%

46.5%

48.9%

52.0%

23.7%

23.9%

20.1%

30.6%

21.1%

21.5%

25.2%

23.1%

2.4%

1.0%

0.7%

1.5%

0.8%

3.5%

3.1%

2.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

十分

満たされて

いる

どちらかと

いえば

満たされて

いる

どちらかと

いえば

満たされて

いない

ほとんど

満たされて

いない

無回答

　全体(N=959) 52.0% 45.2%

　6歳未満(N=406) 49.6% 49.3%

0～1歳(N=149) 38.3% 60.4%

2～3歳(N=134) 47.7% 50.7%

4～5歳(N=123) 65.1% 34.2%

　6～9歳(N=200) 53.0% 43.5%

　10～12歳(N=131) 51.9% 44.2%

　13歳以上(N=173) 57.8% 38.1%

満たさ
れてい
る計

満たさ
れてい
ない計

6.4%

6.7%

5.4%

5.2%

9.8%

7.5%

6.1%

4.6%

45.6%

42.9%

32.9%

42.5%

55.3%

45.5%

45.8%

53.2%

35.8%

39.2%

46.3%

40.3%

29.3%

34.5%

38.9%

27.7%

9.4%

10.1%

14.1%

10.4%

4.9%

9.0%

5.3%

10.4%

2.9%

1.2%

1.3%

1.5%

0.8%

3.5%

3.8%

4.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

十分

満たされて

いる

どちらかと

いえば

満たされて

いる

どちらかと

いえば

満たされて

いない

ほとんど

満たされて

いない

無回答
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③親子の仲間づくり 

親子の仲間づくりについては、満たされている計は、末子が４～５歳の家庭で 56.9％と最も高く、末子

が０～１歳の家庭で 46.3％と最も低い。 

 

図表 末子年齢別・親子の仲間づくり 

 

 

 

④気軽に相談ができる場所づくり 

気軽に相談ができる場所づくりについては、満たされている計は、末子が０～５歳の家庭で５割以上と

高く、13 歳以上の家庭で 39.9％と最も低い。 

 

図表 末子年齢別・気軽に相談ができる場所づくり 

 

 

　全体(N=959) 51.2% 45.7%

　6歳未満(N=406) 51.5% 46.8%

0～1歳(N=149) 46.3% 51.6%

2～3歳(N=134) 52.2% 45.5%

4～5歳(N=123) 56.9% 42.2%

　6～9歳(N=200) 50.5% 44.5%

　10～12歳(N=131) 48.9% 46.6%

　13歳以上(N=173) 52.6% 44.5%

満たさ
れてい
る計

満たさ
れてい
ない計

6.2%

6.9%

7.4%

6.7%

6.5%

5.0%

8.4%

4.6%

45.0%

44.6%

38.9%

45.5%

50.4%

45.5%

40.5%

48.0%

35.9%

35.5%

40.9%

30.6%

34.1%

35.5%

38.2%

37.6%

9.8%

11.3%

10.7%

14.9%

8.1%

9.0%

8.4%

6.9%

3.1%

1.7%

2.0%

2.2%

0.8%

5.0%

4.6%

2.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

十分

満たされて

いる

どちらかと

いえば

満たされて

いる

どちらかと

いえば

満たされて

いない

ほとんど

満たされて

いない

無回答

　全体(N=959) 45.8% 51.3%

　6歳未満(N=406) 52.4% 46.1%

0～1歳(N=149) 51.7% 46.3%

2～3歳(N=134) 54.5% 44.0%

4～5歳(N=123) 51.3% 48.0%

　6～9歳(N=200) 40.5% 54.5%

　10～12歳(N=131) 42.0% 54.2%

　13歳以上(N=173) 39.9% 56.6%

満たさ
れてい
る計

満たさ
れてい
ない計

4.4%

5.4%

6.7%

5.2%

4.1%

3.0%

3.8%

3.5%

41.4%

47.0%

45.0%

49.3%

47.2%

37.5%

38.2%

36.4%

38.1%

34.0%

34.9%

30.6%

36.6%

41.0%

39.7%

44.5%

13.2%

12.1%

11.4%

13.4%

11.4%

13.5%

14.5%

12.1%

2.9%

1.5%

2.0%

1.5%

0.8%

5.0%

3.8%

3.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

十分

満たされて

いる

どちらかと

いえば

満たされて

いる

どちらかと

いえば

満たされて

いない

ほとんど

満たされて

いない

無回答
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⑤男性の育児休業・休暇取得の推進 

男性の育児休業・休暇取得の推進については、満たされている計は、末子が０～１歳の家庭で最も高い

が 19.4％に留まる。 

 

図表 末子年齢別・男性の育児休業・休暇取得の推進 

 

 

 

⑥働き方改革の推進・ワークライフバランスの向上 

働き方改革の推進・ワークライフバランスの向上については、満たされている計は、末子が０～１歳の

家庭で 23.5％と最も高く、末子が 10～12 歳の家庭で 10.7％と最も低い。 

 

図表 末子年齢別・働き方改革の推進・ワークライフバランスの向上 

 

 

 

　全体(N=959) 12.6% 82.9%

　6歳未満(N=406) 15.0% 82.3%

0～1歳(N=149) 19.4% 76.5%

2～3歳(N=134) 11.1% 85.8%

4～5歳(N=123) 13.8% 85.4%

　6～9歳(N=200) 11.0% 83.5%

　10～12歳(N=131) 10.7% 83.9%

　13歳以上(N=173) 12.2% 82.7%

満たさ
れてい
る計

満たさ
れてい
ない計

1.0%

1.2%

2.0%

0.7%

0.8%

1.0%

0.6%

11.6%

13.8%

17.4%

10.4%

13.0%

10.0%

10.7%

11.6%

39.6%

36.2%

37.6%

35.8%

35.0%

39.5%

42.7%

48.0%

43.3%

46.1%

38.9%

50.0%

50.4%

44.0%

41.2%

34.7%

4.5%

2.7%

4.0%

3.0%

0.8%

5.5%

5.3%

5.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

十分

満たされて

いる

どちらかと

いえば

満たされて

いる

どちらかと

いえば

満たされて

いない

ほとんど

満たされて

いない

無回答

　全体(N=959) 17.6% 77.6%

　6歳未満(N=406) 21.4% 75.1%

0～1歳(N=149) 23.5% 73.8%

2～3歳(N=134) 20.9% 74.7%

4～5歳(N=123) 19.5% 77.2%

　6～9歳(N=200) 16.5% 79.0%

　10～12歳(N=131) 10.7% 84.7%

　13歳以上(N=173) 16.8% 76.9%

満たさ
れてい
る計

満たさ
れてい
ない計

1.0%

1.2%

2.7%

0.8%

1.0%

0.6%

16.6%

20.2%

20.8%

20.9%

18.7%

15.5%

10.7%

16.2%

48.2%

44.3%

42.3%

44.8%

46.3%

48.5%

55.7%

52.0%

29.4%

30.8%

31.5%

29.9%

30.9%

30.5%

29.0%

24.9%

4.8%

3.4%

2.7%

4.5%

3.3%

4.5%

4.6%

6.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

十分

満たされて

いる

どちらかと

いえば

満たされて

いる

どちらかと

いえば

満たされて

いない

ほとんど

満たされて

いない

無回答



83 

 

⑦出産・子育て後、再就職を希望する者に対する支援 

出産・子育て後、再就職を希望する者に対する支援については、満たされている計は、末子が０～１歳

の家庭で 24.8％と最も高く、末子が 10～12 歳の家庭で 13.7％と最も低い。 

 

図表 末子年齢別・出産・子育て後、再就職を希望する者に対する支援 

 

 

 

⑧子育てしやすい住宅施策 

子育てしやすい住宅施策については、満たされている計は、末子が２～３歳の家庭で 40.3％と最も高

く、末子が６～９歳の家庭で 31.0％と最も低い。 

 

図表 末子年齢別・子育てしやすい住宅施策 

 

 

 

　全体(N=959) 20.1% 74.7%

　6歳未満(N=406) 23.1% 71.9%

0～1歳(N=149) 24.8% 71.2%

2～3歳(N=134) 20.8% 72.4%

4～5歳(N=123) 23.6% 72.4%

　6～9歳(N=200) 20.5% 74.5%

　10～12歳(N=131) 13.7% 81.0%

　13歳以上(N=173) 17.4% 76.9%

満たさ
れてい
る計

満たさ
れてい
ない計

1.3%

1.2%

2.0%

0.7%

0.8%

2.0%

0.6%

18.8%

21.9%

22.8%

20.1%

22.8%

18.5%

13.7%

16.8%

51.2%

49.5%

51.7%

48.5%

48.0%

49.0%

55.0%

55.5%

23.5%

22.4%

19.5%

23.9%

24.4%

25.5%

26.0%

21.4%

5.3%

4.9%

4.0%

6.7%

4.1%

5.0%

5.3%

5.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

十分

満たされて

いる

どちらかと

いえば

満たされて

いる

どちらかと

いえば

満たされて

いない

ほとんど

満たされて

いない

無回答

　全体(N=959) 34.2% 62.2%

　6歳未満(N=406) 37.6% 59.8%

0～1歳(N=149) 34.2% 63.7%

2～3歳(N=134) 40.3% 56.7%

4～5歳(N=123) 39.0% 58.5%

　6～9歳(N=200) 31.0% 64.5%

　10～12歳(N=131) 35.1% 60.3%

　13歳以上(N=173) 32.4% 64.7%

満たさ
れてい
る計

満たさ
れてい
ない計

3.1%

3.9%

4.0%

5.2%

2.4%

2.5%

1.5%

2.9%

31.1%

33.7%

30.2%

35.1%

36.6%

28.5%

33.6%

29.5%

41.7%

40.1%

41.6%

41.0%

37.4%

41.0%

42.0%

46.8%

20.5%

19.7%

22.1%

15.7%

21.1%

23.5%

18.3%

17.9%

3.5%

2.5%

2.0%

3.0%

2.4%

4.5%

4.6%

2.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

十分

満たされて

いる

どちらかと

いえば

満たされて

いる

どちらかと

いえば

満たされて

いない

ほとんど

満たされて

いない

無回答
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⑨地域の遊び場の充実 

地域の遊び場の充実については、満たされている計は、末子が２～３歳の家庭で 41.1％と最も高く、末

子が６～９歳の家庭で 26.0％と最も低い。 

 

図表 末子年齢別・地域の遊び場の充実 

 

 

 

⑩自然・社会体験、ボランティア、スポーツ活動など子どものための事業 

自然・社会体験、ボランティア、スポーツ活動など子どものための事業については、満たされている計

は、末子が２～３歳の家庭で 42.6％と最も高いが、他の年齢層の家庭でも３割後半～４割前半とあまり差

がない。 

 

図表 末子年齢別・自然・社会体験、ボランティア、スポーツ活動など子どものための事業 

 

　全体(N=959) 33.6% 63.9%

　6歳未満(N=406) 38.2% 60.4%

0～1歳(N=149) 40.3% 57.7%

2～3歳(N=134) 41.1% 57.4%

4～5歳(N=123) 32.6% 66.7%

　6～9歳(N=200) 26.0% 70.0%

　10～12歳(N=131) 32.8% 64.1%

　13歳以上(N=173) 33.0% 64.8%

満たさ
れてい
る計

満たさ
れてい
ない計

3.0%

4.9%

8.1%

3.0%

3.3%

1.5%

1.5%

1.2%

30.6%

33.3%

32.2%

38.1%

29.3%

24.5%

31.3%

31.8%

36.8%

34.5%

36.9%

34.3%

31.7%

39.0%

31.3%

40.5%

27.1%

25.9%

20.8%

23.1%

35.0%

31.0%

32.8%

24.3%

2.5%

1.5%

2.0%

1.5%

0.8%

4.0%

3.1%

2.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

十分

満たされて

いる

どちらかと

いえば

満たされて

いる

どちらかと

いえば

満たされて

いない

ほとんど

満たされて

いない

無回答

　全体(N=959) 39.8% 56.6%

　6歳未満(N=406) 40.4% 57.1%

0～1歳(N=149) 38.3% 59.8%

2～3歳(N=134) 42.6% 53.0%

4～5歳(N=123) 40.7% 58.5%

　6～9歳(N=200) 42.5% 53.0%

　10～12歳(N=131) 41.2% 54.2%

　13歳以上(N=173) 36.4% 60.1%

満たさ
れてい
る計

満たさ
れてい
ない計

3.8%

4.4%

3.4%

4.5%

5.7%

3.0%

3.8%

1.7%

36.0%

36.0%

34.9%

38.1%

35.0%

39.5%

37.4%

34.7%

43.5%

43.3%

47.0%

37.3%

45.5%

42.0%

38.2%

49.7%

13.1%

13.8%

12.8%

15.7%

13.0%

11.0%

16.0%

10.4%

3.6%

2.5%

2.0%

4.5%

0.8%

4.5%

4.6%

3.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

十分

満たされて

いる

どちらかと

いえば

満たされて

いる

どちらかと

いえば

満たされて

いない

ほとんど

満たされて

いない

無回答
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⑪子育てについて相談できる地域サポーターの存在 

子育てについて相談できる地域サポーターの存在については、満たされている計は、末子が０～１歳の

家庭で 42.9％と最も高く、末子が 10～12 歳の家庭で 24.4％と最も低い。 

 

図表 末子年齢別・子育てについて相談できる地域サポーターの存在 

 

 

⑫所得の向上 

所得の向上については、満たされている計は、末子の年齢に関わらず、6～11％程となっているが、末子

が０～１歳の家庭で「ほとんど満たされていない」が 57.0％と、他の年齢層の家庭より約 10 ポイント以

上高くなっている。 

 

図表 末子年齢別・所得の向上 

 

　全体(N=959) 33.8% 62.5%

　6歳未満(N=406) 41.3% 56.9%

0～1歳(N=149) 42.9% 55.7%

2～3歳(N=134) 41.0% 56.7%

4～5歳(N=123) 39.9% 58.5%

　6～9歳(N=200) 30.0% 65.5%

　10～12歳(N=131) 24.4% 68.7%

　13歳以上(N=173) 27.8% 67.6%

満たさ
れてい
る計

満たさ
れてい
ない計

2.8%

4.4%

6.0%

3.7%

3.3%

2.5%

1.2%

31.0%

36.9%

36.9%

37.3%

36.6%

27.5%

24.4%

26.6%

46.3%

41.6%

42.3%

38.8%

43.9%

48.0%

55.7%

49.7%

16.2%

15.3%

13.4%

17.9%

14.6%

17.5%

13.0%

17.9%

3.8%

1.7%

1.3%

2.2%

1.6%

4.5%

6.9%

4.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

十分

満たされて

いる

どちらかと

いえば

満たされて

いる

どちらかと

いえば

満たされて

いない

ほとんど

満たされて

いない

無回答

　全体(N=959) 8.4% 88.5%

　6歳未満(N=406) 9.3% 89.0%

0～1歳(N=149) 7.4% 91.2%

2～3歳(N=134) 11.1% 86.5%

4～5歳(N=123) 9.7% 88.6%

　6～9歳(N=200) 7.0% 89.0%

　10～12歳(N=131) 6.9% 89.3%

　13歳以上(N=173) 8.1% 88.5%

満たさ
れてい
る計

満たさ
れてい
ない計

0.7%

0.7%

0.7%

1.6%

0.5%

0.6%

7.7%

8.6%

7.4%

10.4%

8.1%

6.5%

6.9%

7.5%

42.6%

39.2%

34.2%

41.0%

43.1%

44.0%

45.0%

50.9%

45.9%

49.8%

57.0%

45.5%

45.5%

45.0%

44.3%

37.6%

3.0%

1.7%

1.3%

2.2%

1.6%

4.0%

3.8%

3.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

十分

満たされて

いる

どちらかと

いえば

満たされて

いる

どちらかと

いえば

満たされて

いない

ほとんど

満たされて

いない

無回答
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⑬子どもに対する医療制度の充実 

子どもに対する医療制度の充実については、満たされている計は、末子が４～５歳の家庭で 66.7％と最

も高く、末子が６～９歳が 48.0％と最も低い。 

 

図表 末子年齢別・子どもに対する医療制度の充実 

 

 

 

⑭産後ケアに関する制度の拡充 

産後ケアに関する制度の拡充については、満たされている計は、末子が４～５歳の家庭で 42.3％と最も

高く、末子が 13 歳以上の家庭で 23.1％と最も低い。 

 

図表 末子年齢別・産後ケアに関する制度の拡充 

 

 

  

　全体(N=959) 55.1% 42.5%

　6歳未満(N=406) 63.8% 34.8%

0～1歳(N=149) 64.4% 34.2%

2～3歳(N=134) 60.5% 38.1%

4～5歳(N=123) 66.7% 31.7%

　6～9歳(N=200) 48.0% 48.5%

　10～12歳(N=131) 48.1% 48.8%

　13歳以上(N=173) 49.7% 48.5%

満たさ
れてい
る計

満たさ
れてい
ない計

10.7%

15.0%

17.4%

15.7%

11.4%

10.5%

4.6%

4.0%

44.4%

48.8%

47.0%

44.8%

55.3%

37.5%

43.5%

45.7%

31.4%

25.4%

25.5%

25.4%

25.2%

31.0%

36.6%

41.0%

11.1%

9.4%

8.7%

12.7%

6.5%

17.5%

12.2%

7.5%

2.4%

1.5%

1.3%

1.5%

1.6%

3.5%

3.1%

1.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

十分

満たされて

いる

どちらかと

いえば

満たされて

いる

どちらかと

いえば

満たされて

いない

ほとんど

満たされて

いない

無回答

　全体(N=959) 30.2% 65.0%

　6歳未満(N=406) 35.7% 60.8%

0～1歳(N=149) 32.2% 65.8%

2～3歳(N=134) 33.5% 60.5%

4～5歳(N=123) 42.3% 55.3%

　6～9歳(N=200) 26.5% 68.0%

　10～12歳(N=131) 27.5% 66.4%

　13歳以上(N=173) 23.1% 72.3%

満たさ
れてい
る計

満たさ
れてい
ない計

2.5%

3.2%

4.0%

2.2%

3.3%

3.0%

1.5%

0.6%

27.7%

32.5%

28.2%

31.3%

39.0%

23.5%

26.0%

22.5%

47.4%

41.1%

45.0%

39.6%

38.2%

48.0%

48.1%

60.7%

17.6%

19.7%

20.8%

20.9%

17.1%

20.0%

18.3%

11.6%

4.7%

3.4%

2.0%

6.0%

2.4%

5.5%

6.1%

4.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

十分

満たされて

いる

どちらかと

いえば

満たされて

いる

どちらかと

いえば

満たされて

いない

ほとんど

満たされて

いない

無回答
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（５）希望する人数を生み育てられるようにするために必要な取組み 

問 23  希望する人数の子どもを生み育てられるようにするために、以下の 1～12 のうち、何が必要

だと思いますか。最重要だと思うものを１つ、次に重要だと思うものを２つ選んで記入して

ください。 

希望する人数を生み育てられるようにするために必要な取組みをみると、「妊娠から出産までの費用の

軽減・無償化」が 0.92 点で最も多く、次いで、「不妊治療に関する制度（休暇制度、職場の理解増進、治

療費）への支援」が 0.53 点、「新婚世帯への住居や生活費の支援」が 0.51 点、「保育士の確保などによる

保育サービスの充実」が 0.39 点、「男性育休やワークライフバランスの促進」が 0.29 点となっている。 

 

図表 希望する人数を生み育てられるようにするために必要な取組み 

 

 

※新規質問項目 

※最重要＝２点、次に重要＝１点として合計し、対象母数で割った値を得点とした 

 

 

 

  

(N=1,108)

0.23

0.19

0.11

0.51

0.53

0.92

0.19

0.11

0.18

0.29

0.39

0.24

0.07

0 0.2 0.4 0.6 0.8 1

学生の結婚観・家庭観など

ライフプランの早期醸成

結婚を希望する方に対するマッチング支援

結婚や子育てに関する悩みを

相談できる身近なサポーターの養成

新婚世帯への住居や生活費の支援

不妊治療に関する制度（休暇制度、

職場の理解増進、治療費）への支援

妊娠から出産までの費用の軽減・無償化

授乳室やあそびの場の整備など

子育てしやすいまちづくり

子育てに関する悩みを

相談できる場（ＳＮＳ含む）の充実

産後ケアの強化・拡充

男性育休やワークライフバランスの促進

保育士の確保などによる保育サービスの充実

その他

無回答
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（６）子どもが３歳になるまでの間の制度や施設の利用状況 

お子さんをお持ちの方にうかがいます。 

問 24 あなた方ご夫婦のお子さんが３歳になるまでの間、子育てに関する各制度や施設を利用しま

したか。 

子どもが３歳になるまでの間に利用した制度や施設は、第一子が「地域の子育て支援拠点（親子の交流

や育児相談をする場）」で 44.0％、第二子が、「地域の子育て支援拠点（親子の交流や育児相談をする場）」

で 34.5％、第三子が「産前・産後休暇制度」で 29.4％が最も多くなっている。次いで、第一子、第二子は

「産前・産後休暇制度」「育児休業制度（妻）」と続き、第三子は「地域の子育て支援拠点（親子の交流や

育児相談をする場）」「育児休業制度（妻）」となっている。 

第一子ほど利用が多い制度・施設が多いが、「認定子ども園（保育所と幼稚園が一体化した施設）」「育児

休業制度（夫）」は第三子ほど利用が多くなっている。 

子どものいる初婚同士の夫婦で前回調査に比べて、第一子ではほとんどの制度・施設の割合が上昇して

いるが、「地域の子育て支援拠点（親子の交流や育児相談をする場）」は 1.4 ポイント低下している。上昇

幅が大きいのは、「育児休業制度（妻）」で 9.8 ポイント、「産前・産後休暇制度」で 9.4 ポイントの上昇

となっている。また、「どれも利用しなかった」は、前回調査の 20.4％から 4.9 ポイント低下して 15.5％

となっている。 

同様に、第二子でも、ほとんどの制度・施設の割合が上昇しており、「地域の子育て支援拠点（親子の交

流や育児相談をする場）」の割合は、前回調査とほぼ同じとなっている。上昇幅が大きいのは、「産前・産

後休暇制度」で 9.6 ポイント、「育児休業制度（妻）」で 9.1 ポイントの上昇となっている。「どれも利用

しなかった」は、前回調査の 24.8％から 8.6 ポイント低下して 16.2％となっている。 

同様に、第三子でも、ほとんどの制度・施設の割合が上昇しているが、「地域の子育て支援拠点（親子の

交流や育児相談をする場）」の割合は、前回調査とほぼ同じとなっている。上昇幅が大きいのは、「産前・

産後休暇制度」で 9.9 ポイント、「育児休業制度（妻）」で 7.8 ポイントの上昇となっている。「どれも利

用しなかった」は、前回調査の 26.0％から 6.3 ポイント低下して 19.7％となっている。 

第一子が３歳になるまでの間の制度や施設の利用状況を、妻の就業状況別にみると、就業継続中の妻で

は「産前・産後休暇制度」「育児休業制度（妻）」の割合は６割弱となっている。また、「育児時間制度・短

時間勤務制度（妻）」「認可保育所（特例保育事業を含む）」「認定子ども園（保育所と幼稚園が一体化した

施設）」も、就業継続中の妻で高くなっている。一方、「保育所・幼稚園等の一時預かり」は復職した妻、

「地域の子育て支援拠点（親子の交流や育児相談をする場）」は、離職した妻が高くなっている。また、妻

の就業状況に関わらず、「育児休業制度（夫）」「育児時間制度・短時間勤務制度（夫）」の利用率にはほと

んど差はなく、いずれも 6％未満となっている。 
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図表 子どもが３歳になるまでの間の制度や施設の利用状況 

 

 

 

 

 

 

  

39.7%

38.0%

4.7%

16.4%

0.7%

27.0%

18.6%

2.2%

0.2%

22.8%

3.2%

6.0%

1.0%

2.8%

44.0%

14.5%

2.0%

33.2%

31.7%

4.8%

16.1%

1.3%

23.0%

24.1%

1.3%

0.3%

20.3%

2.2%

3.7%

0.9%

1.8%

34.5%

15.4%

2.2%

29.4%

26.9%

6.6%

13.7%

1.0%

23.4%

25.4%

1.5%

0.5%

16.2%

0.5%

2.0%

1.5%

1.5%

28.4%

16.8%

3.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

産前・産後休暇制度

育児休業制度（妻）

育児休業制度（夫）

育児時間制度・短時間勤務制度（妻）

育児時間制度・短時間勤務制度（夫）

認可保育所（特例保育事業を含む）

認定こども園

（保育所と幼稚園が一体化した施設）

小規模保育事業

家庭的保育事業

保育所・幼稚園等の一時預かり

事業所内保育事業・企業主導型保育事業

認可外保育施設（託児所・ベビーホテル）など

民間のベビーシッター

ファミリーサポートセンター

（会員間の育児の相互援助活動）

地域の子育て支援拠点

（親子の交流や育児相談をする場）

どれも利用しなかった

無回答

第一子(N=959)

第二子(N=669)

第三子(N=197)
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図表 第一子が３歳になるまでの間の制度や施設の利用状況（過去調査比較） 

 

 

 

※R5 県調査、H30 県調査は子どもがいる初婚同士の夫婦、H25 県調査は子どもがいる初婚同士の夫婦の妻 

※H30 県調査、H25 県調査は「育児時間制度・短時間勤務制度」は「短時間勤務制度」、「事業所内保育事業・企業主導型保育事

業」は「事業所内保育事業」であった。また、「認可保育所」は公立・私立の区別があった。また、無回答は掲載なし 

※H30 県調査は「認定子ども園」は公立・私立の区別があった 

※「小規模保育事業」「家庭的保育事業」は H30 県調査からの項目 

※H25 県調査は「民間のベビーシッター」は「保育ママ（少人数の家庭的保育）・民間のベビーシッターなど」であった 

 

  

41.1%

39.0%

4.9%

16.2%

0.9%

29.7%

16.8%

2.4%

0.3%

22.0%

3.5%

6.5%

0.6%

3.5%

45.5%

15.5%

0.9%

31.7%

29.2%

1.6%

9.5%

0.3%

1.5%

0.5%

13.3%

2.2%

6.4%

0.9%

2.1%

46.9%

20.4%

16.0%

13.4%

0.4%

3.3%

0.3%

0.9%

12.8%

1.6%

3.2%

0.9%

1.4%

27.2%

37.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

産前・産後休暇制度

育児休業制度（妻）

育児休業制度（夫）

育児時間制度・短時間勤務制度（妻）

育児時間制度・短時間勤務制度（夫）

認可保育所（特例保育事業を含む）

認定こども園

（保育所と幼稚園が一体化した施設）

小規模保育事業

家庭的保育事業

保育所・幼稚園等の一時預かり

事業所内保育事業・企業主導型保育事業

認可外保育施設（託児所・ベビーホテル）

など

民間のベビーシッター

ファミリーサポートセンター

（会員間の育児の相互援助活動）

地域の子育て支援拠点

（親子の交流や育児相談をする場）

どれも利用しなかった

無回答

R5県調査(N=659)

H30県調査(N=872)

H25県調査(N=1,377)
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図表 第二子が３歳になるまでの間の制度や施設の利用状況（過去調査比較） 

 

 

 

※R5 県調査、H30 県調査は子どもがいる初婚同士の夫婦、H25 県調査は子どもがいる初婚同士の夫婦の妻 

※H30 県調査、H25 県調査は「育児時間制度・短時間勤務制度」は「短時間勤務制度」、「事業所内保育事業・企業主導型保育事

業」は「事業所内保育事業」であった。また、「認可保育所」は公立・私立の区別があった。また、無回答は掲載なし 

※H30 県調査は「認定子ども園」は公立・私立の区別があった 

※「小規模保育事業」「家庭的保育事業」は H30 県調査からの項目 

※H25 県調査は「民間のベビーシッター」は「保育ママ（少人数の家庭的保育）・民間のベビーシッターなど」であった 
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11.0%

0.3%

2.6%

0.1%

0.7%

9.9%

1.1%

2.1%

1.0%

1.4%

19.6%

42.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

産前・産後休暇制度

育児休業制度（妻）

育児休業制度（夫）

育児時間制度・短時間勤務制度（妻）

育児時間制度・短時間勤務制度（夫）

認可保育所（特例保育事業を含む）

認定こども園

（保育所と幼稚園が一体化した施設）

小規模保育事業

家庭的保育事業

保育所・幼稚園等の一時預かり

事業所内保育事業・企業主導型保育事業

認可外保育施設（託児所・ベビーホテル）

など

民間のベビーシッター

ファミリーサポートセンター

（会員間の育児の相互援助活動）

地域の子育て支援拠点

（親子の交流や育児相談をする場）

どれも利用しなかった

無回答

R5県調査(N=474)

H30県調査(N=638)

H25県調査(N=1,069)
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図表 第三子が３歳になるまでの間の制度や施設の利用状況（過去調査比較） 

 

 

 

※R5 県調査、H30 県調査は子どもがいる初婚同士の夫婦、H25 県調査は子どもがいる初婚同士の夫婦の妻 

※H30 県調査、H25 県調査は「育児時間制度・短時間勤務制度」は「短時間勤務制度」、「事業所内保育事業・企業主導型保育事

業」は「事業所内保育事業」であった。また、「認可保育所」は公立・私立の区別があった。また、無回答は掲載なし 

※H30 県調査は「認定子ども園」は公立・私立の区別があった 

※「小規模保育事業」「家庭的保育事業」は H30 県調査からの項目 

※H25 県調査は「民間のベビーシッター」は「保育ママ（少人数の家庭的保育）・民間のベビーシッターなど」であった 

 

  

29.9%

26.3%

8.8%

15.3%

0.0%

25.5%

23.4%

0.0%

0.7%

15.3%

0.7%

1.5%

1.5%

1.5%

29.9%

19.7%

2.2%

20.0%

18.5%

4.0%

8.0%

0.5%

1.5%

0.0%

12.5%

3.0%

2.5%

1.0%

1.0%

28.5%

26.0%

10.8%

9.3%

0.9%

1.8%

0.0%

0.3%

8.4%

1.8%

2.1%

0.9%

0.9%

12.6%

44.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

産前・産後休暇制度

育児休業制度（妻）

育児休業制度（夫）

育児時間制度・短時間勤務制度（妻）

育児時間制度・短時間勤務制度（夫）

認可保育所（特例保育事業を含む）

認定こども園

（保育所と幼稚園が一体化した施設）

小規模保育事業

家庭的保育事業

保育所・幼稚園等の一時預かり

事業所内保育事業・企業主導型保育事業

認可外保育施設（託児所・ベビーホテル）

など

民間のベビーシッター

ファミリーサポートセンター

（会員間の育児の相互援助活動）

地域の子育て支援拠点

（親子の交流や育児相談をする場）

どれも利用しなかった

無回答

R5県調査(N=137)

H30県調査(N=200)

H25県調査(N=333)
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図表 妻の就労継続状況別・第一子が３歳になるまでの間の制度や施設の利用状況 

 

 

 

  

39.7%

38.0%

4.7%

16.4%

0.7%

27.0%

18.6%

2.2%

0.2%

22.8%

3.2%

6.0%

1.0%

2.8%

44.0%

14.5%

2.0%

58.3%

57.1%

5.8%

24.5%

0.9%

36.1%

22.6%

2.9%

0.2%

19.9%

4.3%

6.2%

1.3%

2.9%

40.8%

9.4%

1.4%

9.4%

7.2%

2.2%

2.9%

0.0%

18.8%

15.9%

1.4%

0.7%

31.2%

1.4%

7.2%

0.7%

2.2%

44.2%

23.2%

1.4%

13.5%

10.4%

2.6%

4.2%

1.0%

9.4%

8.9%

1.6%

0.0%

26.6%

0.5%

4.7%

0.5%

3.1%

54.7%

22.4%

2.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

産前・産後休暇制度

育児休業制度（妻）

育児休業制度（夫）

育児時間制度・短時間勤務制度（妻）

育児時間制度・短時間勤務制度（夫）

認可保育所（特例保育事業を含む）

認定こども園

（保育所と幼稚園が一体化した施設）

小規模保育事業

家庭的保育事業

保育所・幼稚園等の一時預かり

事業所内保育事業・企業主導型保育事業

認可外保育施設（託児所・ベビーホテル）

など

民間のベビーシッター

ファミリーサポートセンター

（会員間の育児の相互援助活動）

地域の子育て支援拠点

（親子の交流や育児相談をする場）

どれも利用しなかった

無回答

全体(N=959)

就業継続(N=552)

復職(N=138)

離職(N=192)
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（７）実際に利用してみたい（したかった）制度や施設 

問 24-1 実際に利用してみたい（利用したかった）各制度や施設はどれですか。上記問 24 の 1～15

からあてはまるものすべての番号を選んでください。 

実際に利用してみたい（利用したかった）制度や施設をみると、「育児休業制度（夫）」が 21.9％で最も

多く、次いで、「保育所・幼稚園等の一時預かり」が 15.2％、「育児時間制度・短時間勤務制度（夫）」が

14.9％となっている。 

 

図表 実際に利用してみたい（したかった）制度や施設 

 

 
※新規質問項目 

  

(N=959)

11.6%

10.2%

21.9%

12.6%

14.9%

5.6%

8.7%

2.4%

2.5%

15.2%

2.4%

4.5%

13.5%

13.9%

8.9%

0.0%

38.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

産前・産後休暇制度

育児休業制度（妻）

育児休業制度（夫）

育児時間制度・短時間勤務制度（妻）

育児時間制度・短時間勤務制度（夫）

認可保育所（特例保育事業を含む）

認定こども園

（保育所と幼稚園が一体化した施設）

小規模保育事業

家庭的保育事業

保育所・幼稚園等の一時預かり

事業所内保育事業・企業主導型保育事業

認可外保育施設（託児所・ベビーホテル）など

民間のベビーシッター

ファミリーサポートセンター

（会員間の育児の相互援助活動）

地域の子育て支援拠点

（親子の交流や育児相談をする場）

どれも利用しなかった

無回答
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８ 自由記述意見 

 

 

  

番号 項目 件数 主な意見 夫 妻 不明 計

1 結婚への期待をもてるような環境づくりを望む 2 1 0 3

2 出会いの場の提供を望む 0 3 0 3

3 その他 1 2 0 3

4
妊娠・出産時の費用の補助を増やす、または無償化
してほしい

10 15 1 26

5
不妊治療の助成を充実させてほしい、年齢制限が不
満

3 12 0 15

6 妊娠・出産に関する情報提供を望む 1 3 0 4

7 子どもを産みやすい環境整備を望む 1 2 0 3

8 産後ケアサービスをもっと気軽に使いたい 0 2 0 2

9 産後ケアをもっと充実してほしい 0 2 0 2

10 妊娠・出産に関する意識改善が必要 1 1 0 2

11 その他 1 6 0 7

12 子育て支援制度、サービスの充実を望む 6 22 1 29

13 子育て支援の地域格差を是正してほしい 1 5 0 6

14 障害を持つ親、または子に対する支援の充実を望む 0 6 0 6

15 相談体制を強化してほしい 0 4 0 4

16 子育てしやすい街にしてほしい 1 1 0 2

17 その他 1 9 0 10

18
公園、子どもの遊び場・施設を増やして欲しい、整
備してほしい

5 37 0 42

19 子育て環境を整えてほしい 1 3 0 4

20
ファミリーサポート、託児の利用をしやすくしてほ
しい

0 2 0 2

21 子どもの通学を安全なバス送迎にしてほしい 0 2 0 2

22 子どもや障害児への医療体制を整えてほしい 1 1 0 2

23 その他 5 8 0 13

24 経済的支援をしてほしい 10 17 1 28

25 育児・教育費用の助成を手厚くしてほしい 5 8 0 13

26 経済的な子育て支援は大学まで継続してほしい 1 10 1 12

27 経済的な子育て支援の所得格差を無くしてほしい 2 9 0 11

28 高校の完全無償化をしてほしい 0 7 1 8

29 子供の数や、世帯収入での支援格差は無くすべき 0 8 0 8

30 税金が高い上に、保育料などの負担が大きい 1 6 0 7

31 医療費補助をしてほしい 1 5 0 6

32 経済的な子育て支援の地域格差を無くしてほしい 2 3 0 5

33 公立・私立高校の学費を無償化してほしい 1 4 0 5

34 給食費を無償化してほしい 2 2 0 4

35 教育費用の助成を手厚くしてほしい 0 3 0 3

36 子育て支援クーポンが欲しい・充実してほしい 0 3 0 3

37 高校・大学費用の負担を軽減してほしい 0 2 0 2

38 多子世帯への経済的支援をしてほしい 2 0 0 2

39 その他 0 15 0 15

子育て環境・地
域連携に関する
こと

65

経済的な子育て
支援に関するこ
と

132

結婚に関するこ
と

9

妊娠・出産に関
すること

61

子育て支援制度
に関すること

57
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番号 項目 件数 主な意見 夫 妻 不明 計

40 所得向上に向けた取組みをしてほしい 7 19 0 26

41
経済的に余裕がなければ理想の子どもの人数は増え
ない

3 7 1 11

42 物価上昇により生活がしづらい 2 7 1 10

43
経済的に余裕がないと子どもの進路の選択肢が用意
できない

2 6 0 8

44
自営業・個人事業主の育休・子どもの病欠時の給料
保証をしてほしい

1 1 0 2

45 その他 0 6 0 6

46 フレックス制など柔軟な就労形態が進むことが重要 0 18 0 18

47 家庭と仕事の両立が難しい 1 5 0 6

48 子どもの送迎のために長く働けない 1 3 0 4

49 休みがとりづらい労働環境である 1 2 0 3

50 ワークライフバランスの推進するための施策を望む 1 1 0 2

51 職場の意識改善が重要 0 2 0 2

52 働くことで子どもと過ごす時間が少なくなる 0 2 0 2

53 その他 1 5 0 6

54
待機児童問題を解消し、希望者全員が希望の保育園
を利用できるようにしてほしい

4 4 0 8

55 保育士の確保、待遇改善が必要である 1 5 0 6

56 保育士の労働環境の改善、地位の向上 2 4 0 6

57 保育所に入れない・入りにくい 0 5 0 5

58 保育制度の改善 0 5 0 5

59
病児保育、一時預かり、早朝保育、夜間保育、休日
保育を充実させてほしい

0 4 0 4

60 保育園の増設を望む（土日含む） 1 3 0 4

61 保育料が高い 2 2 0 4

62 育休中、保育園退園なしの制度にしてほしい 0 3 0 3

63 育休退園の改善 0 2 0 2

64 収入による保育料格差の解消をしてほしい 1 1 0 2

65 その他 4 9 1 14

66 子育てに関する教育を行う 1 8 1 10

67 教育環境の改善 0 5 0 5

68 障害児、不登校に対する支援の強化 1 1 0 2

69 その他 1 5 0 6

70 設問が多い、問題がある 3 18 1 22

71 オンライン回答にしてほしい 6 6 0 12

72 調査結果を有効活用してほしい 2 2 0 4

73 その他 2 1 0 3

74 意識改善が重要 4 6 1 11

75 就労環境の改善が重要 3 6 0 9

76 少子化対策の推進 5 3 0 8

77 よりよい政策を望む 0 7 0 7

78 情報提供を工夫してほしい 1 3 0 4

79 里親や特別養子縁組の取組みの推進 0 4 0 4

80 交通が不便 1 1 0 2

81 子育てしやすいまちになることを望む 1 1 0 2

82 子育てや介護による女性の負担が大きい 0 2 0 2

83 若年者向けの支援が不足している 1 1 0 2

84 税金が適切に使われていない 2 0 0 2

85 発達障害児への支援・サービスの強化を望む 0 2 0 2

86 その他 12 10 0 22

本調査に関する
こと

41

その他の意見・
要望

77

ワークライフバ
ランスに関する
こと

43

保育に関するこ
と

63

教育に関するこ
と

23

経済支援に関す
ること

63
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第３章 独身者調査の結果 

１ 回答者の属性 

（１）年齢 

問２３ ①にあなたの出生年月を、②にあなたの性別を記入してください。また、③親との同居/別居

について、あてはまる番号に○をつけてください。 

年齢構成をみると、男性では「20～24 歳」が 24.5％で最も多く、次いで「25～29 歳」が 15.0％、「30

～34 歳」「40～44 歳」がともに 13.5％となっている。前回調査に比べて、18～19 歳、25～39 歳の割合が

低下し、20～24 歳、40 歳代の割合が上昇している。 

女性では「20～24 歳」が 24.9％で最も多く、次いで「25～29 歳」が 18.1％、「45～49 歳」が 13.7％と

なっている。前回調査に比べて、20～34 歳、40～44 歳の割合が低下し、18～19 歳、35～39 歳、45 歳～

49 歳の割合が上昇している。 

 

図表 年齢構成 

 

 

  

6.9%

8.0%

11.7%

5.2%

4.3%

8.9%

24.5%

22.6%

24.8%

24.9%

26.7%

27.5%

15.0%

15.6%

19.2%

18.1%

21.8%

20.5%

13.5%

14.6%

14.8%

12.4%

12.5%

12.8%

12.7%

15.0%

10.7%

10.6%

10.1%

11.0%

13.5%

12.3%

9.5%

11.4%

12.9%

9.9%

11.8%

11.6%

5.6%

13.7%

11.2%

5.9%

2.2%

0.3%

3.7%

3.8%

0.4%

3.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

男性・R5県調査(N=408)

男性・H30県調査(N=301)

男性・H25県調査(N=698)

女性・R5県調査(N=502)

女性・H30県調査(N=464)

女性・H25県調査(N=883)

18～19歳 20～24歳 25～29歳 30～34歳 35～39歳 40～44歳 45～49歳 無回答
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（２）性別 

回答者の性別をみると、「男性」が 44.7％、「女性」が 55.0％と、女性のほうが 10.3 ポイント高い。 

前回調査に比べて、男性の割合が 5.5 ポイント上昇し、女性の割合が 5.4 ポイント低下している。 

 

図表 性別 

 

 

 

 

 

（３）親との同居/別居 

親との同居／別居の状況をみると、「親と同居している」が 76.0％で最も多く、次いで「親と離れて（別

居して）生活している」が 21.2％となっている。 

前回調査に比べて、「親と離れて（別居して）生活している」の割合が 0.7 ポイント低下し、「親と同居

している」の割合は前回調査と変わっていない。 

 

図表 親との同居/別居 

 

 

  

44.7%

39.2%

43.9%

55.0%

60.4%

55.5%

0.2%

0.4%

0.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

R5県調査(N=912)

H30県調査(N=768)

H25県調査(N=1,591)

男性 女性 無回答

76.0%

76.0%

79.4%

21.2%

21.9%

16.7%

1.1%

0.9%

1.3%

1.8%

1.2%

2.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

R5県調査(N=912)

H30県調査(N=768)

H25県調査(N=1,591)

親と

同居している

親と離れて

（別居して）

生活している

すでに

亡くなった
無回答
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（４）お住まいの市町村 

問２４ あなたのお住まいの地域を記入してください。（市町村名） 

お住まいの地域をみると、「北和」が 55.9％で最も多く、次いで「中和・南和」が 36.5％、「西和」が

4.3％となっている。 

 

 

図表 お住まいの市町村 

 
※新規質問項目 

 

 

（５）結婚経験の有無 

問２５ あなたはこれまでに結婚（届出をしたもの）をしたことがありますか。 

結婚経験の有無をみると、「ない」が 91.8％、「ある」が 8.1％と、「ない」ほうが 83.7 ポイント高い。 

前回調査に比べて、有無の割合に大きな変化はない。 

 

図表 結婚経験の有無 

 

 

  

55.9% 4.3%

1.9%

36.5% 1.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

R5県調査(N=912)

北和 西和 宇陀 中和・南和 無回答

91.8%

85.7%

83.3%

8.1%

13.5%

15.4%

0.1%

0.8%

1.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

R5県調査(N=912)

H30県調査(N=768)

H25県調査(N=1,591)

ない ある 無回答
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（６）子どもの有無・人数 

問２５－１① あなたに現在お子さんはいますか（成人を含む）。①の１．に○をつけた方は、 

右側②にお子さんの数を記入してください。 

①子どもの有無 

子どもの有無をみると、男性ではいる割合が 2.7％となっており、女性ではいる割合が 7.8％となって

いる。 

 

図表 子どもの有無 

 

 

  

2.7%

7.6%

4.7%

7.8%

12.5%

12.1%

95.8%

88.0%

77.8%

91.4%

83.2%

77.8%

1.5%

4.3%

17.5%

0.8%

4.3%

10.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

男性・R5県調査(N=408)

男性・H30県調査(N=301)

男性・H25県調査(N=698)

女性・R5県調査(N=502)

女性・H30県調査(N=464)

女性・H25県調査(N=883)

いる いない 無回答
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②子どもの数 

子どもの数をみると、男性では「１人」が 54.5％で最も多く、次いで「３人」が 27.3％、「２人」が 18.2％

となっている。 

女性では「１人」が 61.5％で最も多く、次いで「２人」が 30.8％、「３人」が 5.1％となっている。 

 

図表 子どもの数 

 

 

  

54.5%

43.5%

18.2%

61.5%

56.9%

45.8%

18.2%

34.8%

15.2%

30.8%

25.9%

30.8%

27.3%

4.3%

6.1%

5.1%

13.8%

9.3%

4.3%

3.0%

2.6%

3.4%

2.8%

13.0%

57.6%

11.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

男性・R5県調査(N=11)

男性・H30県調査(N=23)

男性・H25県調査(N=33)

女性・R5県調査(N=39)

女性・H30県調査(N=58)

女性・H25県調査(N=107)

１人 ２人 ３人 ４人以上 無回答
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２ 就労状況 

（１）就労形態・職種・勤め先の従業員数 

問２６ あなたのお仕事についておたずねします。ａ、ｂの２つの時期について、それぞれ①おつとめ

の状況、②職種、③おつとめ先の従業員数のあてはまる番号に１つずつ○をつけてください。

①おつとめの状況 

①就労形態 

現在の就労の有無をみると、就労している割合は、男性では 66.4％、女性では 70.1％となっている。

前回調査に比べて、就労している割合には大きな変化はみられない。 

就労形態をみると、男性では「正規職員」が 46.1％で最も多くなっている。「パート・アルバイト」及

び「派遣・嘱託・契約社員」を合わせた非正規雇用職員は 13.7％となっている。前回調査に比べて大きな

変化はみられない。 

女性では「正規職員」が 48.6％で最も多くなっている。「パート・アルバイト」及び「派遣・嘱託・契

約社員」を合わせた非正規雇用職員は 17.2％となっている。前回調査に比べて、「正規職員」の割合が 4.6 

ポイント上昇し、非正規雇用職員の割合が 3.5 ポイント低下している。 

 

図表 就労形態 a. 最後に学校を卒業した直後 

 

※R3 全国調査は「自営業主・家族従業者」が１項目にまとめられている 

※「その他就労」は R3 全国調査のみ 

  

47.8%

43.9%

48.0%

47.6%

52.6%

47.1%

12.0%

8.3%

9.4%

15.7%

9.9%

11.4%

2.9%

7.0%

2.9%

5.8%

3.9%

2.9%

1.5%

1.3%

1.2%

1.4%

0.6%

0.7%

1.5%

0.7%

0.2%

0.6%

9.1%

5.3%

8.0%

4.0%

4.3%

7.4%

17.9%

19.9%

23.2%

15.9%

17.5%

23.6%

0.3%

0.3%

7.4%

13.6%

7.1%

9.4%

10.6%

6.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

男性・R5県調査(N=408)

男性・H30県調査(N=301)

男性・R3全国調査(N=2,033)

女性・R5県調査(N=502)

女性・H30県調査(N=464)

女性・R3全国調査(N=2,053)

正規

職員

ﾊﾟｰﾄ・

ｱﾙﾊﾞｲﾄ

派遣・

嘱託・

契約

社員

自営業

主

家族

従業者

・内職

無職・

家事
学生 無回答

その他

就労
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図表 就労形態 b. 現在 

 

※R3 全国調査は「自営業主・家族従業者」が１項目にまとめられている 

※「その他就労」は R3 全国調査のみ 

 

図表 現在の就労の有無 

 

  

46.1%

47.2%

50.8%

48.6%

44.0%

46.7%

8.3%

5.6%

7.6%

10.6%

11.9%

11.4%

5.4%

7.0%

4.7%

6.6%

8.8%

5.6%

4.7%

5.0%

3.0%

3.8%

2.4%

1.6%

2.0%

0.3%

0.6%

1.3%

8.6%

7.3%

6.6%

7.4%

6.9%

6.5%

20.8%

19.6%

23.4%

16.7%

18.5%

24.5%

2.4%

2.0%

4.2%

8.0%

1.6%

5.8%

6.3%

1.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

男性・R5県調査(N=408)

男性・H30県調査(N=301)

男性・R3全国調査(N=2,033)

女性・R5県調査(N=502)

女性・H30県調査(N=464)

女性・R3全国調査(N=2,053)

正規

職員

ﾊﾟｰﾄ・

ｱﾙﾊﾞｲﾄ

派遣・

嘱託・

契約

社員

自営業

主

家族

従業者

・内職

無職・

家事
学生 無回答

その他

就労

66.4%

65.1%

54.3%

68.4%

70.1%

68.3%

60.0%

67.3%

29.4%

26.9%

22.9%

30.0%

24.1%

25.4%

24.9%

31.0%

4.2%

8.0%

22.8%

1.6%

5.8%

6.3%

15.1%

1.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

男性・R5県調査(N=408)

男性・H30県調査(N=301)

男性・H25県調査(N=698)

男性・R3全国調査(N=2,033)

女性・R5県調査(N=502)

女性・H30県調査(N=464)

女性・H25県調査(N=883)

女性・R3全国調査(N=2,053)

就労している 就労していない 無回答
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②職種 

時期別に職種をみると、最後に学校を卒業した直後では「販売・サービス職」が 35.0％で最も多く、次

いで「専門職」が 32.0％、「事務職」が 17.0％となっている。前回調査に比べて大きな変化はみられない。 

現在では「専門職」が 33.6％で最も多く、次いで「事務職」が 23.0％、「販売・サービス職」が 21.6％

となっている。前回調査に比べて、「販売・サービス職」の割合が 4.7 ポイント低下している。 

 

図表 職種 

 

 

  

1.0%

0.8%

0.6%

1.0%

1.4%

1.2%

0.8%

1.0%

1.1%

0.2%

0.9%

0.6%

2.2%

0.4%

1.3%

0.8%

32.0%

31.3%

27.2%

32.2%

33.6%

32.9%

27.4%

30.7%

0.3%

0.4%

0.5%

1.0%

2.9%

3.5%

2.4%

1.2%

17.0%

21.8%

23.6%

14.6%

23.0%

24.4%

21.1%

17.3%

35.0%

32.7%

33.0%

32.4%

21.6%

26.3%

32.4%

27.3%

11.5%

9.2%

9.1%

16.7%

13.6%

8.2%

10.5%

16.7%

2.1%

3.6%

5.1%

1.7%

1.6%

3.1%

4.1%

4.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

R5県調査 a.最後に学校を

卒業した直後(N=625)

H30県調査 a.最後に学校を

卒業した直後(N=499)

H25県調査 a.最後に学校を

卒業した直後(N=925)

R3全国調査 a.最後に学校を

卒業した直後(N=2,536)

R5県調査 b.現在(N=625)

H30県調査 b.現在(N=513)

H25県調査 b.現在(N=910)

R3全国調査 b.現在

(N=2,773)

主として

農林漁業

農林漁業

以外の

自営業
専門職 管理職 事務職

販売・

サービス

職

工場

などの

現場労働
無回答
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③勤め先の従業員数 

時期別に勤め先の従業員数をみると、最後に学校を卒業した直後では「１～99 人」が 37.6％で最も多

く、次いで「300 人以上」が 32.5％、「100～299 人」が 19.8％となっている。前回調査に比べて、「１～

99 人」の割合が 3.1 ポイント上昇し、「300 人以上」の割合が 6.0 ポイント低下している。 

現在では「１～99 人」が 41.6％で最も多く、次いで「300 人以上」が 30.4％、「100～299 人」が 16.5％

となっている。前回調査に比べて、「１～99 人」の割合が 7.3 ポイント上昇し、「300 人以上」の割合が 6.1

ポイント低下している。 

 

図表 勤め先の従業員数 

 

 

  

37.6%

34.5%

43.9%

34.1%

41.6%

34.3%

48.6%

35.5%

19.8%

15.6%

17.3%

15.0%

16.5%

17.7%

14.7%

12.9%

32.5%

38.5%

28.4%

42.8%

30.4%

36.5%

25.6%

40.9%

6.9%

6.6%

3.8%

4.0%

8.8%

7.6%

5.3%

4.1%

3.2%

4.8%

6.6%

4.2%

2.7%

3.9%

5.8%

6.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

R5県調査 a.最後に学校を

卒業した直後(N=625)

H30県調査 a.最後に学校を

卒業した直後(N=499)

H25県調査 a.最後に学校を

卒業した直後(N=925)

R3全国調査 a.最後に学校を

卒業した直後(N=2,536)

R5県調査 b.現在(N=625)

H30県調査 b.現在(N=513)

H25県調査 b.現在(N=910)

R3全国調査 b.現在

(N=2,773)

１～99人 100～299人 300人以上 官公庁 無回答
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（２）就労状況 

問２７ あなたの現在のお仕事について、次の①～⑤までの項目について数字を記入し、あてはまる番

号に○をつけてください。 

①一週間の平均的な労働時間 

１週間の平均的な労働時間をみると、男性では「40～50 時間未満」が 54.6％で最も多く、次いで「40

時間未満」が 18.8％となっている。前回調査に比べて、「40～50 時間未満」の割合が 7.7 ポイント上昇し、

「50～60 時間未満」の割合が 7.5 ポイント低下している。 

女性では「40～50 時間未満」が 54.5％で最も多く、次いで「40 時間未満」が 26.4％となっている。前

回調査に比べて、「50～60 時間未満」の割合が 8.3 ポイント低下し、「40～50 時間未満」の割合が 10.0 ポ

イント上昇している。 

 

図表 一週間の平均的な労働時間 

 

 

  

18.8%

14.3%

22.7%

26.4%

26.8%

34.0%

54.6%

46.9%

34.0%

54.5%

44.5%

39.6%

15.5%

23.0%

15.3%

9.1%

17.4%

11.1%

7.0%

12.8%

15.3%

4.8%

8.8%

5.8%

4.1%

3.1%

12.7%

5.1%

2.5%

9.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

男性・R5県調査(N=271)

男性・H30県調査(N=196)

男性・H25県調査(N=379)

女性・R5県調査(N=352)

女性・H30県調査(N=317)

女性・H25県調査(N=530)

40時間未満 40～50時間未満 50～60時間未満 60時間以上 無回答
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②年間の収入 

年間の収入をみると、男性では「300 万円未満」が 43.5％で最も多く、次いで「300～400 万円未満」が

25.8％となっている。 

女性では「300 万円未満」が 52.6％で最も多く、次いで「300～400 万円未満」が 24.4％となっている。 

 

図表 勤労者の年間収入 

 

 

 

 

図表 勤労者の年間収入（H25 県調査） 

 

 

  

43.5%

40.8%

52.6%

57.1%

25.8%

29.1%

24.4%

24.0%

22.1%

19.4%

15.3%

14.8%

5.2%

8.7%

5.1%

3.5%

3.3%

2.0%

2.6%

0.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

男性・R5県調査(N=271)

男性・H30県調査(N=196)

女性・R5県調査(N=352)

女性・H30県調査(N=317)

300万円未満
300～

400万円未満

400～

600万円未満
600万円以上 無回答

73.9%

85.5%

17.2%

8.7%

2.1%

0.6%

6.9%

5.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

男性・H25県調査(N=379)

女性・H25県調査(N=530)

400万円未満
400～

600万円未満
600万円以上 無回答
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③仕事の継続年数 

現在の仕事の継続年数をみると、男性では「２年未満」が 17.7％で最も多く、次いで「15 年以上」が

15.9％、「５～７年未満」と「10～15 年未満」がともに 15.5％となっている。前回調査に比べて、「５～７

年未満」の割合が 5.3 ポイント上昇している。 

女性では「２年未満」が 19.6％で最も多く、次いで「３～５年未満」が 18.5％、「５～７年未満」が 14.8％

となっている。前回調査に比べて、「２～３年未満」の割合が 5.4 ポイント低下している。 

 

図表 現在の仕事の継続年数 

 

 

  

17.7%

20.4%

24.0%

19.6%

22.1%

22.5%

7.4%

9.2%

9.2%

8.2%

13.6%

12.1%

13.3%

16.3%

14.5%

18.5%

17.0%

17.5%

15.5%

10.2%

9.0%

14.8%

9.8%

16.0%

12.2%

10.7%

10.0%

11.1%

12.6%

9.4%

15.5%

14.3%

12.1%

13.6%

12.0%

7.5%

15.9%

17.3%

13.2%

10.2%

12.0%

8.5%

2.6%

1.5%

7.9%

4.0%

0.9%

6.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

男性・R5県調査(N=271)

男性・H30県調査(N=196)

男性・H25県調査(N=379)

女性・R5県調査(N=352)

女性・H30県調査(N=317)

女性・H25県調査(N=530)

2年未満
2～

3年未満

3～

5年未満

5～

7年未満

7～

10年未満

10～

15年未満
15年以上 無回答
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④平均的な帰宅時刻 

平均的な帰宅時刻をみると、男性では「19 時台」が 21.8％で最も多く、次いで「18 時台」が 20.7％、

「20 時台」が 15.9％となっている。前回調査に比べて、「21 時以降」の割合が 10.9 ポイント低下し、「18

時台」の割合が 6.9 ポイント上昇している。 

女性では「18 時台」が 25.0％で最も多く、次いで「19 時台」が 22.7％、「20 時台」が 15.3％となって

いる。前回調査に比べて、「19 時台」の割合が 3.8 ポイント低下し、「18 時台」の割合が 3.9 ポイント上

昇している。 

 

図表 平均的な帰宅時刻 

 

 

  

9.2%

5.1%

10.3%

6.5%

4.7%

8.9%

10.0%

7.1%

5.5%

9.4%

8.5%

6.8%

20.7%

13.8%

12.7%

25.0%

21.1%

19.8%

21.8%

22.4%

19.3%

22.7%

26.5%

22.3%

15.9%

21.4%

16.1%

15.3%

18.6%

15.8%

15.1%

26.0%

23.7%

14.8%

17.4%

15.5%

7.4%

4.1%

12.4%

6.3%

3.2%

10.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

男性・R5県調査(N=271)

男性・H30県調査(N=196)

男性・H25県調査(N=379)

女性・R5県調査(N=352)

女性・H30県調査(N=317)

女性・H25県調査(N=530)

17時以前 17時台 18時台 19時台 20時台 21時以降 無回答
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⑤通勤時間（片道） 

通勤時間（片道）をみると、男性では「30～45 分未満」が 28.0％で最も多く、次いで「15 分未満」が

17.7％、「15～30 分未満」が 16.6％となっている。前回調査に比べて、「30～45 分未満」の割合が 6.6 ポ

イント上昇している。 

女性では「30～45 分未満」が 27.0％で最も多く、次いで「60～75 分未満」が 21.0％、「15～30 分未満」

が 19.3％となっている。前回調査に比べて、「30～45 分未満」の割合が 7.1 ポイント上昇している。 

 

図表 通勤時間 

 

 

  

17.7%

14.8%

12.1%

12.2%

12.0%

13.4%

16.6%

17.3%

17.2%

19.3%

23.0%

23.0%

28.0%

21.4%

22.7%

27.0%

19.9%

20.2%

5.2%

7.7%

4.5%

4.0%

6.6%

6.2%

15.9%

23.0%

20.8%

21.0%

22.4%

19.2%

11.8%

14.8%

8.7%

12.5%

14.2%

8.5%

4.8%

1.0%

14.0%

4.0%

1.9%

9.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

男性・R5県調査(N=271)

男性・H30県調査(N=196)

男性・H25県調査(N=379)

女性・R5県調査(N=352)

女性・H30県調査(N=317)

女性・H25県調査(N=530)

15分未満
15～

30分未満

30～

45分未満

45～

60分未満

60～

75分未満
75分以上 無回答
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３ 結婚観 

（１）結婚することの利点の有無 

問１ 今のあなたにとって、結婚することには何か利点があると思いますか。左下①のあてはまる番

号に○をつけてください。また、①の１．に○をつけた方は、右側②の具体的な利点の中から

最大の利点と第二の利点をそれぞれ１つ選んで右の回答欄に番号を記入してください。 

①結婚することの利点の有無 

結婚経験のない 20～39 歳の、結婚することの利点の有無をみると、男性では「利点があると思う」が

73.2％となっている。前回調査に比べて、「利点があると思う」の割合が 4.4 ポイント上昇している。 

女性では「利点があると思う」が 75.9％となっている。前回調査に比べて、「利点があると思う」の割

合が 3.5 ポイントとわずかながら低下している。 

 

図表 結婚することの利点の有無 

 

※集計対象：結婚経験のない 20～39 歳 

  

73.2%

68.8%

59.9%

61.1%

75.9%

79.4%

79.5%

70.4%

26.1%

30.2%

32.9%

37.2%

23.8%

19.3%

16.7%

28.9%

0.7%

1.0%

7.3%

1.7%

0.3%

1.4%

3.8%

0.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

男性・R5県調査(N=284)

男性・H30県調査(N=192)

男性・H25県調査(N=426)

男性・R3全国調査(N=2,110)

女性・R5県調査(N=340)

女性・H30県調査(N=296)

女性・H25県調査(N=557)

女性・R3全国調査(N=2,029)

利点があると思う 利点はないと思う 無回答



112 

 

②結婚することの具体的な利点 

結婚経験のない 20～39 歳の、結婚することの具体的な利点をみると、男性では「自分の子どもや家族

をもてる」が 0.75 点で最も多く、次いで「精神的な安らぎの場が得られる」が 0.64 点、「現在愛情を感

じている人と暮らせる」が 0.50 点となっている。 

女性では「自分の子どもや家族をもてる」が 0.82 点で最も多く、次いで「精神的な安らぎの場が得ら

れる」が 0.59 点、「親を安心させたり周囲の期待にこたえられる」が 0.41 点となっている。 

 

図表 結婚することの具体的な利点（２つ選択） 

 

※集計対象：結婚経験のない 20～39 歳について、 

最大の理由＝２点、第二の理由＝１点として合計し、対象の母数で割った値を得点とした 

  

0.16

0.26

0.64

0.50

0.75

0.04

0.09

0.07

0.44

0.01

0.18

0.36

0.70

0.29

0.79

0.07

0.07

0.10

0.39

0.02

0.40

0.15

0.59

0.37

0.82

0.01

0.10

0.12

0.41

0.02

0.39

0.26

0.51

0.28

1.05

0.00

0.07

0.10

0.29

0.00

0 0.2 0.4 0.6 0.8 1 1.2

経済的に余裕がもてる

社会的信用を得たり、

周囲と対等になれる

精神的な安らぎの場が得られる

現在愛情を感じている人と暮らせる

自分の子どもや家族をもてる

性的な充足が得られる

生活上便利になる

親から独立できる

親を安心させたり

周囲の期待にこたえられる

その他

男性・R5県調査(N=208)

男性・H30県調査(N=132)

女性・R5県調査(N=257)

女性・H30県調査(N=235)
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（参考）図表 結婚することの具体的な利点（過去調査） 

 

※集計対象：結婚経験のない 20～39 歳 

  

※結婚経験のない20～39 歳

5.9%

19.2%

46.7%

17.6%

49.8%

1.2%

6.7%

7.5%

34.5%

1.2%

13.3%

16.5%

49.9%

23.0%

48.5%

2.7%

9.5%

5.4%

24.2%

0.2%

19.2%

11.5%

32.1%

17.4%

65.9%

0.5%

2.3%

8.8%

35.2%

1.4%

30.7%

12.7%

35.6%

17.6%

53.5%

0.5%

8.0%

6.8%

27.7%

0.6%

0 10 20 30 40 50 60 70

経済的に余裕がもてる

社会的信用を得たり、

周囲と対等になれる

精神的な安らぎの場が得られる

現在愛情を感じている人と暮らせる

自分の子どもや家族をもてる

性的な充足が得られる

生活上便利になる

親から独立できる

親を安心させたり

周囲の期待にこたえられる

その他

男性・H25県調査(N=255)

男性・R3全国調査(N=1,290)

女性・H25県調査(N=443)

女性・R3全国調査(N=1,428)
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（２）独身生活の利点の有無 

問２ 逆に今のあなたにとって、独身生活には結婚生活にはない利点があると思いますか。左下①の

あてはまる番号に○をつけてください。また、①の１．に○をつけた方は、右側②の具体的な

利点の中から最大の利点と第二の利点をそれぞれ１つ選んで右の回答欄に番号を記入してく

ださい。 

①独身生活の利点の有無 

結婚経験のない 20～39 歳の、独身生活の利点の有無をみると、男性では「利点があると思う」が 93.0％

となっている。前回調査に比べて、「利点があると思う」の割合が 3.9 ポイント上昇している。 

女性では「利点があると思う」が 95.9％となっている。前回調査に比べて、「利点があると思う」の割

合が 2.0 ポイント上昇している。 

 

図表 独身生活の利点 

 

※集計対象：結婚経験のない 20～39 歳 

  

93.0%

89.1%

81.2%

83.6%

95.9%

93.9%

88.7%

90.1%

6.7%

10.4%

12.7%

14.8%

4.1%

5.1%

7.9%

8.7%

0.4%

0.5%

6.1%

1.6%

1.0%

3.4%

1.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

男性・R5県調査(N=284)

男性・H30県調査(N=192)

男性・H25県調査(N=426)

男性・R3全国調査(N=2,110)

女性・R5県調査(N=340)

女性・H30県調査(N=296)

女性・H25県調査(N=557)

女性・R3全国調査(N=2,029)

利点があると思う 利点はないと思う 無回答
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②独身生活の具体的な利点 

結婚経験のない 20～39 歳の、独身生活の具体的な利点をみると、男性では「行動や生き方が自由」が

1.57 点で最も多く、次いで「家族を養う責任がなく気楽」が 0.46 点、「金銭的に裕福」が 0.41 点となっ

ている。 

女性では「行動や生き方が自由」が 1.64 点で最も多く、次いで「家族を養う責任がなく気楽」が 0.35

点、「友人などとの広い人間関係が保ちやすい」が 0.29 点となっている。 

 

図表 独身生活の具体的な利点（２つ選択） 

 

 

※結婚経験のない 20～39 歳について、 

最大の理由＝２点、第二の理由＝１点として合計し、対象の母数で割った値を得点とした 

  

1.57

0.11

0.41

0.12

0.46

0.17

0.03

0.08

0.01

1.61

0.08

0.43

0.05

0.42

0.22

0.02

0.04

0.02

1.64

0.05

0.25

0.10

0.35

0.29

0.11

0.14

0.03

1.49

0.04

0.29

0.13

0.35

0.28

0.11

0.23

0.01

0 0.2 0.4 0.6 0.8 1 1.2 1.4 1.6 1.8

行動や生き方が自由

異性との交際が自由

金銭的に裕福

住宅や環境の選択の幅が広い

家族を養う責任がなく気楽

友人などとの広い人間関係が

保ちやすい

職業を持ち、

社会とのつながりが保てる

現在の家族とのつながりが保てる

その他

男性・R5県調査(N=263)

男性・H30県調査(N=171)

女性・R5県調査(N=325)

女性・H30県調査(N=278)
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（参考）図表 独身生活の具体的な利点（過去調査） 

 

※集計対象：結婚経験のない 20～39 歳 

  

※結婚経験のない20～39 歳

81.8%

10.1%

28.9%

6.4%

27.7%

25.4%

2.6%

6.1%

1.7%

84.2%

8.5%

30.2%

10.8%

34.2%

15.4%

2.7%

4.4%

0.6%

81.8%

5.3%

25.7%

3.4%

19.4%

31.6%

10.3%

12.6%

1.8%

88.1%

17.1%

18.1%

11.7%

27.6%

21.1%

8.0%

12.7%

0.5%

0 20 40 60 80 100

行動や生き方が自由

異性との交際が自由

金銭的に裕福

住宅や環境の選択の幅が広い

家族を養う責任がなく気楽

友人などとの広い人間関係が保ちやす

い

職業を持ち、社会とのつながりが保て

る

現在の家族とのつながりが保てる

その他

男性・H25県調査(N=346)

男性・R3全国調査(N=1,764)

女性・H25県調査(N=494)

女性・R3全国調査(N=1,828)
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（３）希望するライフコース 

問３ 下記に女性・男性の生き方のタイプがいくつか示してあります。それぞれ最も近いと思われる

タイプの番号を選択肢から選び、回答欄に記入してください。 

独身者は「結婚・出産・子育て」と「就業」との関係をどのように考えているのか、理想とするライフ

コースと実際になりそうなライフコースについてそれぞれたずねた。 

（３）―１ 女性のライフコース 

 ①あなたの理想とする人生はどのタイプですか。 

 ②理想は理想として、実際になりそうなあなたの人生はどのタイプですか。（女性の方へ） 

 ③パートナー（あるいは妻）となる女性にはどのようなタイプの人生を送ってほしいと思いますか。 

 

【女性の理想のライフコース】 

24 歳以下、25～29 歳、30～34 歳、40～44 歳、45～49 歳では「両立コース」の割合が最も多く、次いで

「再就職コース」となっている。 

35～39 歳では「両立コース」の割合が最も多く、次いで「専業主婦コース」となっている。 

 

【女性の予定のライフコース】 

24 歳以下、30～34 歳では「非婚就業コース」の割合が最も多く、次いで「両立コース」となっている。 

25～29 歳では「両立コース」の割合が最も多く、次いで「非婚就業コース」となっている。 

35～39 歳では「非婚就業コース」の割合が最も多く、次いで「再就職コース」となっている。 

40～44 歳では「非婚就業コース」の割合が最も多く、次いで「ＤＩＮＫＳコース」「両立コース」が同

率となっている。 

45～49 歳では「非婚就業コース」の割合が最も多く、次いで「その他」となっている。 

前回調査と比べて、25～29 歳では「両立コース」「非婚就業コース」、30 歳以上では「非婚就業コース

の割合が上昇している。 

予定と理想とを比べると、25～29 歳以外のすべての年代で「両立コース」を予定する割合が理想より低

く、すべての年代で「非婚就業コース」を予定する割合が理想より高くなっている。25～29 歳では「両立

コース」を予定割合が理想より高くなっている。 

 

【男性が期待する女性のライフコース】 

24 歳以下、35～39 歳、40～44 歳、45～49 歳では「両立コース」の割合が最も多く、次いで「再就職コ

ース」となっている。 

25～29 歳、30～34 歳では「再就職コース」の割合が最も多く、次いで「両立コース」となっている。 

女性の理想のライフコースと比べてみると、女性の理想はすべての年代で「専業主婦」「非婚就業コー

ス」の割合が男性の期待より高く、44 歳以下の年代で「再就職コース」の割合が男性の期待より低くなっ

ている。  

非婚就業コース 結婚せず、仕事を続ける

DINKSコース 結婚するが子どもは持たず、仕事を続ける

両立コース 結婚し、子どもを持つが、仕事も続ける

再就職コース
結婚し子どもを持つが、結婚あるいは出産の機会にいったん退職
し、子育て後に再び仕事を持つ

専業主婦コース
結婚し子どもを持ち、結婚あるいは出産の機会に退職し、その後
は仕事を持たない

女
性
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図表 女性が理想とするライフコース（全国調査比較） 

 

 

図表 女性が実際に予定するライフコース（全国調査比較） 

 

 

図表 男性が女性に期待するライフコース（全国調査比較） 

 

  

10.8%

14.2%

10.4%

9.4%

34.7%

31.3%

24.5%

23.5%

15.1%

13.1%

4.2%

3.0%

0.4%

5.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

女性・R5県調査(N=502)

女性・R3全国調査(N=2,873)

非婚就業

コース

ＤＩＮＫＳ

コース

両立

コース

再就職

コース

専業主婦

コース
その他 無回答

46.0%

40.7%

5.4%

6.9%

22.5%

22.0%

16.7%

17.7%

3.0%

3.0%

4.8%

3.3%

1.6%

6.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

女性・R5県調査(N=502)

女性・R3全国調査(N=2,873)

非婚就業

コース

ＤＩＮＫＳ

コース

両立

コース

再就職

コース

専業主婦

コース
その他 無回答

非婚就業

コース

ＤＩＮＫＳ

コース

両立

コース

再就職

コース

専業主婦

コース
その他 無回答

4.4%

7.9%

8.6%

6.6%

36.0%

37.0%

29.4%

27.2%

7.4%

6.7%

10.8%

8.8%

3.4%

5.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

男性・R5県調査(N=408)

男性・R3全国調査(N=3,118)
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図表 年齢別 女性が理想とするライフコース 

 

 

 

 

（参考）図表 年齢別 女性が理想とするライフコース（H30 県調査） 

 

 

 

  

11.3%

9.9%

11.3%

11.3%

10.5%

8.7%

7.3%

7.7%

11.3%

3.8%

10.5%

23.2%

41.1%

31.9%

35.5%

41.5%

31.6%

26.1%

23.8%

30.8%

25.8%

13.2%

24.6%

24.6%

14.6%

14.3%

14.5%

20.8%

15.8%

11.6%

2.0%

4.4%

1.6%

9.4%

7.0%

4.3%

1.1%

1.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

24歳以下(N=151)

25～29歳(N=91)

30～34歳(N=62)

35～39歳(N=53)

40～44歳(N=57)

45～49歳(N=69)

非婚就業

コース

ＤＩＮＫＳ

コース

両立

コース

再就職

コース

専業主婦

コース
その他 無回答

15.0%

7.3%

3.0%

6.9%

8.5%

8.3%

3.8%

10.0%

4.0%

3.0%

5.2%

10.6%

16.7%

1.9%

40.0%

40.3%

38.6%

22.4%

34.0%

23.3%

36.5%

10.0%

30.6%

37.6%

36.2%

23.4%

25.0%

26.9%

25.0%

15.3%

14.9%

22.4%

19.1%

16.7%

23.1%

0.8%

3.0%

5.2%

5.0%

5.8%

1.6%

1.7%

4.3%

5.0%

1.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

18～19歳(N=20)

20～24歳(N=124)

25～29歳(N=101)

30～34歳(N=58)

35～39歳(N=47)

40～44歳(N=60)

45～49歳(N=52)

非婚就業

コース

ＤＩＮＫＳ

コース

両立

コース

再就職

コース

専業主婦

コース
その他 無回答
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図表 年齢別 女性が実際に予定するライフコース 

 

 

 

（参考）図表 年齢別 女性が実際に予定するライフコース（H30 県調査） 
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25～29歳(N=91)
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コース
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再就職

コース
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コース
その他 無回答
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コース

ＤＩＮＫＳ

コース

両立

コース

再就職

コース

専業主婦

コース
その他 無回答
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図表 年齢別 男性が女性に期待するライフコース 

 

 

 

 

（参考）図表 年齢別 男性が女性に期待するライフコース（H30 県調査） 
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29.1%

20.8%

10.2%

8.2%

5.5%

3.8%
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30～34歳(N=55)

35～39歳(N=52)

40～44歳(N=55)
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コース
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コース

両立

コース

再就職

コース

専業主婦
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その他 無回答
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2.3%

8.9%
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4.5%

13.3%
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5.7%

37.5%

32.4%

55.3%

43.2%

33.3%

32.4%

20.0%

29.2%

39.7%

31.9%

36.4%

22.2%

29.7%

37.1%

20.8%

8.8%

6.8%

6.7%

18.9%
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8.3%
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8.9%
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18～19歳(N=24)

20～24歳(N=68)

25～29歳(N=47)

30～34歳(N=44)

35～39歳(N=45)

40～44歳(N=37)

45～49歳(N=35)

非婚就業

コース

ＤＩＮＫＳ

コース

両立

コース

再就職

コース

専業主婦

コース
その他 無回答
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（３）―２ 男性のライフコース 

①あなたの理想とする人生はどのタイプですか。 

②理想は理想として、実際になりそうなあなたの人生はどのタイプですか。（男性の方へ） 

③パートナー（あるいは夫）となる男性にはどのようなタイプの人生を送ってほしいと思いますか。 

 

【男性の理想のライフコース】 

24 歳以下、25～29 歳、40～44 歳では「両立コース（積極的に子育て参加）」の割合が最も多く、次いで

「両立コース（できるだけ子育て参加）」となっている。 

30～34 歳では「両立コース（積極的に子育て参加）」の割合が最も多く、次いで「非婚就業コース」「両

立コース（できるだけ子育て参加）」が同率となっている。 

35～39 歳、45～49 歳では「両立コース（できるだけ子育て参加）」の割合が最も多く、次いで「両立コ

ース（積極的に子育て参加）」となっている。 

 

【男性の予定のライフコース】 

24 歳以下では「両立コース（できるだけ子育て参加）」の割合が最も多く、次いで「非婚就業コース」

となっている。 

25～29 歳、30～34 歳、35～39 歳、40～44 歳、45～49 歳では「非婚就業コース」の割合が最も多く、次

いで「両立コース（できるだけ子育て参加）」となっている。 

理想と予定を比べると、すべての年代で「両立コース（積極的に子育て参加）」を予定する割合は理想よ

り低く、「非婚就業コース」を予定する割合は理想より高くなっている。25～29 歳では「両立コース（積

極的に子育て参加）」「両立コース（できるだけ子育て参加）」を予定する割合が理想より低く、「仕事中心」

を予定する割合が理想より高くなっている。 

 

【女性が期待する男性のライフコース】 

24 歳以下、25～29 歳、30～34 歳、35～39 歳、45～49 歳では「両立コース（積極的に子育て参加）」の

割合が最も多く、次いで「両立コース（できるだけ子育て参加）」となっている。 

40～44 歳では「両立コース（できるだけ子育て参加）」の割合が最も多く、次いで「両立コース（積極

的に子育て参加）」となっている。 

男性の理想のライフコースと比べてみると、男性の理想は 40～44 歳以外のすべての年代で「両立コー

ス（積極的に子育て参加）」の割合が女性の期待より低く、「非婚就業コース」の割合が女性の期待より高

くなっている。また、すべての年代で「DINKS コース」を理想とする割合が女性の期待より低くなってい

る。  

非婚就業コース 結婚せず、仕事を続ける

DINKSコース 結婚するが子どもは持たず、仕事を続ける

仕事中心コース
結婚し、子どもを持つが、子育てはパートナー（妻）にまかせ
て、仕事を中心とした生活を送る

両立コース（できるだけ
子育て参加）

結婚し、子どもを持ち仕事を続けるが、できるだけ子育てに
も参加する

両立コース（積極的に
子育て参加）

結婚し、子どもを持ち仕事を続けるが、積極的に子育てにも
参加する

専業主夫コース
結婚し、子どもを持つが、仕事はパートナー（妻）にまかせ
て、仕事を辞め、家庭を中心とした生活を送る

男
性
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図表 男性が理想とするライフコース 

 

※R3 全国調査では女性が理想とするライフコースのみ聴取 

 

図表 男性が実際に予定するライフコース 

 

※R3 全国調査では女性が実際に予定するライフコースのみ聴取 

 

図表 女性が男性に期待するライフコース 

 

※R3 全国調査では男性が女性に期待するライフコースのみ聴取 
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だけ

子育て
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両立 ｰ 
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参加)

専業主夫

コース
その他 無回答
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(できる
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(できる
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両立 ｰ 
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コース
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図表 年齢別 男性が理想とするライフコース 

 

 

 

 

（参考）図表 年齢別 男性が理想とするライフコース（H30 県調査） 
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図表 年齢別 男性が実際に予定するライフコース 

 

 

 

 

（参考）図表 年齢別 男性が実際に予定するライフコース（H30 県調査） 
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図表 年齢別 女性が男性に期待するライフコース 

 

 

 

 

（参考）図表 年齢別 女性が男性に期待するライフコース（H30 県調査） 
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（４）結婚意欲 

問４ 自分の一生を通じて考えた場合、あなたの結婚に対するお考えは、次のうちのどちらですか。

（○は１つ） 

結婚経験のない 20～39 歳の、結婚意欲をみると、男性では「いずれ結婚するつもり」が 76.8％となっ

ており、前回調査に比べて大きな変化はみられない。 

女性では「いずれ結婚するつもり」が 84.1％となっており、前回調査に比べて大きな変化はみられない。 

 

図表 結婚意欲 

 

※集計対象：結婚経験のない 20～39 歳 

  

76.8%

79.7%

67.1%

78.6%

84.1%

87.2%

72.9%

81.5%

22.2%

17.7%

13.8%

20.2%

15.3%

9.8%

6.1%

17.5%

1.1%
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19.0%

1.2%

0.6%

3.0%

21.0%

1.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

男性・R5県調査(N=284)

男性・H30県調査(N=192)

男性・H25県調査(N=426)

男性・R3全国調査(N=2,110)

女性・R5県調査(N=340)

女性・H30県調査(N=296)

女性・H25県調査(N=557)

女性・R3全国調査(N=2,029)

いずれ結婚するつもり
一生結婚する

つもりはない
無回答
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図表 若年層の結婚意欲 

 

※集計対象：結婚経験のない 35 歳未満（性別不明を除く） 

  

82.8%

86.1%

79.7%

82.8%

85.3%

88.1%

16.5%

11.5%

19.1%

15.5%

14.4%

9.1%

0.8%

2.4%

1.3%

1.7%

0.3%

2.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

男女計・R5県調査(N=528)

男女計・H30県調査(N=460)

男性・R5県調査(N=236)

男性・H30県調査(N=174)

女性・R5県調査(N=292)

女性・H30県調査(N=286)

いずれ結婚するつもり
一生結婚する

つもりはない
無回答
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（５）結婚時期についての考え 

問５～７、９、１１～１２は問４で１に〇をつけた方（いずれ結婚するつもりの方）にうかがいます。

２に〇をつけた方は問１３に進んでください。 

問５ 同じく自分の一生を通じて考えた場合、あなたの結婚に対するお考えは、次のうちのどちらで

すか。（○は１つ） 

結婚経験のない 20～39 歳の、結婚時期についての考えをみると、男性では「ある程度の年齢までには

結婚するつもり」が 43.6％となっており、前回調査に比べて、6.7 ポイント低下している。 

女性では「ある程度の年齢までには結婚するつもり」が 46.2％となっており、前回調査に比べて 10.8

ポイント低下している。 

 

図表 結婚時期についての考え 

 

※集計対象：結婚経験がなく、いずれ結婚するつもりの 20～39 歳 

  

43.6%

50.3%

51.0%

47.6%

46.2%

57.0%

56.4%

44.2%

55.5%

49.7%

47.9%

50.5%

51.4%

42.6%

42.4%

54.0%

0.9%

1.0%

1.9%

2.4%

0.4%

1.2%

1.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

男性・R5県調査(N=218)

男性・H30県調査(N=153)

男性・H25県調査(N=286)

男性・R3全国調査(N=1,658)

女性・R5県調査(N=286)

女性・H30県調査(N=258)

女性・H25県調査(N=406)

女性・R3全国調査(N=1,653)

ある程度の年齢までには

結婚するつもり

理想的な相手が

見つかるまでは

結婚しなくてもかまわない
無回答
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（６）希望結婚年齢 

問６ 理想的な初婚年齢はいつ頃だとお考えですか。あてはまる番号すべてに○をつけてください。 

いずれ結婚するつもりの 20～39 歳の希望初婚年齢をみると、男女とも「26～30 歳」が最も多く、男性

で 52.8％、女性で 65.0％となっている。次いで「31～35 歳」が男性 35.3％、女性 40.6％となっている。 

男性と女性を比べると、女性は「21～25 歳」が 9.0 ポイント、「26～30 歳」が 12.2 ポイント男性より

高くなっている。 

 

図表 希望初婚年齢 

 

※集計対象：結婚経験がなく、いずれ結婚するつもりの 20～39 歳 

※新規質問項目 

  

1.8%

16.5%

52.8%

35.3%

6.4%

1.4%

17.0%

0.5%

4.6%

2.4%

25.5%

65.0%

40.6%

7.0%

0.7%

13.3%

1.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

10代～20歳

21～25歳

26～30歳

31～35歳

36～40歳

41歳以上

年齢は気にしない

その他

無回答

男性・R5県調査(N=218)

女性・R5県調査(N=286)
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（７）現在独身でいる理由 

問７ あなたが現在独身でいる理由は、次の中から選ぶとすればどれですか。自分にあてはまると思

われる最大の理由、第二の理由、第三の理由をそれぞれ１つ選んで、右の回答欄に番号を記入

してください。（すでに結婚が決まっている方は、「最大の理由」の欄に 14 と記入してくださ

い） 

①現在独身でいる理由 

現在独身でいる理由をみると、男性では「適当な相手にまだめぐり会わないから」が 1.26 点で最も多

く、次いで「家庭をもつほどの収入がないから」が 0.76 点、「今は、仕事（または学業）に打ち込みたい

から」が 0.61 点となっている。 

女性では「適当な相手にまだめぐり会わないから」が 1.39 点で最も多く、次いで「結婚する必要性を

まだ感じないから」が 0.68 点、「独身の自由さや気楽さを失いたくないから」が 0.58 点となっている。 

 

図表 現在独身でいる理由（あてはまる理由を３つ選択） 

 

※「結婚や結婚後に経済的な不安があるから」「家庭をもつほどの収入がないから」「雇用が安定していないから」は今回調査からの

新規項目 

※結婚経験のない方について、最大の理由＝３点、第二の理由＝２点、第三の理由＝１点として合計し、対象の母数で割った値を得

点とした 

  

※結婚経験のない方について、

※最大の理由＝３点、第二の理由＝２点、第三の理由＝１点として合計し、対象の母数で割った値を得点とした

0.52

0.42

0.61

0.38

0.37

1.26

0.58

0.45

0.76

0.28

0.04

0.01

0.10

0.07

0.70

0.52

0.78

0.46

0.39

1.23

0.43

0.10

0.07

0.14

0.10

0.45

0.68

0.57

0.47

0.58

1.39

0.35

0.25

0.32

0.11

0.07

0.05

0.20

0.18

0.62

0.68

0.69

0.57

0.46

1.42

0.31

0.05

0.08

0.15

0.17

0 0.2 0.4 0.6 0.8 1 1.2 1.4 1.6

結婚するにはまだ若すぎるから

結婚する必要性をまだ感じないから

今は、仕事（または学業）に

打ち込みたいから

今は、趣味や娯楽を楽しみたいから

独身の自由さや気楽さを

失いたくないから

適当な相手にまだめぐり会わないから

異性とうまくつき合えないから

結婚や結婚後に経済的な

不安があるから

家庭をもつほどの収入がないから

雇用が安定していないから

結婚生活のための

住居のめどがたたないから

親や周囲が結婚に

同意しない（だろう）から

その他

すでに結婚が決まっている

男性・R5県調査(N=281)

男性・H30県調査(N=207)

女性・R5県調査(N=368)

女性・H30県調査(N=321)
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（参考）図表 現在独身でいる理由（過去調査、全国調査） 

 

 

  

32.1%

34.2%

32.5%

29.5%

26.1%

32.5%

10.3%

30.3%

7.7%

9.4%

6.0%

3.8%

22.7%

33.3%

24.1%

24.4%

28.9%

52.0%

22.1%

28.3%

6.7%

3.3%

4.5%

2.0%

32.2%

33.1%

25.6%

26.8%

29.5%

34.9%

8.1%

19.3%

3.6%

9.6%

5.4%

7.5%

22.2%

38.3%

29.5%

24.3%

31.0%

52.8%

15.9%

16.1%

5.0%

5.5%

5.6%

3.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

結婚するにはまだ若すぎるから

結婚する必要性をまだ感じないから

今は、仕事（または学業）に

打ち込みたいから

今は、趣味や娯楽を楽しみたいから

独身の自由さや気楽さを

失いたくないから

適当な相手にまだめぐり会わないから

異性とうまくつき合えないから

結婚資金が足りないから

結婚生活のための

住居のめどがたたないから

親や周囲が結婚に

同意しない（だろう）から

その他

すでに結婚が決まっている

男性・H25県調査(N=234)

男性・R3全国調査(N=2,306)

女性・H25県調査(N=332)

女性・R3全国調査(N=2,193)
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問７で「６.」（適当な相手にまだめぐり会わないから）を選択した方にうかがいます。 

問８ 「適当な相手にまだめぐり会わないから」の具体的な内容のうち、最もあてはまるもの１つに

○をつけてください。 

②適当な相手にめぐり会わない理由 

適当な相手にめぐり会わない理由をみると、男女とも「そもそも身近に、自分と同世代の未婚者が少な

い（いない）ため、出会いの機会がほとんどない」が最も多く、男性で 46.0％、女性で 36.9％となってい

る。次いで「そもそも人を好きになったり、結婚相手として意識することが（ほとんど）ない」が男性で

19.3％、女性で 23.5％となっている。 

男性と女性を比べると、男性は「そもそも身近に、自分と同世代の未婚者が少ない（いない）ため、出

会いの機会がほとんどない」が 9.1 ポイント女性より高く、女性は「同世代の未婚者は周囲にいるが、自

分が求める条件に見合う相手がいない」が 8.2 ポイント男性より高くなっている。 

 

図表 適当な相手にめぐり会わない理由 

 

※新規質問項目 

  

46.0%

9.3%

3.7%

9.9%

19.3%

4.3%

3.7%

3.1%

0.6%

36.9%

17.5%

5.1%

6.9%

23.5%

4.1%

2.8%

2.3%

0.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

そもそも身近に、自分と同世代の未婚者が

少ない（いない）ため、出会いの機会がほとんどない

同世代の未婚者は周囲にいるが、

自分が求める条件に見合う相手がいない

結婚に結びつかないような相手ばかり

好きになってしまう

好きな人はいるが、交際に発展しない

そもそも人を好きになったり、

結婚相手として意識することが（ほとんど）ない

交際に至っても、仕事の都合等で、

結婚することが考えられない

その他

答えたくない

無回答

男性・R5県調査(N=161)

女性・R5県調査(N=217)
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（８）婚活状況 

問９ あなたは「婚活」としてどのようなことを行っていますか。あるいは今後行いたいですか。あ

てはまる番号すべてに◯をつけてください。 

①「婚活」としてどのようなことを行っているか 

「婚活」としてどのようなことを行っているかをみると、男女とも「友人、職場の同僚や先輩に紹介し

てもらえるように頼む」が最も多く、男性で 22.8％、女性で 20.7％となっている。次いで「民間の婚活

サイト（マッチングアプリを含む）・ＳＮＳを活用する」が男性で 20.0％、女性で 20.5％となっている。

また「特に行っていない・行う予定はない」も男女とも半数以上を占める。 

 

図表 「婚活」としてどのようなことを行っているか 

 

※新規質問項目 

 

  

22.8%

7.9%

8.6%

7.2%

20.0%

6.6%

5.9%

5.2%

5.5%

2.4%

2.1%

56.6%

2.1%

20.7%

7.7%

7.7%

6.9%

20.5%

6.6%

6.4%

6.1%

3.5%

2.1%

2.1%

56.1%

2.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

友人、職場の同僚や先輩に

紹介してもらえるように頼む

合コンに参加する

趣味のサークルに入る

お見合いをする

民間の婚活サイト（マッチングアプリを含む）

・ＳＮＳを活用する

民間の婚活パーティーに参加する

民間の結婚相談所に登録する

行政の婚活サイト（マッチングアプリを含む）

・ＳＮＳを活用する

行政の婚活パーティーに参加する

行政の結婚相談所に登録する

その他

特に行っていない・行う予定はない

無回答

男性・R5県調査(N=290)

女性・R5県調査(N=376)
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問９で「１２.」（特に行っていない・行う予定はない）を選択した方にうかがいます。 

問１０ 婚活を「特に行っていない・行う予定はない」とされた理由は何ですか。あてはまる番号すべ

てに◯をつけてください。 

②「婚活」を行っていない理由 

「婚活」を行っていない理由をみると、男女とも「そこまでする必要性を感じないから」が最も多く、

男性で 32.3％、女性で 37.9％となっている。次いで男性では「忙しくて時間がないから」が 26.8％、女

性では「自然な流れで出会いたいから」が 30.8％となっている。 

男性と女性を比べると、男性は「忙しくて時間がないから」が 9.7 ポイント女性より高く、女性は「交

際相手がいるから」が 12.3 ポイント、「自然な流れで出会いたいから」が 5.8 ポイント、「そこまでする

必要性を感じないから」が 5.6 ポイント男性より高くなっている。 

 

図表 「婚活」を行っていない理由 

 
※新規質問項目 

 

  

26.8%

25.0%

17.1%

23.8%

32.3%

20.7%

8.5%

10.4%

5.5%

7.3%

1.8%

0.6%

17.1%

30.8%

29.4%

25.6%

37.9%

18.5%

6.6%

8.5%

4.7%

6.2%

1.4%

1.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

忙しくて時間がないから

自然な流れで出会いたいから

交際相手がいるから

面倒だから

そこまでする必要性を感じないから

具体的に何をすればよいかわからないから

婚活サービスは、自分が希望する条件に合う

相手が見つかると思えないから

民間の婚活サービスは、

費用が高いと感じているから

民間の婚活サービスは、

個人情報の扱いに不安があるから

その他

答えたくない

無回答

男性・R5県調査(N=164)

女性・R5県調査(N=211)
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（９）行政支援 

問１１ あなたは、県や市町村に結婚支援に関する施策（事業）に取り組んで欲しいと思いますか。 

①結婚支援施策に取り組んで欲しいか 

結婚支援策に取り組んで欲しいかについて、「積極的に取り組んで欲しい」と「どちらかといえば取り

組んで欲しい」の割合の合計（＝取り組んで欲しい計）をみると、男性の方が 5.2 ポイント高くなってい

る。「積極的に取り組んで欲しい」も男性の方が 13.6 ポイント高くなっている。 

 

 

図表 結婚支援施策に取り組んで欲しいか 

 

※新規質問項目 

 

  

69.3% 20.3% 

64.1% 23.7% 

取り組
んで欲
しい計

取り組
むべき
ではな
い計

34.1%

20.5%

35.2%

43.6%

14.1%

16.8%

6.2%

6.9%

7.9%

9.6%

2.4%

2.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

男性・R5県調査

(N=290)

女性・R5県調査

(N=376)

積極的に

取り組んで

欲しい

どちらかと

いえば

取り組んで

欲しい

どちらかと

いえば

取り組む

べきでは

ない

取り組む

べきでは

ない

その他 無回答
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問１１で「１.」（積極的に取り組んで欲しい）「２.」（どちらかといえば取り組んで欲しい）を選択し

た方にうかがいます。 

問１１－１ 出会い・結婚にかかわる支援として、どのようなことを行政に期待しますか。 

②行政に期待すること 

行政に期待することをみると、男女とも「出会いの場の提供（パーティーなどのイベント）」が最も多

く、男性で 42.8％、女性で 38.6％となっている。次いで男性では「出会いや結婚に必要な情報の提供」

が 22.4％、女性では「公的な結婚相談所の開設（１対１の紹介形式のもの）」が 24.5％となっている。 

男性と女性を比べると、男性は「結婚のイメージアップに向けた意識啓発」が 5.2 ポイント、「出会い

の場の提供（パーティーなどのイベント）」が 4.2 ポイント女性より高く、女性は「公的な結婚相談所の

開設（１対１の紹介形式のもの）」が 8.6 ポイント男性より高くなっている。 

 

図表 行政に期待すること 

 

※新規質問項目 

 

  

42.8%

15.9%

22.4%

8.5%

16.4%

10.0%

13.9%

9.0%

3.5%

38.6%

24.5%

22.4%

8.7%

11.2%

7.9%

14.5%

8.7%

4.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

出会いの場の提供（パーティーなどのイベント）

公的な結婚相談所の開設（１対１の紹介形式のもの）

出会いや結婚に必要な情報の提供

婚活に役立つセミナーの開催

（交際術・マナー・ファッションなど）

結婚のイメージアップに向けた意識啓発

地域の結婚応援サポーターの育成（結婚応援サポーター：

結婚を望む独身者の結婚相談をボランティアで行う人のこと）

婚活サイト（マッチングアプリを含む）

・ＳＮＳの導入

その他

不明

男性・R5県調査(N=201)

女性・R5県調査(N=241)
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（10）結婚相手を決める際に重視すること 

問１２ あなたは結婚相手を決めるとき、次の①～⑤の項目について、どの程度重視しますか。それぞ

れ１～３のうち、あてはまる番号に○をつけてください。また、その他に重視することがある

場合は、⑥に具体的に記入してください。 

全体として、すべての項目において女性の重視する割合が男性を上回る。特に相手の経済力については、

重視する程度の性差が他の項目に比べて大きい。 

 

①相手の経済力 

「重視する」の割合は、男性では 8.3％、女性では 52.7％となっている。「あまり関係ない」の割合は、

男性では 38.3％、女性では 5.8％となっている。 

 

図表 結婚相手を決める際に重視すること ①相手の経済力 

 
※集計対象：いずれ結婚するつもりの 18～34 歳 

  

8.3%

9.0%

4.7%

52.7%

50.4%

36.3%

49.2%

47.2%

43.5%

41.1%

45.2%

55.3%

38.3%

38.9%

50.0%

5.8%

3.2%

7.2%

4.1%

4.9%

1.8%

0.4%

1.2%

1.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

男性・R5県調査(N=193)

男性・H30県調査(N=144)

男性・R3全国調査(N=1,654)

女性・R5県調査(N=258)

女性・H30県調査(N=252)

女性・R3全国調査(N=1,731)

重視する 考慮する あまり関係ない 無回答
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②相手の性格 

「重視する」の割合は、男性では 85.0％、女性では 95.3％となっている。「あまり関係ない」の割合は、

男性では 1.0％、女性では 0.4％となっている。 
 

図表 結婚相手を決める際に重視すること ②相手の性格 

 

※集計対象：いずれ結婚するつもりの 18～34 歳 

※R3 全国調査の質問内容は「相手の人がら」 

 

③自分の仕事や生き方に対する理解と協力 

「重視する」の割合は、男性では 69.4％、女性では 77.5％となっている。「あまり関係ない」の割合は、

男性では 4.1％、女性では 1.2％となっている。前回調査に比べて、女性では「重視する」が 12.4 ポイン

ト上昇している。 
 

図表 結婚相手を決める際に重視すること ③自分の仕事や生き方に対する理解と協力 

 

※集計対象：いずれ結婚するつもりの 18～34 歳 

※R3 全国調査の質問内容は「自分の仕事に対する理解と協力」  

85.0%

77.8%

77.0%

95.3%

92.1%

88.2%

11.4%

16.7%

18.1%

3.9%

6.3%

9.8%

1.0%

0.7%

3.3%

0.4%

0.7%

2.6%

4.9%

1.6%

0.4%

1.6%

1.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

男性・R5県調査(N=193)

男性・H30県調査(N=144)

男性・R3全国調査(N=1,654)

女性・R5県調査(N=258)

女性・H30県調査(N=252)

女性・R3全国調査(N=1,731)

重視する 考慮する あまり関係ない 無回答

69.4%

68.8%

42.0%

77.5%

65.1%

55.9%

23.3%

23.6%

46.6%

21.3%

31.0%

37.5%

4.1%

2.8%

9.8%

1.2%

2.8%

5.4%

3.1%

4.9%

1.7%

1.2%

1.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

男性・R5県調査(N=193)

男性・H30県調査(N=144)

男性・R3全国調査(N=1,654)

女性・R5県調査(N=258)

女性・H30県調査(N=252)

女性・R3全国調査(N=1,731)

重視する 考慮する あまり関係ない 無回答
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④家事・育児に対する能力や姿勢 

「重視する」の割合は、男性では 45.1％、女性では 66.7％となっている。「あまり関係ない」の割合は、

男性では 6.7％、女性では 3.1％となっている。前回調査に比べて、女性では「重視する」が 23.8 ポイン

ト上昇している。 

 

図表 結婚相手を決める際に重視すること ④家事・育児に対する能力や姿勢 

 
※集計対象：いずれ結婚するつもりの 18～34 歳 

 

⑤価値観が合うこと 

「重視する」の割合は、男性では 71.5％、女性では 82.6％となっている。「あまり関係ない」の割合は、

男性では 2.6％、女性では 1.6％となっている。 

 

図表 結婚相手を決める際に重視すること ⑤価値観が合うこと 

 

※集計対象：いずれ結婚するつもりの 18～34 歳 

 

  

45.1%

47.9%

42.1%

66.7%

42.9%

70.2%

44.6%

41.0%

49.3%

29.8%

51.2%

26.3%

6.7%

5.6%

6.8%

3.1%

3.6%

2.3%

3.6%

5.6%

1.8%

0.4%

2.4%

1.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

男性・R5県調査(N=193)

男性・H30県調査(N=144)

男性・R3全国調査(N=1,654)

女性・R5県調査(N=258)

女性・H30県調査(N=252)

女性・R3全国調査(N=1,731)

重視する 考慮する あまり関係ない 無回答

71.5%

74.3%

82.6%

79.4%

22.8%

16.0%

15.5%

16.7%

2.6%

4.2%

1.6%

2.4%

3.1%

5.6%

0.4%

1.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

男性・R5県調査(N=193)

男性・H30県調査(N=144)

女性・R5県調査(N=258)

女性・H30県調査(N=252)

重視する 考慮する あまり関係ない 無回答
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（11）結婚するつもりがない理由 

問４で「２.」（一生結婚するつもりはない）を選択した方にうかがいます。 

問１３ あなたは、なぜ「一生結婚するつもりはない」のですか。あてはまる番号すべてに○をつけて

ください。 

結婚するつもりがない理由をみると男女とも「自由な時間が減るから」が最も多く、男性で 59.8％、女

性で 61.3％となっている。次いで、男性では「家庭をもつほどの収入がないから」が 50.9％、「自由に使

えるお金が減るから」が 50.0％、女性では「共同生活に不安があるから」が 54.8％、「パートナーの両親

等の親戚付き合いがわずらわしいから」が 52.4％となっている。 

男性と女性を比べると、男性で「家庭をもつほどの収入がないから」が 29.1 ポイント、「自由に使える

お金が減るから」が 8.9 ポイント女性より高く、女性で「パートナーの両親等の親戚付き合いがわずらわ

しいから」が 30.1 ポイント、「共同生活に不安があるから」が 25.3 ポイント、「出産・子育てが不安だか

ら」が 10.9 ポイント男性より高くなっている。 

 

図表 結婚するつもりがない理由 

 

※新規質問項目 

 

  

59.8%

50.0%

10.7%

6.3%

29.5%

18.8%

34.8%

49.1%

21.4%

16.1%

50.9%

18.8%

22.3%

12.5%

1.8%

61.3%

41.1%

16.9%

7.3%

54.8%

23.4%

40.3%

50.0%

32.3%

25.0%

21.8%

12.1%

52.4%

29.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

自由な時間が減るから

自由に使えるお金が減るから

仕事に集中したいから

友人や家族と疎遠になるから

共同生活に不安があるから

特定の相手に束縛されたくないから

結婚相手を探すのが面倒だから

結婚にメリットを感じないから

出産・子育てが不安だから

自身の家事・育児負担が大きくなるから

家庭をもつほどの収入がないから

雇用が安定していないから

パートナーの両親等の親戚付き合いが

わずらわしいから

その他

無回答

男性・R5県調査(N=112)

女性・R5県調査(N=124)
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（12）結婚することの障害 

現在交際している方にうかがいます。それ以外の方は問 15 へお進みください。 

問１４ 現在交際している人と結婚するとしたら、なにか障害になることがあると思いますか。左下①

のあてはまる番号に○をつけてください。また、①の１．に○をつけた方は、右側②の障害に

なると思うことの中から、最大の障害と第二の障害をそれぞれ１つ選んで右の回答欄に番号

を記入してください。 

①交際相手と結婚することを考えた場合の障害になることの有無 

男女とも「障害になることがあると思う」の割合が 69％程となっている。 

過去調査と比べると、男女ともに「障害になることがあると思う」の割合が上昇している。 

 

図表 交際相手と結婚することを考えた場合の障害になることの有無 

 

※集計対象：結婚経験のない方（無回答を除く） 

  

※結婚経験のない方（無回答を除く）

69.7%

63.5%

50.9%

66.2%

69.0%

63.4%

52.4%

70.4%

30.3%

36.5%

49.1%

33.8%

31.0%

36.6%

47.6%

29.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

男性・R5県調査(N=76)

男性・H30県調査(N=85)

男性・H25県調査(N=171)

男性・R3全国調査(N=2,163)

女性・R5県調査(N=126)

女性・H30県調査(N=131)

女性・H25県調査(N=267)

女性・R3全国調査(N=2,077)

障害になることがあると思う 障害になることはないと思う
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②結婚の障害になる具体的な内容 

結婚の障害になる具体的な内容をみると、男性では「結婚後の生活費用」が 1.02 点で最も多く、次い

で、「職業や仕事上の問題」が 0.45 点、「結婚生活のための住居」が 0.39 点となっている。 

女性では「結婚後の生活費用」が 0.95 点で最も多く、次いで、「職業や仕事上の問題」が 0.42 点、「親

の承諾」が 0.41 点となっている。 

 

図表 結婚の障害になる具体的な内容（２つ選択） 

 

※結婚経験のない方について、最大の障害＝２点、第二の障害＝１点として合計し、対象の母数で割った値を得点とした 

※「結婚後の生活費用」は今回調査からの新規項目 

  

※結婚経験のない方について、最大の障害＝２点、第二の障害＝１点として合計し、対象の母数で割った値を得点とした

0.39

1.02

0.25

0.27

0.04

0.45

0.12

0.22

0.10

0.54

0.48

0.26

0.19

0.35

0.20

0.04

0.22

0.35

0.95

0.41

0.28

0.13

0.42

0.10

0.15

0.16

0.46

0.37

0.25

0.14

0.57

0.10

0.13

0.16

0 0.2 0.4 0.6 0.8 1 1.2

結婚生活のための住居

結婚後の生活費用

親の承諾

親との同居や扶養

学校や学業上の問題

職業や仕事上の問題

年齢上のこと

健康上のこと

その他

男性・R5県調査(N=51)

男性・H30県調査(N=54)

女性・R5県調査(N=86)

女性・H30県調査(N=83)
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（参考）図表 結婚の障害になる具体的な内容（過去調査） 

 

 

  

27.3%

56.4%

29.1%

21.8%

9.1%

29.1%

0.0%

5.5%

7.3%

32.7%

68.2%

14.8%

12.5%

16.5%

23.0%

13.3%

5.6%

2.9%

25.3%

37.9%

25.3%

26.3%

3.2%

46.3%

7.4%

6.3%

8.4%

28.4%

57.6%

20.4%

12.5%

18.7%

26.4%

13.2%

6.6%

3.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

結婚生活のための住居

結婚式（挙式や新生活の

準備のための）費用

親の承諾

親との同居や扶養

学校や学業上の問題

職業や仕事上の問題

年齢上のこと

健康上のこと

その他

男性・H25県調査(N=55)

男性・R3全国調査(N=1,432)

女性・H25県調査(N=95)

女性・R3全国調査(N=1,463)
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４ 子どもに関すること 

（１）子育てに対する考え 

問１５ あなたが子育てする場合について、子育てをどのようにお考えですか。あてはまるものすべて

に○をつけ、最もあてはまるものに◎をつけてください。 

子どものいない人の、子育てに対する考えをみると、男性では「子どもの成長が楽しみ」が 1.29 点で

最も多く、次いで、「経済的な負担が大きくなる」が 1.23 点、「親としての責任が不安」が 1.08 点となっ

ている。 

女性では「子どもの成長が楽しみ」が 1.47 点で最も多く、次いで、「育児がうまくできるか不安」が 1.37

点、「親としての責任が不安」が 1.23 点となっている。 

 

図表 子育てに対する考え 

 
※集計対象：子どもがいない方 

※新規質問項目 

 

※子どもがいない方

1.04

0.67

0.82

0.70

0.34

0.30

1.29

0.30

1.05

1.08

0.78

0.95

0.39

0.50

1.23

0.71

0.12

0.07

1.07

0.53

0.84

1.02

0.25

0.39

1.47

0.40

1.37

1.23

0.83

1.08

0.73

0.51

1.17

1.06

0.11

0.06

0 0.2 0.4 0.6 0.8 1 1.2 1.4 1.6

明るく楽しい家庭生活が送れる

精神的な安らぎがある

日々の生活に活力が生まれる

自分自身が成長できる

社会的な信用が得られる

老後の生活が安心できる

子どもの成長が楽しみ

子どもの関係で人の輪が広がる

育児がうまくできるか不安

親としての責任が不安

自由に使えるお金が制約される

自由に使える時間が制約される

子どもの親同士の付き合いや

人間関係がわずらわしい

子どもの成長が不安

経済的な負担が大きくなる

家事・育児の負担が大きくなる

周囲の理解・協力が得られにくい

その他

男性・R5県調査(N=387)

女性・R5県調査(N=457)
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（２）希望する子どもの数 

問１６ 子どもは何人ほしいですか。あてはまる番号に○をつけ、「５．５人以上」を選択された場合

は、（  ）内に人数を記入してください。また、子どもを１人以上希望される方は、最初の

お子さんを持ちたい（持った）年齢を右側②の（  ）内に記入してください。 

【年齢別】 

各年代の独身者が希望する子ども数の平均をみると、女性の 18～19 歳のみで、２人以上の子どもを欲

しいと回答している。男女ともに概ね年齢の上昇とともに、希望の子ども数は少なくなっており、男性に

比べて女性の希望人数の減少の幅が大きい。 

前回調査の結果に比べて、男性ではすべての年代で、女性では 20～24 歳、25～29 歳、30～34 歳、45～

49 歳で、希望の子ども数の平均が低下している。 

希望の子ども数が２人以上の割合は、男性では 74.6％、女性では 77.6％となっている。 

 

図表 年齢別 平均希望子ども数 

 
 

  

男性・
R5県調査

男性・
H30県調査

男性・
H25県調査

男性・
R3全国調査

女性・
R5県調査

女性・
H30県調査

女性・
H25県調査

女性・
R3全国調査

18～19歳 1.70 1.89 2.27 1.97 2.00 1.77 2.15 1.90 

20～24歳 1.77 2.12 2.19 1.85 1.66 2.14 2.19 1.89 

25～29歳 1.47 2.15 1.90 1.86 1.64 1.98 2.04 1.75 

30～34歳 1.11 2.14 1.90 1.58 1.40 1.94 1.82 1.50 

35～39歳 1.36 1.73 1.74 1.30 1.30 1.58 

40～44歳 0.96 1.74 1.70 1.14 0.89 1.33 

45～49歳 1.22 1.42 1.50 0.97 1.06 0.67 
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図表 希望する子どもの数 

 

  

※集計対象：いずれ結婚するつもりの 18～34 歳 

※H25 県調査・H30 県調査は「４人以上」が１項目にまとめられている 

  

7.8%

1.4%

2.7%

11.1%

10.5%

4.5%

2.6%

13.1%

15.5%

11.9%

10.4%

10.9%

11.2%

9.8%

10.3%

10.5%

59.6%

65.7%

61.1%

61.9%

60.9%

63.8%

61.1%

59.3%

14.0%

14.0%

14.8%

12.2%

14.3%

17.1%

15.3%

13.7%

0.5%

2.8%

2.0%

1.1%

1.6%

2.4%

3.1%

1.0%

0.5%

0.4%

0.8%

0.1%

2.1%

4.2%

9.1%

2.5%

0.8%

2.4%

7.6%

2.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

男性・R5県調査(N=193)

男性・H30県調査(N=143)

男性・H25県調査(N=298)

男性・R3全国調査(N=1,654)

女性・R5県調査(N=258)

女性・H30県調査(N=246)

女性・H25県調査(N=419)

女性・R3全国調査(N=1,731)

子どもは

いらない
１人 ２人 ３人 ４人 ５人以上 無回答
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（３）最初の子どもを持ちたい年齢 

最初の子どもを持ちたい年齢をみると、男性では「30～34 歳」が 34.6％で最も多く、次いで、「25～29

歳」が 21.6％、「40 歳以上」が 16.3％となっている。前回調査に比べて、「25～29 歳」の割合が 6.6 ポイ

ント上昇している。 

女性では「25～29 歳」が 34.4％で最も多く、次いで、「30～34 歳」が 33.2％、「35～39 歳」が 11.2％

となっている。前回調査に比べて、「30～34 歳」の割合が 9.0 ポイント低下している。 

男性と女性を比べると、男性で「40 歳以上」が 12.3 ポイント女性に比べて高く、女性で「25～29 歳」

が 12.8 ポイント男性に比べて高くなっている。 

 

図表 最初の子どもを持ちたい年齢 

 

 

  

0.7%

0.9%

0.2%

1.1%

1.1%

0.9%

4.3%

2.2%

2.3%

21.6%

15.0%

15.6%

34.4%

34.3%

35.0%

34.6%

42.2%

36.8%

33.2%

42.2%

35.4%

14.1%

18.7%

19.8%

11.2%

11.9%

10.2%

16.3%

19.3%

16.2%

4.0%

5.8%

4.7%

11.7%

3.7%

10.8%

12.0%

3.6%

12.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

男性・R5県調査(N=283)

男性・H30県調査(N=187)

男性・H25県調査(N=334)

女性・R5県調査(N=349)

女性・H30県調査(N=277)

女性・H25県調査(N=443)

18～19歳 20～24歳 25～29歳 30～34歳 35～39歳 40歳以上 無回答
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（４）子どもはいらないと考える要因 

問１６で「０.」（子どもはいらない）を選択した方にうかがいます。 

問１７ 子どもはいらないと考える要因について、下の理由のうちから、あてはまる番号すべてに○を

つけてください。 

子どもはいらないと考える要因についてみると、男性では「経済的に負担が大きいから」が 52.2％で最

も多く、次いで、「子育てに対して不安があるから」が 48.7％、「自分の時間や生活を大切にしたいから」

44.2％となっている。 

女性では「子育てに対して不安があるから」が 52.1％で最も多く、次いで、「出産に対して不安がある

から」と「経済的に負担が大きいから」が 44.4％となっている。 

男性と女性を比べると、男性で「自分の時間や生活を大切にしたいから」が 12.3 ポイント、「経済的に

負担が大きいから」が 7.8 ポイント女性に比べて高く、女性で「出産に対して不安があるから」が 31.1 ポ

イント、「子育てに対して、女性の負担が大きいから」が 10.7 ポイント男性より高くなっている。 

 

図表 子どもはいらないと考える要因 

 

※新規質問項目 

  

24.8%

13.3%

48.7%

52.2%

29.2%

21.2%

44.2%

23.9%

16.8%

15.0%

11.5%

18.8%

44.4%

52.1%

44.4%

29.2%

24.3%

31.9%

26.4%

22.9%

25.7%

16.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

子どもが好きではないから

出産に対して不安があるから

子育てに対して不安があるから

経済的に負担が大きいから

子どもに対する責任を負いたくないから

仕事と子育ての両立が難しいから

自分の時間や生活を大切にしたいから

子どもを育てるのに社会環境が望ましくないから

健康上の理由から

子育てに対して、女性の負担が大きいから

その他

男性・R5県調査(N=113)

女性・R5県調査(N=144)
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（５）希望する子どもの数が１人以上の理由 

問１６で希望する子どもの数を１人以上と回答した方にうかがいます。それ以外の方は、問１９へお進

みください。 

問１８ 希望する子どもの数を１人以上とお考えになる理由は何ですか。あてはまる番号すべてに○

をつけ、その中で最大の理由には◎をつけてください。 

希望する子どもの数を 1 人以上と考える理由をみると、男性では「子どもがいると生活が楽しく心が豊

かになるから」が 1.58 点で最も多く、次いで、「好きな人の子どもを持ちたいから」が 1.07 点、「結婚し

て子どもを持つことは自然なことだから」が 0.69 点となっている。 

女性では「子どもがいると生活が楽しく心が豊かになるから」が 1.87 点で最も多く、次いで「好きな

人の子どもを持ちたいから」が 1.17 点、「子どもは老後の支えになるから」が 0.43 点となっている。 

 

図表 希望する子どもの数が１人以上の理由 

 
※新規質問項目 

 

  

0.69

0.16

1.58

0.35

0.63

0.34

1.07

0.26

0.20

0.40

0.11

1.87

0.43

0.36

0.34

1.17

0.35

0.26

0.0% 0.5% 1.0% 1.5% 2.0%

結婚して子どもを持つことは

自然なことだから

子どもを持つことで

周囲から認められるから

子どもがいると生活が楽しく

心が豊かになるから

子どもは老後の支えになるから

子どもは将来の社会の支えに

なるから

子どもは夫婦関係を安定させるから

好きな人の子どもを持ちたいから

妻（または夫）や親などの

周囲が望むから

その他

男性・R5県調査(N=278)

女性・R5県調査(N=341)



151 

 

（６）身近な状況について 

問１９ あなたの身近な状況について、おたずねします。以下の①～④について、右の欄のあてはまる

番号に１つずつ○をつけてください。質問項目に該当する相手がいない（いなかった）場合

は、５に○をつけてください。 

①赤ちゃんや小さい子どもとふれあう機会がよくあった（よくある） 

「あてはまる」「どちらかといえばあてはまる」の割合の合計は、男性では 42.0％、女性では 50.8％と

なっている。 

結婚意向別にみると、結婚意向ありでは 48.7％で、結婚意向なしより高くなっている。 

 

図表 赤ちゃんや小さい子どもとふれあう機会がよくあった（よくある） 

  

※R3 全国調査では「該当しない」は無し 

 

  

42.0% 42.9% 

44.9% 40.9% 

35.1% 61.0% 

50.8% 38.8% 

53.9% 39.2% 

43.7% 53.4% 

あては
まる計

あては
まらな
い計

15.0%

23.3%

12.7%

27.7%

26.1%

20.0%

27.0%

21.6%

22.4%

23.1%

27.8%

23.7%

21.3%

16.6%

22.5%

16.7%

18.5%

20.5%

21.6%

24.3%

38.5%

22.1%

20.7%

32.9%

14.0%

12.6%

9.8%

5.8%

1.2%

1.7%

4.1%

0.6%

1.1%

2.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

男性・R5県調査

(N=408)

男性・H30県調査

(N=301)

男性・R3全国調査

(N=3,118)

女性・R5県調査

(N=502)

女性・H30県調査

(N=464)

女性・R3全国調査

(N=2,873)

あてはまる

どちらかと

いえば

あてはまる

どちらか

といえば

あてはま

らない

あてはま

らない
該当しない 無回答

48.7% 40.3% 

41.3% 41.7% 

あては
まる計

あては
まらな
い計

23.4%

18.1%

25.3%

23.2%

18.0%

21.9%

22.3%

19.8%

10.0%

16.5%

0.9%

0.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

結婚意向あり

(N=667)

結婚意向なし

(N=237)

あてはまる

どちらかと

いえば

あてはまる

どちらか

といえば

あてはま

らない

あてはま

らない
該当しない 無回答
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②両親のような夫婦関係をうらやましく思う 

「あてはまる」「どちらかといえばあてはまる」の割合の合計は、男性では 42.4％、女性では 47.6％と

なっている。 

結婚意向別にみると、結婚意向ありでは 48.5％で、結婚意向なしより高くなっている。 

 

 

図表 両親のような夫婦関係をうらやましく思う 

 

 

  

42.4% 45.8% 

48.5% 40.2% 

46.1% 44.3% 

47.6% 43.0% 

49.0% 41.9% 

46.4% 42.5% 

あては
まる計

あては
まらな
い計

15.4%

15.6%

12.8%

16.9%

17.5%

15.4%

27.0%

32.9%

33.3%

30.7%

31.5%

31.0%

22.5%

16.9%

24.3%

19.7%

18.8%

20.4%

23.3%

23.3%

20.0%

23.3%

23.1%

22.1%

10.3%

9.3%

7.5%

8.6%

8.0%

9.6%

1.5%

2.0%

2.0%

0.8%

1.3%

1.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

男性・R5県調査

(N=408)

男性・H30県調査

(N=301)

男性・R3全国調査

(N=3,118)

女性・R5県調査

(N=502)

女性・H30県調査

(N=464)

女性・R3全国調査

(N=2,873)

あてはまる

どちらかと

いえば

あてはまる

どちらか

といえば

あてはま

らない

あてはま

らない
該当しない 無回答

48.5% 42.4% 

36.7% 48.9% 

あては
まる計

あては
まらな
い計

18.7%

9.7%

29.8%

27.0%

22.2%

17.3%

20.2%

31.6%

7.9%

13.5%

1.0%

0.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

結婚意向あり

(N=667)

結婚意向なし

(N=237)

あてはまる

どちらかと

いえば

あてはまる

どちらか

といえば

あてはま

らない

あてはま

らない
該当しない 無回答
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③結婚しているまわりの友人をみると、幸せそうだと思う 

「あてはまる」「どちらかといえばあてはまる」の割合の合計は、男性では 46.4％、女性では 53.4％と

なっている。 

結婚意向別にみると、結婚意向ありでは 54.7％で、結婚意向なしより高くなっている。 

 

 

図表 結婚しているまわりの友人をみると、幸せそうだと思う 

 

 

 

  

46.4% 31.1% 

47.9% 28.9% 

46.8% 34.3% 

53.4% 25.9% 

59.7% 24.1% 

51.0% 29.0% 

あては
まる計

あては
まらな
い計

16.7%

16.3%

12.6%

17.5%

16.2%

14.6%

29.7%

31.6%

34.2%

35.9%

43.5%

36.4%

19.1%

18.3%

21.4%

17.9%

17.2%

19.6%

12.0%

10.6%

12.9%

8.0%

6.9%

9.4%

21.1%

21.3%

17.2%

19.9%

15.1%

18.6%

1.5%

2.0%

1.7%

0.8%

1.1%

1.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

男性・R5県調査

(N=408)

男性・H30県調査

(N=301)

男性・R3全国調査

(N=3,118)

女性・R5県調査

(N=502)

女性・H30県調査

(N=464)

女性・R3全国調査

(N=2,873)

あてはまる

どちらかと

いえば

あてはまる

どちらか

といえば

あてはま

らない

あてはま

らない
該当しない 無回答

54.7% 22.9% 

38.4% 43.0% 

あては
まる計

あては
まらな
い計

19.9%

9.3%

34.8%

29.1%

15.7%

25.7%

7.2%

17.3%

21.3%

17.7%

1.0%

0.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

結婚意向あり

(N=667)

結婚意向なし

(N=237)

あてはまる

どちらかと

いえば

あてはまる

どちらか

といえば

あてはま

らない

あてはま

らない
該当しない 無回答



154 

 

④同年代の友人やきょうだいに、子どもを持っている人が多い 

「あてはまる」「どちらかといえばあてはまる」の割合の合計は、男性では 36.8％、女性では 46.2％と

なっている。 

結婚意向別にみると、結婚意向なしでは 46.8％で、結婚意向ありより高くなっている。 

 

 

図表 同年代の友人やきょうだいに、子どもを持っている人が多い 

 

 

 

  

36.8% 40.7% 

42.5% 30.9% 

46.2% 35.4% 

47.2% 36.0% 

あては
まる計

あては
まらな
い計

15.0%

18.6%

24.7%

21.1%

21.8%

23.9%

21.5%

26.1%

21.1%

16.3%

16.3%

15.3%

19.6%

14.6%

19.1%

20.7%

21.1%

24.9%

17.5%

15.7%

1.5%

1.7%

0.8%

1.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

男性・R5県調査

(N=408)

男性・H30県調査

(N=301)

女性・R5県調査

(N=502)

女性・H30県調査

(N=464)

あてはまる

どちらかと

いえば

あてはまる

どちらか

といえば

あてはま

らない

あてはま

らない
該当しない 無回答

40.6% 38.2% 

46.8% 36.3% 

あては
まる計

あては
まらな
い計

19.2%

23.6%

21.4%

23.2%

18.3%

19.0%

19.9%

17.3%

20.1%

16.0%

1.0%

0.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

結婚意向あり

(N=667)

結婚意向なし

(N=237)

あてはまる

どちらかと

いえば

あてはまる

どちらか

といえば

あてはま

らない

あてはま

らない
該当しない 無回答
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５ 結婚・子育てに対する考え方 

（１）結婚、家庭、子育てに関する意識 

問２０ 結婚、家庭、子どもを持つことについてはいろいろな考え方がありますが、下に例として①～

⑬のような考え方を示しました。それぞれについて、あなた自身はどのようにお考えでしょう

か。それぞれ右の欄のあてはまる番号に○をつけてください。 

①生涯を独身で過ごすというのは、望ましい生き方ではない 

そう思う割合（「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」の合計、以下問 20 内で同じ）をみると、

男性では 56.1％となっている。過去調査から低下傾向である。 

女性では 39.0％となっている。男性と同じく過去調査から低下傾向であり、前回調査に比べて 12.5 ポ

イントと大きく低下している。 

 

図表 生涯を独身で過ごすというのは、望ましい生き方ではない 

 

※無回答を除く 

※集計対象：R5 県調査・H30 県調査は回答者全数、H25 県調査・R3 全国調査は 18～34 歳 

※R3 全国調査は「まったく賛成」「どちらかといえば賛成」「どちらかといえば反対」「まったく反対」となっている 

  

56.1% 43.9%

59.1% 40.8%

68.8% 31.2%

51.6% 48.4%

39.0% 60.9%

51.5% 48.5%

65.1% 35.0%

39.8% 60.2%

そう
思う
計

そう思
わない

計

25.7%

30.4%

34.0%

14.3%

14.8%

20.5%

30.1%

8.7%

30.4%

28.7%

34.8%

37.3%

24.2%

31.0%

35.0%

31.1%

17.0%

18.2%

13.9%

30.0%

21.0%

24.7%

15.9%

31.1%

26.9%

22.6%

17.3%

18.4%

39.9%

23.8%

19.1%

29.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

男性・R5県調査

(N=405)

男性・H30県調査

(N=296)

男性・H25県調査

(N=382)

男性・R3全国調査

(N=2,010)

女性・R5県調査

(N=499)

女性・H30県調査

(N=458)

女性・H25県調査

(N=529)

女性・R3全国調査

(N=2,024)

そう思う
どちらかといえば

そう思う

どちらかといえば

そう思わない
そう思わない
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②男女が一緒に暮らすなら結婚すべきである 

そう思う割合をみると、男性では 53.3％となっている。前回調査に比べて、10.6 ポイント低下してい

る。 

女性では 40.7％となっている。前回調査に比べて、16.0 ポイント低下している。 

 

図表 男女が一緒に暮らすなら結婚すべきである 

 

※無回答を除く 

※集計対象：R5 県調査・H30 県調査は回答者全数、H25 県調査・R3 全国調査は 18～34 歳 

※R3 全国調査は「まったく賛成」「どちらかといえば賛成」「どちらかといえば反対」「まったく反対」となっている 

  

53.3% 46.6%

63.9% 36.0%

72.5% 27.5%

61.4% 38.6%

40.7% 59.4%

56.7% 43.4%

69.6% 30.4%

48.0% 51.9%

そう
思う
計

そう思
わない

計

18.6%

30.6%

35.1%

16.9%

10.8%

24.0%

29.9%

9.8%

34.7%

33.3%

37.4%

44.5%

29.9%

32.7%

39.7%

38.2%

20.3%

18.2%

14.3%

25.4%

25.7%

22.0%

15.3%

31.1%

26.3%

17.8%

13.2%

13.2%

33.7%

21.4%

15.1%

20.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

男性・R5県調査

(N=403)

男性・H30県調査

(N=297)

男性・H25県調査

(N=385)

男性・R3全国調査

(N=2,004)

女性・R5県調査

(N=499)

女性・H30県調査

(N=459)

女性・H25県調査

(N=529)

女性・R3全国調査

(N=2,030)

そう思う
どちらかといえば

そう思う

どちらかといえば

そう思わない
そう思わない
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③結婚後は、夫は外で働き、妻は家庭を守るべきだ 

そう思う割合をみると、男性では 15.2％となっている。前回調査に比べて、11.7 ポイント低下してい

る。 

女性では 11.2％となっている。前回調査に比べて、19.3 ポイント低下している。 

 

図表 結婚後は、夫は外で働き、妻は家庭を守るべきだ 

 

※無回答を除く 

※集計対象：R5 県調査・H30 県調査は回答者全数、H25 県調査・R3 全国調査は 18～34 歳 

※R3 全国調査は「まったく賛成」「どちらかといえば賛成」「どちらかといえば反対」「まったく反対」となっている 

  

15.2% 84.9%

26.9% 73.1%

37.9% 62.0%

19.7% 80.2%

11.2% 88.7%

30.5% 69.5%

41.4% 58.7%

12.2% 87.9%

そう
思う
計

そう思
わない

計

3.5%

6.7%

7.5%

3.1%

1.6%

4.8%

8.0%

1.2%

11.7%

20.2%

30.4%

16.6%

9.6%

25.7%

33.4%

11.0%

29.8%

30.3%

30.1%

42.1%

26.7%

30.3%

28.5%

36.2%

55.1%

42.8%

31.9%

38.1%

62.0%

39.2%

30.2%

51.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

男性・R5県調査

(N=403)

男性・H30県調査

(N=297)

男性・H25県調査

(N=385)

男性・R3全国調査

(N=2,004)

女性・R5県調査

(N=498)

女性・H30県調査

(N=459)

女性・H25県調査

(N=527)

女性・R3全国調査

(N=2,027)

そう思う
どちらかといえば

そう思う

どちらかといえば

そう思わない
そう思わない



158 

 

④結婚したら、子どもは持つべきだ 

そう思う割合をみると、男性では 44.7％となっている。前回調査に比べて、14.4 ポイント低下してい

る。 

女性では 28.3％となっている。前回調査に比べて、21.9 ポイント低下している。 

 

図表 結婚したら、子どもは持つべきだ 

 

※無回答を除く 

※集計対象：R5 県調査・H30 県調査は回答者全数、H25 県調査・R3 全国調査は 18～34 歳 

※R3 全国調査は「まったく賛成」「どちらかといえば賛成」「どちらかといえば反対」「まったく反対」となっている 

  

44.7% 55.3%

59.1% 40.9%

68.9% 31.1%

56.0% 44.0%

28.3% 71.6%

50.2% 49.8%

68.3% 31.6%

37.2% 62.7%

そう
思う
計

そう思
わない

計

10.7%

20.9%

33.9%

11.6%

5.2%

13.0%

26.2%

4.8%

34.0%

38.2%

35.0%

44.4%

23.1%

37.2%

42.1%

32.4%

20.3%

18.6%

14.9%

26.7%

20.3%

17.4%

15.1%

28.0%

35.0%

22.3%

16.2%

17.3%

51.3%

32.4%

16.5%

34.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

男性・R5県調査

(N=403)

男性・H30県調査

(N=296)

男性・H25県調査

(N=383)

男性・R3全国調査

(N=1,998)

女性・R5県調査

(N=497)

女性・H30県調査

(N=460)

女性・H25県調査

(N=522)

女性・R3全国調査

(N=2,019)

そう思う
どちらかといえば

そう思う

どちらかといえば

そう思わない
そう思わない
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⑤少なくとも子どもが小さいうちは、母親は仕事を持たずに家にいるのが望ましい 

そう思う割合をみると、男性では 50.2％となっている。前回調査に比べて、15.5 ポイント低下してい

る。 

女性では 50.4％となっている。前回調査に比べて、16.6 ポイント低下している。 

 

図表 少なくとも子どもが小さいうちは、母親は仕事を持たずに家にいるのが望ましい 

 

※無回答を除く 

※集計対象：R5 県調査・H30 県調査は回答者全数、H25 県調査・R3 全国調査は 18～34 歳 

※R3 全国調査は「まったく賛成」「どちらかといえば賛成」「どちらかといえば反対」「まったく反対」となっている 

  

50.2% 49.8%

65.7% 34.3%

73.1% 26.9%

55.0% 45.0%

50.4% 49.6%

67.0% 33.1%

75.2% 24.8%

50.7% 49.3%

そう
思う
計

そう思
わない

計

12.4%

23.6%

32.3%

12.9%

10.8%

27.0%

33.6%

9.9%

37.8%

42.1%

40.8%

42.1%

39.6%

40.0%

41.6%

40.8%

26.9%

17.8%

14.5%

32.5%

20.5%

19.8%

16.3%

29.2%

22.9%

16.5%

12.4%

12.5%

29.1%

13.3%

8.5%

20.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

男性・R5県調査

(N=402)

男性・H30県調査

(N=297)

男性・H25県調査

(N=387)

男性・R3全国調査

(N=2,006)

女性・R5県調査

(N=498)

女性・H30県調査

(N=460)

女性・H25県調査

(N=529)

女性・R3全国調査

(N=2,024)

そう思う
どちらかといえば

そう思う

どちらかといえば

そう思わない
そう思わない
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⑥妊娠をきっかけとする結婚（いわゆる「授かり婚」）には抵抗がない 

そう思う割合をみると、男性では 57.7％となっている。前回調査に比べて大きな変化はみられない。 

女性では 65.0％となっている。前回調査に比べて、8.5 ポイント上昇している。 

 

図表 妊娠をきっかけとする結婚（いわゆる「授かり婚」）には抵抗がない 

 

※無回答を除く 

※集計対象：R5 県調査・H30 県調査は回答者全数、H25 県調査は 18～34 歳 

  

57.7% 42.3%

58.1% 41.8%

54.2% 45.9%

65.0% 35.0%

56.5% 43.5%

46.4% 53.6%

そう
思う
計

そう思
わない
計

27.4%

24.3%

16.1%

34.5%

28.0%

17.6%

30.3%

33.8%

38.1%

30.5%

28.5%

28.8%

25.6%

23.6%

26.7%

21.7%

25.7%

29.5%

16.7%

18.2%

19.2%

13.3%

17.8%

24.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

男性・R5県調査

(N=402)

男性・H30県調査

(N=296)

男性・H25県調査

(N=386)

女性・R5県調査

(N=498)

女性・H30県調査

(N=460)

女性・H25県調査

(N=528)

そう思う
どちらかといえば

そう思う

どちらかといえば

そう思わない
そう思わない
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⑦子どもにはできるだけお金（十分な教育費用など）をかけたいと思う 

そう思う割合をみると、男性では 88.0％となっている。前回調査に比べて、2.8 ポイント上昇している。 

女性では 92.0％となっている。前回調査に比べて、4.7 ポイント上昇している。 

 

図表 子どもにはできるだけお金（十分な教育費用など）をかけたいと思う 

 
※無回答を除く 

※集計対象：R5 県調査・H30 県調査は回答者全数、H25 県調査 18～34 歳 

  

88.0% 12.0%

85.2% 14.8%

75.3% 24.8%

92.0% 8.1%

87.3% 12.7%

80.4% 19.7%

そう
思う
計

そう思
わない
計

43.0%

35.7%

26.6%

43.8%

38.4%

28.4%

45.0%

49.5%

48.7%

48.2%

48.9%

52.0%

8.0%

10.1%

18.8%

6.3%

11.6%

14.9%

4.0%

4.7%

6.0%

1.8%

1.1%

4.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

男性・R5県調査

(N=402)

男性・H30県調査

(N=297)

男性・H25県調査

(N=384)

女性・R5県調査

(N=496)

女性・H30県調査

(N=458)

女性・H25県調査

(N=525)

そう思う
どちらかといえば

そう思う

どちらかといえば

そう思わない
そう思わない
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⑧子どもがいたら生活は楽しくなると思う（楽しい） 

そう思う割合をみると、男性では 85.2％となっている。前回調査に比べて、3.4 ポイント低下している。 

女性では 89.8％となっている。前回調査に比べて大きな変化はみられない。 

 

図表 子どもがいたら生活は楽しくなると思う（楽しい） 

 
※無回答を除く 

※集計対象：R5 県調査・H30 県調査は回答者全数、H25 県調査は 18～34 歳 

  

85.2% 14.8%

88.6% 11.5%

91.2% 8.8%

89.8% 10.2%

89.7% 10.3%

94.1% 5.9%

そう
思う
計

そう思
わない
計

39.9%

46.5%

49.7%

46.4%

49.9%

58.7%

45.3%

42.1%

41.5%

43.4%

39.8%

35.4%

10.6%

6.4%

6.7%

7.4%

6.6%

3.6%

4.2%

5.1%

2.1%

2.8%

3.7%

2.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

男性・R5県調査

(N=404)

男性・H30県調査

(N=297)

男性・H25県調査

(N=388)

女性・R5県調査

(N=498)

女性・H30県調査

(N=457)

女性・H25県調査

(N=528)

そう思う
どちらかといえば

そう思う

どちらかといえば

そう思わない
そう思わない
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⑨老後のことを考えると子どもはいた方がよいと思う 

そう思う割合をみると、男性では 69.4％となっている。前回調査に比べて、13.4 ポイント低下してい

る。 

女性では 72.5％となっている。前回調査に比べて、10.0 ポイント低下している。 

 

図表 老後のことを考えると子どもはいた方がよいと思う 

 
※無回答を除く 

※集計対象：R5 県調査・H30 県調査は回答者全数、H25 県調査は 18～34 歳 

 

  

69.4% 30.6%

82.8% 17.2%

82.1% 17.9%

72.5% 27.6%

82.5% 17.5%

89.6% 10.5%

そう
思う
計

そう思
わない
計

25.9%

42.6%

43.9%

30.4%

46.0%

54.8%

43.5%

40.2%

38.2%

42.1%

36.5%

34.8%

17.0%

5.7%

11.4%

16.1%

10.7%

6.1%

13.6%

11.5%

6.5%

11.5%

6.8%

4.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

男性・R5県調査

(N=405)

男性・H30県調査

(N=296)

男性・H25県調査

(N=385)

女性・R5県調査

(N=497)

女性・H30県調査

(N=457)

女性・H25県調査

(N=526)

そう思う
どちらかといえば

そう思う

どちらかといえば

そう思わない
そう思わない
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➉子どもができると子ども中心の生活になるのは仕方がないと思う 

そう思う割合をみると、男性では 92.0％となっている。前回調査に比べて、3.4 ポイント上昇している。 

女性では 94.8％となっている。前回調査に比べて大きな変化はみられない。 

 

図表 子どもができると子ども中心の生活になるのは仕方がないと思う 

 
※無回答を除く 

※集計対象：R5 県調査・H30 県調査は回答者全数、H25 県調査は 18～34 歳 

  

92.0% 7.9%

88.6% 11.4%

88.8% 11.1%

94.8% 5.2%

92.8% 7.2%

94.2% 5.9%

そう
思う
計

そう思
わない
計

43.5%

46.8%

40.4%

51.5%

50.8%

52.7%

48.5%

41.8%

48.4%

43.3%

42.0%

41.5%

4.7%

7.4%

8.3%

4.4%

4.8%

4.2%

3.2%

4.0%

2.8%

0.8%

2.4%

1.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

男性・R5県調査

(N=402)

男性・H30県調査

(N=297)

男性・H25県調査

(N=386)

女性・R5県調査

(N=499)

女性・H30県調査

(N=459)

女性・H25県調査

(N=528)

そう思う
どちらかといえば

そう思う

どちらかといえば

そう思わない
そう思わない
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⑪子どもは一人よりもきょうだいがいる中で育てたいと思う 

そう思う割合をみると、男性では 78.9％となっている。前回調査に比べて、4.0 ポイント低下している。 

女性では 84.5％となっている。前回調査に比べて、3.5 ポイント低下している。 

 

図表 子どもは一人よりもきょうだいがいる中で育てたいと思う 

 
※無回答を除く 

※集計対象：R5 県調査・H30 県調査は回答者全数、H25 県調査は 18～34 歳 

  

78.9% 21.1%

82.9% 17.2%

86.3% 13.7%

84.5% 15.4%

88.0% 12.0%

89.6% 10.4%

そう
思う
計

そう思
わない
計

42.4%

49.2%

55.3%

48.8%

53.3%

64.1%

36.5%

33.7%

31.0%

35.7%

34.7%

25.5%

13.9%

10.1%

10.3%

10.0%

8.1%

7.6%

7.2%

7.1%

3.4%

5.4%

3.9%

2.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

男性・R5県調査

(N=403)

男性・H30県調査

(N=297)

男性・H25県調査

(N=387)

女性・R5県調査

(N=498)

女性・H30県調査

(N=458)

女性・H25県調査

(N=529)

そう思う
どちらかといえば

そう思う

どちらかといえば

そう思わない
そう思わない
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⑫親にも子育てに協力してもらいたいと思う 

そう思う割合をみると、男性では 75.9％となっている。前回調査に比べて、5.8 ポイント上昇している。 

女性では 83.7％となっている。前回調査に比べて大きな変化はみられない。 

 

図表 「親にも子育てに協力してもらいたいと思う」に対する考え 

 
※無回答を除く 

※集計対象：R5 県調査・H30 県調査は回答者全数、H25 県調査は 18～34 歳 

  

75.9% 24.1%

70.1% 29.9%

75.0% 25.0%

83.7% 16.2%

83.1% 16.9%

88.2% 11.8%

そう
思う
計

そう思
わない

計

23.8%

23.7%

30.7%

35.9%

31.1%

40.4%

52.1%

46.4%

44.3%

47.8%

52.0%

47.8%

16.9%

18.0%

17.8%

11.0%

13.9%

7.8%

7.2%

11.9%

7.2%

5.2%

3.0%

4.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

男性・R5県調査

(N=403)

男性・H30県調査

(N=295)

男性・H25県調査

(N=388)

女性・R5県調査

(N=498)

女性・H30県調査

(N=460)

女性・H25県調査

(N=527)

そう思う
どちらかといえば

そう思う

どちらかといえば

そう思わない
そう思わない
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⑬結婚していなくても、子どもを持って構わない 

そう思う割合をみると、男性では 51.7％となっている。前回調査に比べて、9.8 ポイント上昇している。 

女性では 61.6％となっている。前回調査に比べて、12.1 ポイント上昇している。 

 

図表 「結婚していなくても、子どもを持って構わない」に対する考え 

 
※無回答を除く 

※集計対象：R5 県調査・H30 県調査は回答者全数、H25 県調査・R3 全国調査は 18～34 歳 

※R3 全国調査は「まったく賛成」「どちらかといえば賛成」「どちらかといえば反対」「まったく反対」となっている 

  

51.7% 48.2%

41.9% 58.1%

45.8% 54.2%

61.6% 38.4%

49.5% 50.6%

52.0% 48.0%

そう
思う
計

そう思
わない
計

19.8%

19.3%

14.4%

29.7%

22.7%

17.9%

31.9%

22.6%

31.4%

31.9%

26.8%

34.1%

25.2%

28.0%

36.2%

24.1%

27.7%

35.9%

23.0%

30.1%

18.0%

14.3%

22.9%

12.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

男性・R5県調査

(N=404)

男性・H30県調査

(N=296)

男性・R3全国調査

(N=2,005)

女性・R5県調査

(N=498)

女性・H30県調査

(N=459)

女性・R3全国調査

(N=2,021)

そう思う
どちらかといえば

そう思う

どちらかといえば

そう思わない
そう思わない
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６ 結婚・子育て支援策 

（１）重要と考える子育て支援策 

問２１ あなたが今、あるいは、これから奈良県で結婚・子育てをするにあたり、次の①～⑯の各項目

について、最重要だと思うもの１つに◎をつけ、次に重要だと思うもの２つに○をつけて下さ

い。 

重要と考える子育て支援策をみると、男性では「子育てにかかる経済的支援」が 1.12 点で最も多く、

次いで「所得の向上」が 0.83 点、「保育所等の保育サービスの充実」が 0.37 点となっている。 

女性では「子育てにかかる経済的支援」が 1.14 点で最も多く、次いで「所得の向上」が 0.77 点、「保

育所等の保育サービスの充実」が 0.46 点となっている。 

 

図表 重要と考える子育て支援策（３つ選択） 

 

※「③親子の仲間づくり」「④気軽に相談ができる場所づくり」「⑫結婚について相談できる地域サポーターの存在」「⑬子育てにつ

いて相談できる地域サポーターの存在」「⑭所得の向上」「⑮子どもに対する医療制度の充実」「⑯産後ケアに関する制度の拡充」

は今回調査からの新規項目 

※「⑧子育てしやすい住宅施策」「⑨地域の遊び場の充実」は H30 県調査では「子育てしやすい住宅施策やまちの遊び場の充実」と

なっていた 

 

※最重要＝２点、次いで重要＝１点として合計し、対象の母数で割った値を得点とした
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男性・R5県調査(N=392)

男性・H30県調査(N=301)
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（参考）図表 重要と考える子育て支援策（H25 県調査） 

 

 

  

79.2%

72.9%

73.9%

63.8%

74.1%

77.9%

73.2%

79.1%

77.7%

75.8%

65.8%

44.1%

87.5%

84.8%

83.5%

76.3%

86.0%

86.7%

84.9%

84.9%

87.0%

85.6%

76.1%

46.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

子育てにかかる経済的支援

保育所の新設や増築による定員増

病児保育や休日保育など

多様な保育サービスの充実
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（２）奈良県は結婚して子どもを生み育てやすいところだと思うか 

問２２ 奈良県は結婚して子どもを生み育てやすいところだと思いますか。①あてはまる番号に○を

つけ、②③その理由について、あなたが感じている奈良県の イメージにあてはまる番号すべ

てに○をつけてください。 

①奈良県は結婚して子どもを生み育てやすいところだと思うか 

奈良県は結婚して子どもを生み育てやすいところだと思う人は、男性では 58.6％、女性では 67.7％と

なっている。 

前回調査に比べて、「はい」の割合が男性で 10.8 ポイント、女性で 4.5 ポイント低下している。 

 

図表 奈良県は結婚して子どもを生み育てやすいところだと思うか 

 

 

  

58.6%

69.4%

67.7%

72.2%

39.5%

27.2%

28.9%

24.8%

2.0%

3.3%

3.4%

3.0%
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はい いいえ 無回答
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②子どもを生み育てやすいところだと思う理由 

子どもを生み育てやすいところだと思う理由をみると、男性では「緑が多いなど自然環境がよいから」

が 61.5％で最も多く、次いで「買物など日常の生活環境が整っているから」が 49.0％、「通勤・通学に便

利だから」が 37.7％となっている。 

女性では「緑が多いなど自然環境がよいから」が 66.8％で最も多く、次いで「買物など日常の生活環境

が整っているから」が 48.2％、「通勤・通学に便利だから」が 42.1％となっている。 

男性と女性を比べると、男性で「治安を守るための対策が十分だから」が 8.1 ポイント、「医療が充実

しているから」が 7.4 ポイント、「家賃など住居費が安いから」が 5.1 ポイント女性より高く、女性では

「緑が多いなど自然環境がよいから」が 5.3 ポイント、「通勤・通学に便利だから」が 4.4 ポイント男性

より高くなっている。 

 

図表 子どもを生み育てやすいところだと思う理由（複数回答） 

 

※「子育て支援サービスが充実しているから」「地域のつながりを感じられるから」は今回調査からの新規項目 

  

49.0%

37.7%

15.5%

18.0%

37.2%

16.3%

4.6%

5.4%

61.5%

13.4%

2.1%

45.0%

43.5%

27.8%

14.8%

32.1%

15.3%

5.7%

66.5%

5.3%

48.2%

42.1%

15.3%

10.6%

32.1%

8.2%

4.7%

4.1%

66.8%

13.8%

2.6%

49.6%

35.5%

18.8%

10.1%

30.4%

9.6%

4.2%

62.7%

5.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

買物など日常の生活環境が

整っているから

通勤・通学に便利だから

教育環境が充実しているから

医療が充実しているから

家賃など住居費が安いから

治安を守るための対策が十分だから

子育て支援サービスが

充実しているから

福祉サービスが充実しているから

緑が多いなど自然環境がよいから
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その他

男性・R5県調査(N=239)

男性・H30県調査(N=209)

女性・R5県調査(N=340)

女性・H30県調査(N=335)
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③子どもを生み育てやすいところだと思わない理由 

子どもを生み育てやすいところだと思わない理由をみると、男性では「通勤・通学に不便だから」が

55.3％で最も多く、次いで「買物など日常の生活環境が整っていないから」が 34.8％、「子育て支援サー

ビスが充実していないから」が 33.5％となっている。 

女性では「通勤・通学に不便だから」が 49.0％で最も多く、次いで「子育て支援サービスが充実してい

ないから」が 45.5％、「買物など日常の生活環境が整っていないから」が 32.4％となっている。 

男性と女性を比べると、男性で「通勤・通学に不便だから」が 6.3 ポイント女性より高く、女性で「子

育て支援サービスが充実していないから」が 12.0 ポイント、「福祉サービスが充実していないから」が 8.8

ポイント、「医療が充実していないから」が 6.7 ポイント男性より高くなっている。 

 

図表 子どもを生み育てやすいところだと思わない理由（複数回答） 

 

※「子育て支援サービスが充実していないから」「地域のつながりを感じられないから」は今回調査からの新規項目 
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よくないから

地域のつながりを感じられないから

その他

男性・R5県調査(N=161)

男性・H30県調査(N=82)

女性・R5県調査(N=145)

女性・H30県調査(N=115)
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７ 自由記述意見 

 

 

番号 項目 件数 主な意見 夫 妻 不明 計

1 賃金が低い 4 2 0 6

2 働き方を変えてほしい 0 3 0 3

3 仕事が忙しい為他のことを考える余裕がない 2 0 0 2

4 障害者にも雇用等手厚いサポートがほしい 0 2 0 2

5 その他 3 1 0 4

6 気軽に参加できる出会いの場があると良い 2 8 0 10

7 結婚したいと思えるような経済施策が必要である 4 6 0 10

8 経済的な問題から結婚できない 6 2 0 8

9 結婚しなくても良い 2 4 0 6

10 結婚に関する意識改善が必要である 1 3 0 4

11 結婚に向けた支援をしてほしい 1 2 0 3

12 異性との出会いがない 1 1 0 2

13 夫婦別姓を認めるべきである 1 1 0 2

14 その他 6 4 0 10

15 出産をサポートしてほしい 2 1 0 3

16 その他 2 3 0 5

17 子育て支援を充実させてほしい 8 9 0 17

18 ひとり親の支援を充実させてほしい 1 6 0 7

19 子どもを持ちたいと思えるような経済施策が必要 3 3 0 6

20 教育支援を充実させてほしい 0 5 0 5

21 子どもが遊べる環境を整備してほしい 1 2 0 3

22 子育てに関する意識改善が必要である 0 3 0 3

23 それぞれの状況に合わせた支援が必要だと思う 0 2 0 2

24 収入・地域による教育格差を是正してほしい 1 1 0 2

25 その他 5 10 0 15

26 経済的に余裕がない 4 5 0 9

27 経済的支援が欲しい 2 7 0 9

28 所得向上に取り組んでほしい 4 3 0 7

29 その他 1 3 0 4

30 Webアンケートがあればより良い 1 6 0 7

31 アンケートが多すぎる・難しい 4 1 0 5

32
アンケートに自身の状況を説明できる設問・選択肢
がない

1 4 0 5

33 調査の意義がわからない 2 2 0 4

34 LGBTQの観点から疑問がある 0 3 0 3

35 調査結果を開示すべきである 1 2 0 3

36 アンケートの表記に疑問を持った 0 2 0 2

37 意識調査として5000人は少ないと感じる 1 1 0 2

38 その他 2 3 0 5

39 行政・政策に対して意見・要望がある 7 6 0 13

40 サポートが必要な人に平等に支援があるとよい 0 4 0 4

41 時代に合った新しい多様な制度の導入を希望する 0 3 0 3

42
世代間で考え方や価値観の違いをお互いに尊重でき
れば良いと思う

0 2 0 2

43 その他 11 5 0 16

その他の意見・
要望

38

子育てに関する
こと

60

経済的・金銭面
に関すること

29

本調査に関する
こと

36

就労に関するこ
と

17

結婚に関するこ
と

55

妊娠・出産に関
すること

8
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１．夫婦調査用 
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２．独身者調査用 
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